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調査の背景と調査設計 

（１）調査の背景 

 国の「2019年国民生活基礎調査」によると、子どもの貧困率は 13.5%（2018年の所得）となっており、

日本全国の子どもの約７人に１人が貧困状態にあると推計されている。国では、「いわゆる貧困の連鎖

によって、子供たちの将来が閉ざされることは決してあってはならないとの決意」の下、平成 25 年６

月に「子どもの貧困対策の推進に関する法律」（平成 25年法律第 64号）が成立し、平成 26年８月に「子

供の貧困対策に関する大綱」が閣議決定された。 

 さらに、令和元年６月に「子どもの貧困対策の推進に関する法律の一部を改正する法律」（令和元年法

律第 41号）が成立した。改正後の法律では、目的として、児童の権利に関する条約の精神にのっとり、

子どもの「将来」だけでなく「現在」の生活等に向けても子どもの貧困対策を総合的に推進することが

明記されるとともに、基本理念として、子どもの最善の利益が優先考慮されること、貧困の背景に様々

な社会的要因があること等が明記された。また、市区町村が子どもの貧困対策についての計画を定める

よう努める旨が規定された。これを受け、子どもの貧困対策を総合的に推進するために、令和元年 11月

に新たな「子供の貧困対策に関する大綱」が閣議決定された。 

 大田区においては、子どもの貧困に関するこれらの状況を受け止め、平成 29年３月に「おおた 子ど

もの生活応援プラン（大田区子どもの貧困対策に関する計画）」を策定し、「経験・学力」「生活・健康」

「居場所・包摂」の３つの柱に基づく様々な取組を推進してきた。 

 

 

（２）調査の目的 

 「おおた 子どもの生活応援プラン（大田区子どもの貧困対策に関する計画）」は、令和４年３月に計

画期間が終了することから、次期の計画策定に向けた基礎資料として、区の子どもの貧困対策に関する

現状を把握するための実態調査・分析をすることが本調査の第一の目的である。 

 なお、調査を実施した令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大という社会的背景があり、「子ど

もの貧困」の状況や、子ども本人およびその養育環境に対して大きな影響を及ぼしていることが想定さ

れたことから、区における新型コロナウイルス感染症拡大による子どもへの影響を即時的に把握するこ

とを第二の目的として、関連する質問項目を設定した。 

 

 

（３）調査設計 

 本調査では、以下の①～③に示す３種類の調査を、令和２年９月から 10月にかけて実施した。なお、

本調査の実施は、株式会社浜銀総合研究所に委託し、阿部彩氏（東京都立大学教授兼子ども・若者貧困

研究センター長）の監修のもと実施した。 

 

① 子どもの生活実態調査 

 「子どもの生活実態調査」は、平成 28 年度に実施した子どもの生活実態調査との経年比較が可能と

なるよう、大田区内の区立小学校（59校）に在籍する小学５年生の児童（子ども自身の自記式調査を行
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うための最小年齢と考えられる小学校高学年のうち、他自治体と比較可能な学年）とその保護者を対象

とした。 

 

② ひとり親家庭の生活実態に関する調査 

 「ひとり親家庭の生活実態に関する調査」は、厚生労働省の国民生活基礎調査において、子どもがい

る現役世帯のうち大人が１人の世帯について相対的貧困率が高いことを踏まえ、ひとり親家庭の子ども

の状況をより詳細に把握するために実施した。調査の対象は、児童育成手当の受給世帯のうち無作為に

抽出した 2,000 世帯とした。児童育成手当の受給世帯全体が対象であるため、０歳から 18 歳までの子

どもが少なくとも一人いる世帯が対象であるが、それ以外の年齢の子どもがいる場合も含まれている。

また、子どもの年齢が幅広いため、子どもの自記式とはせず、保護者による記入とした。 

 

③ おおた 子どもの生活応援プランに関する活動状況等調査 

 「おおた 子どもの生活応援プランに関する活動状況等調査」は、「おおた 子どもの生活応援プラン」

が子どもの貧困を地域共通の課題と捉え区民との連携を推進しているため、子どもの貧困対策の視点か

ら区民活動に関する状況を把握することを目的とする。調査対象を、大田区区民活動情報サイト登録団

体（自治会・町会を除く）、大田区社会福祉法人協議会参加法人とした。 

 

 

（４）報告書の構成 

 本報告書は、第１部、第２部、第３部から構成されている。第１部では、子どもの生活実態調査につ

いて、保護者票・子ども票の調査票の設問順に報告する。第２部では、ひとり親家庭の生活実態に関す

る調査の集計結果を調査票設問順に報告する。第３部では、おおた 子どもの生活応援プランに関する

活動状況等調査の集計結果を報告する。 

 なお、報告書の末尾に参考資料として、各調査の調査票と、調査票全設問の単純集計表、子どもの生

活実態調査の生活困難層・非生活困難層別のクロス集計表、おおた 子どもの生活応援プランに関する

活動状況等調査の活動個票を掲載した。 
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第１部 子どもの生活実態調査 

１. 調査の概要 
（１）実施状況 

 アンケート調査は、令和２年４月１日現在で、区立小学校に在籍する小学５年生（特別支援学級含む）

及びその保護者を対象にして以下のとおり実施した。 

 

図表 1-1-1 子どもの生活実態調査（保護者票）の実施概要 

項目 概要 

実施時期 
令和２年９月 16日（水）～10月 16日（金） 

※調査期間後に回収した調査票についても、できる限り結果に反映した。 

調査対象 区立小学校の小学５年生の保護者（児童１名につき１票 4,853人） 

実施方法 学校を通じて配布及び回収 

調査項目 
家庭の経済状況、就労状況、生活状況、子育ての状況、公的支援の

利用状況、新型コロナウイルスの流行による影響 など 

 

図表 1-1-2 子どもの生活実態調査（子ども票）の実施概要 

項目 概要 

実施時期 
令和２年９月 16日（水）～10月 16日（金） 

※調査期間後に回収した調査票についても、できる限り結果に反映した。 

調査対象 区立小学校の小学５年生（4,853人） 

実施方法 学校を通じて配布及び回収 

調査項目 
学習の状況や放課後の過ごし方など生活の様子、健康状態、新型コ

ロナウイルスの流行による影響 など 

 

（２）回収状況 

 回収状況は以下のとおりである。 

 

図表 1-1-3 子どもの生活実態調査 調査票の回収状況 

 配布数 実回答数・回答率 有効回答数・回答率 

子どもの生活実態調査（保護者票） 4,853件 4,203件（86.6%） 4,095件（84.4%） 

子どもの生活実態調査（子ども票） 4,853件 4,197件（86.5%） 4,176件（86.0%） 

（参考）前回調査 保護者票 4,544件 3,466件（76.3%） 3,325件（73.2%） 

子ども票 4,544件 3,464件（76.2%） 3,447件（75.9%） 
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（３）集計結果の表示方法 

○ 本報告書では、調査票の設問順に集計結果を掲載している。 

○ 文章中および図表内の「n=○○」はその設問についての有効回答数、「SA」は単一回答形式（Single Answer）、

「MA」は複数回答形式（Multiple Answer）、「I」は数値記入形式を示している。 

○ 集計は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、数値の合計が 100.0%にならない場合がある。 

○ 回答の比率（%）は、その質問の回答者数を基礎として算出しているため、複数回答の設問はすべての比

率を合計すると、100.0%を超える場合がある。 

○ 単一回答の設問について、複数の選択肢の回答割合の合計に言及する場合は、小数点以下第２位を四捨

五入した値を合計している。 

○ 生活困難層／非生活困難層を定義するための要素として使用した設問への回答数（3,269 件）と、全体

の有効回答数（保護者票 4,095 件、子ども票 4,176 件）は異なるため、図表中の n 値は「生活困難層＋

非生活困難層＝全体数」とはならない。 

○ 集計結果の掲載方法について、全体の回答比率（%）に関してはすべての設問において言及しているほか、

生活困難層／非生活困難層の間の回答状況の分布の違いが１％水準で統計的に有意である（カイ２乗検

定による検証）場合には、生活困難層／非生活困難層それぞれの回答比率（%）にも適宜言及し、有意で

ない場合にはすべて脚注にてその旨言及している。 

○ 平成 28 年度に実施した子どもの生活実態調査（以下、「前回調査」とする）で尋ねた設問項目のうち、

今回実施した調査で同様の設問があるものについては、適宜前回調査の結果を引用し比較することがあ

る。なお、比較するにあたっては、両者の間に統計的に有意な差があるかどうかをカイ２乗検定により

検証している（有意水準１％）。 

○ 前回調査結果と比較をしている設問について、今回の調査結果のグラフにある「無回答」の項目は、前

回調査結果のグラフにある「無効回答（無回答・重複回答）」の項目と同義であり、比較を可能にするた

め集計上のデータ処理方法は変えていない。 
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非生活困難層 87.2％

要素１
家庭

要素１+2+3
生活困難層

12.8％

要素3
世帯収入

要素2
子ども

（４）生活困難層の定義 

 本報告書では、「家庭」「子ども」「世帯収入」の３つの要素から「生活困難」を定義している。この「生

活困難」の定義は、前回調査と同一の基準を採用した。具体的には、保護者票の回答結果を基に、上述

の３つの要素のうち、いずれか１つ以上に該当する場合を「生活困難層」、いずれの要素にも該当しない

場合を「非生活困難層」と分類した。その結果、12.8%が「生活困難層」に該当した。 

 本報告書では、保護者票・子ども票の調査結果について、「全体」「生活困難層」「非生活困難層」の３

つの分類ごとに示した。 

 

図表 1-1-4 「生活困難層」の定義のイメージ図 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
以下の７項目に関して、過去１年間に買えなかった
経験、支払えなかった経験が１つ以上あると回答し
た世帯 
 
①食料 ②衣類 ③電話料金 
④電気料金 ⑤ガス料金 
⑥水道料金 ⑦家賃 

 
※①食料②衣類は「よくあった」「ときどきあった」のいず

れかの場合 

要素１：家庭からみた生活の困難 

 
 
子どもとの経験や消費行動、所有物に関する以下の
14項目に関して、経済的な理由で与えられていない
とする項目が３つ以上あると回答した世帯 
 
①海水浴に行く 
②博物館・科学館・美術館などに行く 
③キャンプやバーベキューに行く 
④スポーツ観戦や劇場に行く 
⑤毎月おこづかいを渡す 
⑥毎年新しい洋服・靴を買う 
⑦習い事（音楽・スポーツ・習字など）に通わせる 
⑧学習塾に通わせる 
⑨１年に１回程度家族旅行に行く 
⑩クリスマスのプレゼントをあげる 
⑪正月のお年玉をあげる 
⑫子どもの年齢に合った本がある 
⑬子ども用のスポーツ用品・おもちゃがある 
⑭  

要素２：子どもからみた生活の困難 

 
 
公的年金や社会保障給付を含めた世帯の総
収入に関して、世帯人数を踏まえて算出し
た額が一定水準未満※とみなされる世帯 
 

※ 一定水準未満とは、厚生労働省「令和元年国民

生活基礎調査」（所得は平成 30年値）の所得金

額の中央値を平均世帯人数で除した値の 50%で

ある等価世帯所得 141.3万円未満を採用。なお、

個々のサンプルで等価可処分所得を計算し、そ

の中央値の 50%として求める貧困線の基準とは

完全に一致しない点に留意。 

※ 前回の水準値は 135.3万円であった。 

要素 3：世帯収入からみた生活の困難 
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２. 調査結果（保護者票） 
（１）回答者の属性・世帯のこと 

①回答者の属性 

 子どもから見た回答者の立場は、「父親」が 9.8%、「母親」が 88.3%であった 1。 

設問 1 お子さんとあなた（回答者）との関係は、以下のどれになりますか。（SA） 

図表 1-2-1-1 回答者の属性 

 

 

②回答者の年齢 

 回答者の年齢は、全体では「30歳～40歳未満」が 19.6%、「40歳～50歳未満」が 65.5%であった。

特に「30歳～40歳未満」の回答割合についてみると、生活困難層では 31.1%、非生活困難層では 17.5%

であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「30歳～40歳未満」の回答割合が低くなっていた。 

設問 2 あなたの年齢を教えてください。（I） 

図表 1-2-1-2 回答者の年齢 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

  

1 「祖父」「祖母」「兄弟姉妹」「その他」という選択肢も設けていたが、回答者が０人であったため省略した。 

9.8 88.3 

0.0 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

父親 母親 施設職員 無回答

0.4 

1.7 

0.2 

19.6 

31.1 

17.5 

65.5 

54.5 

69.0 

8.6 

7.7 

9.0 

0.4 

1.2 

0.4 

5.5 

3.8 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

30歳未満 30歳～40歳未満 40歳～50歳未満 50歳～60歳未満

60歳以上 無回答

0.4 27.2 62.8 5.4 

0.5 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

30歳未満 30歳～40歳未満 40歳～50歳未満

50歳～60歳未満 60歳以上 無効回答（無回答・重複回答）
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③回答者の婚姻状況 

 回答者の婚姻状況を尋ねた設問に対して、「離婚（別居中を含む）」「死別」「未婚・非婚」と回答し

た割合を合わせると、全体では 8.9%、生活困難層では 34.9%、非生活困難層では 5.4%であった。特に

「離婚（別居中を含む）」と回答した割合は、生活困難層では 30.4%、非生活困難層では 4.5%であっ

た。 

設問 3 現在の婚姻状況を教えてください。（SA） 
図表 1-2-1-3 婚姻状況 

 

 

④同居家族の人数 

 同居家族の人数 2は、「２人」が 2.3%、「３人」が 18.7%、「４人」が 49.4%、「５人」が 21.3%、「６

人」が 5.4%、「７人以上」が 2.2%であった。 

設問 4 お子さんと同居しているご家族の人数を教えてください。あなたとお子さんも含みます。（I） 
図表 1-2-1-4 同居家族の人数 

 
 

  

2 単身赴任をしている家族も含んだ人数を回答いただいた。 

90.6 

65.1 

94.6 

7.5 

30.4 

4.5 

0.8 

1.2 

0.7 

0.6 

3.3 

0.2 

0.5 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

結婚している（事実婚を含む） 離婚（別居中を含む） 死別 未婚・非婚 無回答

2.3 18.7 49.4 21.3 5.4 

2.2 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

2人 3人 4人 5人 6人 7人以上 無回答
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⑤同居家族の構成 

 同居家族の構成を尋ねた設問 3に対して、「父親」は 91.2%、「母親」は 98.2%、「祖父」は 5.5%、「祖

母」は 8.6%であった。 

設問 5 お子さんと同居しているご家族の方は、どなたですか。（MA） 
図表 1-2-1-5 同居家族の構成 

 
 

⑥要介護者等の有無 

 家族の中に要介護者等がいるかを尋ねた設問に対して、全体では「定期的な通院等が必要な疾患を

お持ちの方」の回答割合が 6.7%、「発達障がいをお持ちの方（疑いを含む）」が 5.0%、「高齢で介護が

必要な方」が 4.8%であった。生活困難層別にみると、生活困難層の「特に該当する人はいない」の回

答割合は非生活困難層と比べて低くなっていた。また、生活困難層では「精神障害者保健福祉手帳を

お持ちの方」と「精神疾患（うつ、心の病、依存症など）をお持ちの方」の回答割合は非生活困難層

と比べて高くなっていた 4。 

設問 6 あなたのご家族の中に、あなたが主に世話をしている人で、以下のような方はいますか。 

同居していないご家族についても含めてお考えください。（MA） 

図表 1-2-1-6 要介護者等の有無 

  

3 単身赴任をしている家族も含めて回答いただいた。 
4 これら以外の回答には、生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

91.2 

98.2 

5.5 

8.6 

24.7 

25.8 

25.0 

24.9 

1.5 

0.3 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親

母親

祖父

祖母

兄

姉

弟

妹

その他の親せき

その他

無回答 全体(n=4,095)

4.8 

3.3 

0.6 

1.9 

5.0 

6.7 

1.8 

0.4 

70.0 

12.1 

6.5 

5.0

1.7

3.1

7.4

9.8

3.6

1.0

66.5

8.1

4.5 

3.1

0.5

1.8

4.9

6.6

1.6

0.4

71.8

10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢で介護が必要な方

身体障害者手帳をお持ちの方

精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

愛の手帳をお持ちの方

発達障がいをお持ちの方（疑いを含む）

定期的な通院等が必要な疾患をお持ちの方

精神疾患（うつ、心の病、依存症など）をお

持ちの方

引きこもりの方

特に該当する人はいない

無回答

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)
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⑦保護者の国籍 

 保護者の国籍を尋ねた設問に対して、母親の国籍が「外国籍」であるという回答は生活困難層で

8.4%、非生活困難層で 2.6%であった。父親の国籍が「外国籍」であるという回答は生活困難層で 6.7%、

非生活困難層で 2.1%であった。 

設問 7-①(新設) お子さんのお母さまの国籍について教えてください。（SA） 

図表 1-2-1-7 母親の国籍 

  

 

設問 7-②(新設) お子さんのお父さまの国籍について教えてください。（SA） 

図表 1-2-1-8 父親の国籍 

 
 

⑧家庭内の使用言語 

 家庭内の使用言語を尋ねた設問に対して、「日本語以外の言語を使用しているが、日本語の方が多

い」と「日本語以外の言語を使うことが多い」という回答を合わせた割合は、全体では 5.2%、生活困

難層では 10.1%、非生活困難層では 4.6%であった。 

設問 8(新設) あなたのご家庭ではふだんどれくらい、日本語以外の言語を使用していますか。（SA） 

図表 1-2-1-9 家庭内の使用言語 

  

95.7 

91.1 

97.2 

3.4 

8.4 

2.6 

0.9 

0.5 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

日本国籍 外国籍 無回答

93.8 

81.1 

96.7 

3.0 

6.7 

2.1 

3.2 

12.2 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

日本国籍 外国籍 無回答

93.9 

89.0 

95.1 

4.2 

7.7 

3.9 

1.0 

2.4 

0.7 

1.0 

1.0 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

日本語のみを使用している

日本語以外の言語も使用しているが、日本語の方が多い

日本語以外の言語を使うことが多い

無回答

13



（２）就業のこと 

①母親の就業の有無・形態 

 新型コロナウイルス感染症拡大前（2020 年２月頃）の母親の職業に関する設問に対して、「常勤・

正規職員・会社役員」と回答した割合は、全体では 30.2%、生活困難層では 19.4%、非生活困難層では

34.0%であった。また、「パート・アルバイト・非正規職員」と回答した割合は、全体では 39.8%、生

活困難層では 55.8%、非生活困難層では 37.5%であった。 

 母親の現在の職業に関する設問に対して、「常勤・正規職員・会社役員」と回答した割合は全体では

30.4%、生活困難層で 19.7%、非生活困難層で 34.1%であった。また、「パート・アルバイト・非正規職

員」と回答した割合は、全体では 37.4%、生活困難層では 52.7%、非生活困難層では 35.2%であった。 

設問 9-①-(Ａ) お子さんのお母さまの（Ａ）新型コロナウイルス感染症拡大前（2020年２月頃）の 

ご職業について、以下の選択肢から最も近いものをお選びください。（SA） 

図表 1-2-2-1 新型コロナウイルス感染症拡大前の母親の職業 

 

 

設問 9-①-(Ｂ) お子さんのお母さまの（Ｂ）現在のご職業について、 

以下の選択肢から最も近いものをお選びください。（SA） 

図表 1-2-2-2 現在の母親の職業 

 

  

30.2 

19.4 

34.0 

39.8 

55.8 

37.5 

4.5 

5.8 

4.2 

0.7 

0.7 

0.7 

22.2 

13.6 

22.3 

0.2 

0.5 

0.1 

0.5 

1.5 

0.3 

0.1 

0.2 

0.0 

1.9 

2.4 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,056)

生活困難層(n=412)

非生活困難層(n=2,823)

常勤・正規職員・会社役員 パート・アルバイト・非正規職員

自営業・家業 その他の職業

家事専業 学生

その他 わからない

無回答

30.4 

19.7 

34.1 

37.4 

52.7 

35.2 

4.6 

6.3 

4.3 

0.7 

0.7 

0.7 

24.1 

15.8 

24.3 

0.2 

0.5 

0.2 

0.7 

1.5 

0.5 

0.2 

0.7 

0.1 

1.7 

2.2 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,056)

生活困難層(n=412)

非生活困難層(n=2,823)

常勤・正規職員・会社役員 パート・アルバイト・非正規職員

自営業・家業 その他の職業

家事専業 学生

その他 わからない

無回答
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②父親の就業の有無・形態 

 新型コロナウイルス感染症拡大前（2020 年２月頃）の父親の職業に関する設問に対して、「常勤・

正規職員・会社役員」と回答した割合は、全体で 85.9%、生活困難層で 71.2%、非生活困難層で 90.1%

であった。また、「パート・アルバイト・非正規職員」と回答した割合は、全体では 1.4%、生活困難

層では 7.2%、非生活困難層では 1.0%であった。 

 父親の現在の職業に関する設問に対して、「常勤・正規職員・会社役員」と回答した割合は、全体で

85.6%、生活困難層で 72.3%、非生活困難層で 89.5%であった。また、「パート・アルバイト・非正規職

員」と回答した割合は、全体では 1.6%、生活困難層では 6.8%、非生活困難層では 1.1%であった。 

設問 9-②-(Ａ) お子さんのお父さまの（Ａ）新型コロナウイルス感染症拡大前（2020年２月頃）の 

ご職業について、以下の選択肢から最も近いものをお選びください。（SA） 

図表 1-2-2-3 新型コロナウイルス感染症拡大前の父親の職業 

 

 

設問 9-②-(Ｂ) お子さんのお父さまの（Ｂ）現在のご職業について、 

以下の選択肢から最も近いものをお選びください。（SA） 

図表 1-2-2-4 現在の父親の職業 

 

  

85.9 

71.2 

90.1 

1.4 

7.2 

1.0 

10.0 

14.7 

7.7 

0.6 

1.4 

0.4 

0.2 

0.7 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

1.4 

0.1 

0.1 

0.7 

0.0 

1.5 

2.5 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,768)

生活困難層(n=278)

非生活困難層(n=2,726)

常勤・正規職員・会社役員 パート・アルバイト・非正規職員

自営業・家業 その他の職業

家事専業 学生

その他 わからない

無回答

85.6 

72.3 

89.5 

1.6 

6.8 

1.1 

10.0 

14.4 

7.9 

0.5 

0.7 

0.4 

0.2 

0.7 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

2.2 

0.3 

0.1 

0.7 

0.0 

1.6 

2.2 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,768)

生活困難層(n=278)

非生活困難層(n=2,726)

常勤・正規職員・会社役員 パート・アルバイト・非正規職員

自営業・家業 その他の職業

家事専業 学生

その他 わからない

無回答
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③母親の平日の日中以外の勤務 

 母親が働いている場合に、平日の日中以外の勤務もあるかを尋ねた設問に対して、「平日の日中以

外の勤務はない」の回答割合は、全体では 54.0%、生活困難層では 41.0%、非生活困難層では 56.9%で

あった。また、生活困難層では「早朝勤務（５～８時）」「深夜勤務（22 時～５時）」「土曜出勤」「日

曜・祝日出勤」の回答割合が、非生活困難層よりも高くなっていた 5。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「早朝勤務（５～８時）」「平日の日中以外の勤務はな

い」の回答割合が高く、「土曜出勤」の回答割合は低くなっていた。 

設問 9-1-① お子さんのお母さまは、平日の日中以外の勤務もありますか。 

通勤時間も含めてお考えください。（MA） 

図表 1-2-2-5 母親の平日の日中以外の勤務の状況 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

5 「18～20時の勤務」「夜間勤務（20時～22 時）」の回答には、生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られ

なかった。 

8.8 

16.9 

6.8 

3.8 

29.2 

18.6 

54.0 

4.3 

12.8 

17.4

9.5

7.0

38.5

29.7

41.0

4.0

8.3 

17.4

6.6

3.4

27.3

17.2

56.9

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

早朝勤務

（5～8時）

18～20時の勤務

夜間勤務

（20時～22時）

深夜勤務

（22時～5時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤

平日の日中以外

の勤務はない

無回答
全体(n=2,966)

生活困難層(n=327)

非生活困難層(n=2,098)

6.4 

7.2 

3.9 

33.8 

19.1 

3.7 

50.7 

6.3 

7.6

8.9

6.1

42.4

25.3

4.2

42.4

4.7

6.1

6.4

3.4

32.9

18.2

3.6

53.9

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

早朝

（5～8時）

夜勤

（20時～22時）

深夜勤務

（22時～5時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤

その他

平日の日中以外

の勤務はない

無効回答（無回答

・重複回答）
全体(n=2,283)

生活困難層(n=380)

非生活困難層(n=1,400)
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④父親の平日の日中以外の勤務 

 父親が働いている場合に、平日の日中以外の勤務もあるかを尋ねた設問に対して、「平日の日中以

外の勤務はない」の回答割合は、全体では 31.5%、生活困難層では 20.6%、非生活困難層では 33.6%で

あった。また、生活困難層では「早朝勤務（５～８時）」「深夜勤務（22 時～５時）」「土曜出勤」「日

曜・祝日出勤」の回答割合が、非生活困難層よりも高くなっていた 6。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「早朝勤務（５～８時）」「平日・日中以外の勤務はない」

の回答割合は高く、「夜間勤務（20時～22時）」「土曜出勤」「日曜・祝日出勤」の回答割合は低くなっ

ていた。 

設問 9-1-② お子さんのお父さまは、平日の日中以外の勤務もありますか。 

通勤時間も含めてお考えください。（MA） 

図表 1-2-2-6 父親の平日の日中以外の勤務の状況 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

6 「18～20時の勤務」「夜間勤務（20時～22時）」の回答には、生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見ら

れなかった。 

20.8 

42.6 

29.6 

16.3 

45.4 

32.2 

31.5 

3.7 

30.2 

42.4

35.5

27.1

63.7

50.8

20.6

2.3

19.9 

42.7

28.9

14.9

42.8

29.5

33.6

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

早朝勤務

（5～8時）

18～20時の勤務

夜間勤務

（20時～22時）

深夜勤務

（22時～5時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤

平日の日中以外

の勤務はない

無回答
全体(n=3,680)

生活困難層(n=262)

非生活困難層(n=2,696)

17.4 

31.6 

17.2 

52.2 

38.5 

5.5 

26.2 

6.7 

24.9

37.6

23.1

65.2

48.2

6.1

17.0

4.1

15.9

31.6

16.1

50.3

37.3

5.6

30.0

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

早朝

（5～8時）

夜勤

（20時～22時）

深夜勤務

（22時～5時）

土曜出勤

日曜・祝日出勤

その他

平日の日中以外

の勤務はない

無効回答（無回答

・重複回答） 全体(n=2,929)

生活困難層(n=394)

非生活困難層(n=1,888)

17



⑤母親の就業への新型コロナウイルス感染症拡大の影響 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で母親が経験した就業への影響を尋ねた設問に対して、全体

の回答割合では「収入の減少」が 17.4%、「希望しない労働時間の減少」が 9.3%であった。また、生活

困難層では、「希望しない形での転職」の回答割合が 3.2%、「希望しない勤務形態の変化」の回答割合

が 11.4%、「希望しない労働時間の減少」の回答割合が 18.4%、「希望しない時間帯・曜日での勤務」の

回答割合が 6.3%、「収入の減少」の回答割合が 32.8%であり、非生活困難層と比べて高くなっていた 7 

設問 10-①(新設) 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、お子さんのお母さまは、 

以下のようなことを経験しましたか。（MA） 

図表 1-2-2-7 母親の就業への新型コロナウイルス感染症拡大の影響 

 
 

  

7 「失業」「勤務先の増加（ダブルワーク等）」の回答には、生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなか

った。 

0.9 

2.2 

0.9 

4.5 

9.3 

2.7 

17.4 

66.8 

7.0 

3.2 

3.6

1.9

11.4

18.4

6.3

32.8

45.6

5.1

0.7 

2.1

0.8

3.4

7.9

2.0

14.6

71.9

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

希望しない形での転職

失業

勤務先の増加（ダブルワーク等）

希望しない勤務形態の変化

希望しない労働時間の減少

希望しない時間帯・曜日での勤務

収入の減少

上記のようなことは経験していない

無回答

全体(n=4,056)

生活困難層(n=412)

非生活困難層(n=2,823)

。 

18



⑥父親の就業への新型コロナウイルス感染症拡大の影響 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で父親が経験した就業への影響を尋ねた設問に対して、全体

の回答割合では「収入の減少」が 21.0%、「希望しない労働時間の減少」が 6.6%であった。また、生活

困難層では、「希望しない形での転職」の回答割合が 1.1%、「勤務先の増加（ダブルワーク等）」の回

答割合が 2.2%、「希望しない勤務形態の変化」の回答割合が 9.0%、「希望しない労働時間の減少」の回

答割合が 15.5%、「希望しない時間帯・曜日での勤務」の回答割合が 4.0%、「収入の減少」の回答割合

が 39.6%であり、非生活困難層と比べて高くなっていた 8。 

設問 10-②(新設) 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、お子さんのお父さまは、 

以下のようなことを経験しましたか。（MA） 

図表 1-2-2-8 父親の就業への新型コロナウイルス感染症拡大の影響 

 
 

 

 

  

8 「失業」の回答には、生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

0.3 

0.6 

0.7 

5.3 

6.6 

1.6 

21.0 

68.9 

3.8 

1.1 

1.4

2.2

9.0

15.5

4.0

39.6

47.8

4.0

0.1 

0.6

0.5

4.8

5.9

1.3

18.5

73.1

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

希望しない形での転職

失業

勤務先の増加（ダブルワーク等）

希望しない勤務形態の変化

希望しない労働時間の減少

希望しない時間帯・曜日での勤務

収入の減少

上記のようなことは経験していない

無回答

全体(n=3,768)

生活困難層(n=278)

非生活困難層(n=2,726)
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（３）子どもの成長・教育のこと 

①子どもの身長 

 子どもの身長を尋ねた設問に対して、全体の回答割合では「140cm～145cm未満」が 26.4%、「145cm

～150cm未満」が 20.1%であった 9。 

設問 11 お子さんの身長・体重を教えてください。（I） 

図表 1-2-3-1 子どもの身長 

 

 

②子どもの体重 

 子どもの体重を尋ねた設問に対して、全体の回答割合では「30kg～35kg 未満」が 25.5%、「35kg～

40kg未満」が 22.1%であった 10。 

設問 11 お子さんの身長・体重を教えてください。（I） 

図表 1-2-3-2 子どもの体重 

 

 
  

9 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
10 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

1.8 

1.7 

1.8 

8.5 

8.9 

8.7 

15.5 

14.8 

16.5 

26.4 

25.1 

27.9 

20.1 

19.6 

20.4 

12.8 

13.2 

12.8 

3.9 

4.3 

3.8 

0.7 

0.7 

0.7 

10.3 

11.7 

7.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

130cm未満 130cm以上135cm未満 135cm以上140cm未満

140cm以上145cm未満 145cm以上150cm未満 150cm以上155cm未満

155cm以上160cm未満 160cm以上 無回答

1.5 

1.4 

1.0 

12.1 

13.1 

10.8 

25.5 

26.8 

24.2 

22.1 

22.3 

21.5 

14.5 

15.2 

15.1 

6.8 

6.9 

6.9 

3.5 

3.3 

4.3 

1.4 

1.2 

2.6 

1.3 

1.1 

2.9 

11.4 

8.6 

10.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

25kg未満 25㎏以上30kg未満 30㎏以上35kg未満 35㎏以上40kg未満

40㎏以上45kg未満 45㎏以上50kg未満 50㎏以上55kg未満 55㎏以上60kg未満

60㎏以上 無回答
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③子どもの虫歯の本数 

 子どもの虫歯の本数を尋ねた設問に対して、１本以上の回答割合は、全体では 10.8%、生活困難層

では 17.0%、非生活困難層では 9.9%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「０本」の回答割合が高くなっていた。 

設問 12 お子さんは、今、虫歯がおおよそ何本くらいありますか。治療中のものも含みます。（I） 

図表 1-2-3-3 子どもの虫歯の本数 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

85.5 

76.3 

88.0 

5.4 

7.2 

5.0 

2.9 

4.8 

2.9 

1.2 

2.4 

1.1 

0.6 

0.7 

0.4 

0.7 

1.9 

0.5 

3.6 

6.7 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

0本 1本 2本 3本 4本 5本以上 無回答

82.9 

74.6 

85.9 

7.1 

9.6 

6.7 

4.3 

7.1 

3.5 

1.8 

2.8 

1.5 

0.8 

2.2 

0.5 

0.6 

1.7 

0.4 

2.5 

2.0 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

0本 1本 2本 3本 4本 5本以上 無効回答（無回答・重複回答）
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④子どもへの進学期待 

 「お子さんに、どの段階までの教育を受けさせたいと考えていますか」という設問に対して、「大学

またはそれ以上」と回答した割合は、全体では 74.8%、生活困難層では 51.0%、非生活困難層では 80.7%

であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「高校まで」「短大・高専・専門学校」の回答割合が低

く、「大学またはそれ以上」の回答割合が高くなっていた。また、「まだわからない」の回答割合も高

くなっていた。 

設問 13 お子さんに、どの段階までの教育を受けさせたいと考えていますか。 

あなたのお考えに最も近いものに〇をつけてください。（SA） 

図表 1-2-3-4 子どもへの進学期待 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

0.1 

0.2 

0.1 

3.6 

11.5 

2.2 

7.5 

12.0 

6.5 

74.8 

51.0 

80.7 

12.7 

23.7 

9.6 

1.2 

1.7 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校 大学またはそれ以上

まだわからない 無回答

0.1 

0.4 

0.0 

4.7 

13.0 

2.3 

10.6 

16.3 

8.6 

72.3 

52.9 

79.0 

11.8 

17.4 

9.8 

0.5 

0.0 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校

大学またはそれ以上 まだわからない 無効回答（無回答・重複回答）
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（４）健康・医療に関すること 

①回答者（保護者自身）健康状態 

 回答者（子どもの保護者）の健康状態を尋ねた設問に対して、「よい」「どちらかといえばよい」と

回答した割合を合わせると、全体では 67.7%、生活困難層では 58.4%、非生活困難層では 70.1%であっ

た。 

設問 14 あなたの健康状態について、最も近いものを教えてください。（SA） 

図表 1-2-4-1 回答者の健康状態 

 

 

②医療機関の受診 

 「過去１年間に、お子さんを医療機関で受診させた方がよいと思ったが、実際には受診させなかっ

たことがありましたか」という設問に対して、受診させなかったことが「あった」と回答した割合は、

全体では 11.3%、生活困難層では 17.2%、非生活困難層では 10.1%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、受診させなかったことが「あった」の回答割合が高く

なっていた。 

設問 15 過去１年間に、お子さんを医療機関で受診させた方がよいと思ったが、 

実際には受診させなかったことがありましたか。（SA） 

図表 1-2-4-2 受診抑制の経験 

 

 

  

51.8 

39.5 

53.8 

15.9 

18.9 

16.3 

26.0 

28.7 

24.9 

4.9 

10.3 

3.9 

0.8 

2.4 

0.5 

0.7 

0.2 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

よい どちらかといえばよい 普通 どちらかといえばよくない よくない 無回答

11.3 

17.2 

10.1 

88.0 

82.5 

89.4 

0.8 

0.2 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

あった なかった 無回答

23



（参考）前回調査結果 

 

 

 また、その理由を尋ねた設問に対しては、「自分の健康状態が悪かったため」の回答割合が、全体で

は 2.4%、生活困難層では 8.3%、非生活困難層では 0.3%であった。なお、「新型コロナウイルス感染症

拡大の影響で医療機関への外出を控えたため」の回答割合は、全体で 67.9%であった 11。 

設問 15-1 （受診させなかったことが「あった」と回答した方に）その理由は、何ですか。（MA） 

図表 1-2-4-3 受診させなかった理由 

  

 
  

11 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

9.6 

16.0 

8.4 

89.8 

83.5 

91.4 

0.6 

0.6 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

あった なかった 無効回答（無回答・重複回答）

0.4 

1.3 

20.2 

2.4 

28.9 

8.9 

2.4 

67.9 

4.3 

0.9 

1.4 

1.4

26.4

5.6

31.9

11.1

8.3

65.3

5.6

0.0

0.3 

1.4

21.1

1.7

29.4

8.0

0.3

66.8

3.8

0.7

0% 10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%

公的医療保険に加入しておらず、医療費の

支払いができなかったため

医療費の支払いが不安だったため

子ども本人が受診したがらなかったため

医療機関まで遠かったため

多忙だったため

子どもの体調などで後回しにしていたら受診

の機会を逃したため

自分の健康状態が悪かったため

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で医

療機関への外出を控えたため

どれにもあてはまらない

無回答

全体(n=461)

生活困難層(n=72)

非生活困難層(n=289)
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③日常における意識 

Ａ 自分が神経過敏になっていると感じましたか 

 「自分が神経過敏になっていると感じましたか」と尋ねた設問に対して、「いつも」「たいてい」「と

きどき」と回答した割合を合わせると、全体では 38.0%、生活困難層では 51.9%、非生活困難層では

35.5%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「全くない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 16Ａ 次のそれぞれの質問について、あなたは、過去１か月の間にどのように感じましたか。（SA） 

図表 1-2-4-4 自分が神経過敏になっていると感じた 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

4.1 

9.8 

3.2 

6.8 

9.1 

6.2 

27.1 

33.0 

26.1 

23.3 

18.7 

24.2 

37.6 

28.7 

39.7 

1.2 

0.7 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無回答

3.5 

7.1 

2.3 

7.3 

9.8 

5.9 

30.3 

35.1 

29.6 

23.3 

22.6 

24.0 

34.1 

24.1 

37.3 

1.4 

1.3 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無効回答（無回答・重複回答）

25



Ｂ 絶望的だと感じましたか 

 「絶望的だと感じましたか」と尋ねた設問に対して、「いつも」「たいてい」「ときどき」と回答した

割合を合わせると、全体では 10.1%、生活困難層では 22.6%、非生活困難層では 8.0%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「全くない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 16Ｂ 次のそれぞれの質問について、あなたは、過去１か月の間にどのように感じましたか。（SA） 

図表 1-2-4-5 絶望的だと感じた 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

0.9 

3.3 

0.6 

1.4 

3.3 

0.8 

7.8 

16.0 

6.6 

12.8 

19.6 

12.2 

75.8 

56.7 

79.3 

1.3 

1.0 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無回答

0.8 

2.6 

0.3 

1.5 

3.0 

0.9 

9.0 

18.7 

5.9 

13.3 

19.1 

11.4 

73.8 

54.9 

80.6 

1.5 

1.7 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｃ そわそわしたり、落ちつきなく感じたりしましたか 

 「そわそわしたり、落ちつきなく感じたりしましたか」と尋ねた設問に対して、「いつも」「たいて

い」「ときどき」と回答した割合を合わせると、全体では 15.5%、生活困難層では 26.4%、非生活困難

層では 13.9%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「全くない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 16Ｃ 次のそれぞれの質問について、あなたは、過去１か月の間にどのように感じましたか。（SA） 

図表 1-2-4-6 そわそわしたり、落ちつきなく感じたりした 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

0.8 

2.2 

0.6 

2.1 

5.3 

1.4 

12.6 

18.9 

11.9 

20.7 

24.6 

20.0 

62.6 

48.1 

65.6 

1.4 

1.0 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無回答

0.9 

2.2 

0.5 

1.7 

3.0 

1.1 

12.8 

20.6 

10.7 

22.3 

21.3 

22.7 

60.8 

51.2 

64.1 

1.5 

1.7 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｄ 気分が沈みこんで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか 

 「気分が沈みこんで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか」と尋ねた設問に対して、

「いつも」「たいてい」「ときどき」と回答した割合を合わせると、全体では 21.0%、生活困難層では

34.4%、非生活困難層では 18.2%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「全くない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 16Ｄ 次のそれぞれの質問について、あなたは、過去１か月の間にどのように感じましたか。（SA） 

図表 1-2-4-7 気分が沈みこんで、何が起こっても気が晴れないように感じた 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

  

1.6 

5.0 

1.0 

3.3 

5.7 

2.7 

16.1 

23.7 

14.5 

25.5 

23.7 

26.8 

52.3 

40.7 

54.5 

1.2 

1.2 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無回答

1.4 

3.5 

0.8 

3.3 

5.8 

2.1 

15.8 

26.0 

13.7 

27.3 

24.7 

27.7 

50.6 

38.0 

54.8 

1.6 

2.0 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｅ 何をするのも骨折りと感じましたか 

 「何をするのも骨折りと感じましたか」と尋ねた設問に対して、「いつも」「たいてい」「ときどき」

と回答した割合を合わせると、全体では 17.8%、生活困難層では 27.6%、非生活困難層では 16.3%であ

った。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「全くない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 16Ｅ 次のそれぞれの質問について、あなたは、過去１か月の間にどのように感じましたか。（SA） 

図表 1-2-4-8 何をするのも骨折りと感じた 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

1.4 

4.8 

0.9 

2.8 

4.1 

2.5 

13.6 

18.7 

12.9 

25.0 

25.1 

25.6 

55.8 

45.9 

57.6 

1.4 

1.4 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無回答

1.2 

3.0 

0.7 

3.3 

5.8 

2.3 

13.1 

19.3 

11.6 

28.6 

26.3 

30.0 

52.2 

43.6 

54.5 

1.6 

2.0 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｆ 自分は価値のない人間だと感じましたか 

 「自分は価値のない人間だと感じましたか」と尋ねた設問に対して、「いつも」「たいてい」「ときど

き」と回答した割合を合わせると、全体では 10.6%、生活困難層では 24.4%、非生活困難層では 8.3%

であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「全くない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 16Ｆ 次のそれぞれの質問について、あなたは、過去１か月の間にどのように感じましたか。（SA） 

図表 1-2-4-9 自分は価値のない人間だと感じた 

 

 

（参考）前回調査結果 

  

  

1.5 

5.5 

0.8 

1.9 

5.5 

1.3 

7.2 

13.4 

6.2 

13.3 

13.9 

13.2 

74.9 

60.8 

77.9 

1.3 

1.0 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=369)

非生活困難層(n=2,690)

いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無回答

0.9 

2.8 

0.5 

2.2 

4.5 

1.3 

8.2 

14.8 

6.1 

15.2 

17.8 

14.5 

71.9 

57.9 

76.7 

1.7 

2.2 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない 無効回答（無回答・重複回答）
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 「自分が神経過敏になっていると感じましたか」から「自分は価値のない人間だと感じましたか」

までの６つの項目から回答者のうつ傾向を測る指標（Ｋ６12）を算出したところ、全体では「10～12

点」が 5.8%、「13点以上（重症精神障害相当）」が 5.0%であった。また、生活困難層では「10～12点」

が 10.7%、「13 点以上（重症精神障害相当）」が 13.4%、非生活困難層では「10～12 点」が 5.0%、「13

点以上（重症精神障害相当）」が 3.5%であった 13,14。 

図表 1-2-4-10 うつ傾向指標（Ｋ６）の分布（小学５年生保護者） 

 

 
  

12 厚生労働省「国民生活基礎調査」の用語集によれば、「Ｋ６は米国の Kesslerらによって、うつ病・不安障害などの精

神疾患をスクリーニングすることを目的として開発され、一般住民を対象とした調査で心理的ストレスを含む何らかの

精神的な問題の程度を表す指標として広く利用されている。（中略）合計点数が高いほど、精神的な問題がより重い可能

性があるとされている」。（https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/20-21-yougo_2019.pdf、2021年３月 19日最終閲覧） 
13 「自分が神経過敏になっていると感じましたか」「絶望的だと感じましたか」「そわそわしたり、落ちつきなく感じたり

しましたか」「気分が沈みこんで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか」「何をするのも骨折りだと感じまし

たか」「自分は価値のない人間だと感じましたか」の６項目それぞれについて、「まったくない」を０点、「少しだけ」を

1点、「ときどき」を２点、「たいてい」を３点、「いつも」を４点とし、すべてを足し上げて０から 24点の指標を作成し

た。また、６項目すべてに回答があった票のみを集計している。なお、Ｋ６の作成方法および点数区分については、東京

都健康福祉局（2017）『東京都子供の生活実態調査報告書【小中高校生等調査】』「第５部 子供の健康と自己肯定感」（p.141）

を参照した。 
14 脚注 12で挙げた東京都調査では、５点以上を「心理的ストレス反応相当」、９点以上および 10 点以上を「気分・不安

障害相当」、13 点以上を「重症精神障害相当」とされている。この区分に従って今回調査結果を集計すると、全体では、

５点以上が 33.6%、９点以上が 13.8%、10 点以上が 10.8%であった。また、生活困難層では５点以上が 51.8%、９点以上

が 27.7%、10 点以上が 24.1%、非生活困難層では５点以上が 30.1%、９点以上が 11.3%、10点以上が 8.5%であった。 

66.4 

48.2 

69.9 

22.8 

27.7 

21.6 

5.8 

10.7 

5.0 

5.0 

13.4 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,012)

生活困難層(n=411)

非生活困難層(n=2,817)

0～4点 5～9点 10～12点 13点以上（重症精神障害相当）
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（５）子育ての費用・家計の状況に関すること 

①子どもにかかる生活費や学費 15 

Ａ 塾など、学校外でかかる教育費 

 「塾など、学校外でかかる教育費」の毎月の支出額を尋ねた設問に対して、「０円」の回答割合は、

全体では 17.1%、生活困難層では 32.3%、非生活困難層では 14.9%であった。 

 支出額の平均値は、全体では 22,229 円、生活困難層では 11,784 円、非生活困難層では 23,879 円

であった。また、「０円」の回答を除いた平均値は、全体では 27,620円、生活困難層では 19,506 円、

非生活困難層では 28,515円であった。 

設問 17Ａ この調査票を持ち帰ったお子さんの生活費や学費について、お聞きします。 

次のＡ～Ｃの費用は、毎月いくらくらいかかっていますか。 

おおよその平均的な金額を教えてください。（I） 

図表 1-2-5-1 塾など、学校外でかかる教育費 

 

 

  

15 それぞれの支出に関して、無回答であったものは除いて集計している。「０円」の回答の割合として示した値も、無回

答を除いた上での集計によるものである。 

22,229 

27,620 

11,784 

19,506 

23,879 

28,515 

0円 10000円 20000円 30000円

塾など、学校外でかかる教育費

（無回答除く集計）

「0円」の回答を除いた平均値

全体(n=3,581),「0円」を除く全体(n=2,882)

生活困難層(n=341),「0円」を除く生活困難層(n=206)

非生活困難層(n=2,614),「0円」を除く非生活困難層(n=2,189)
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Ｂ 習い事・スポーツクラブ・クラブ活動費 

 「習い事（スポーツクラブなど以外）」の毎月の支出額を尋ねた設問に対して、「０円」の回答割合

は、全体では 17.0%、生活困難層では 31.1%、非生活困難層では 15.0%であった。 

 支出額の平均値は、全体では 9,846 円、生活困難層では 7,426 円、非生活困難層では 10,291 円で

あった。また、「０円」の回答を除いた平均値は、全体では 12,143円、生活困難層では 11,569円、非

生活困難層では 12,266円であった。 

設問 17Ｂ この調査票を持ち帰ったお子さんの生活費や学費について、お聞きします。 

次のＡ～Ｃの費用は、毎月いくらくらいかかっていますか。 

おおよその平均的な金額を教えてください。（I） 

図表 1-2-5-2 習い事・スポーツクラブ・クラブ活動費 

 

 

Ｃ 携帯・スマートフォンの代金 

 「（このお子さんの）携帯・スマートフォンの代金」の毎月の支出額を尋ねた設問に対して、「０円」

の回答割合は、全体では 29.9%、生活困難層では 33.3%、非生活困難層では 29.8%であった。 

 支出額の平均値は、全体では 1,526円、生活困難層では 2,066円、非生活困難層では 1,444円であ

った。また、「０円」の回答を除いた平均値は、全体では 2,322円、生活困難層では 3,289円、非生活

困難層では 2,152円であった。 

設問 17Ｃ この調査票を持ち帰ったお子さんの生活費や学費について、お聞きします。 

次のＡ～Ｃの費用は、毎月いくらくらいかかっていますか。 

おおよその平均的な金額を教えてください。（I） 

図表 1-2-5-3 携帯・スマートフォンの代金 

  

  

9,846 

12,143 

7,426 

11,569 

10,291 

12,266 

0円 5000円 10000円 15000円

習い事・スポーツクラブ・クラブ活動費

（無回答除く集計）

「0円」の回答を除いた平均値

全体(n=3,680),「0円」を除く全体(n=2,984)

生活困難層(n=363),「0円」を除く生活困難層(n=233)

非生活困難層(n=2,658),「0円」を除く非生活困難層(n=2,230)

1,526 

2,322 

2,066 

3,289 

1,444 

2,152 

0円 1000円 2000円 3000円 4000円

（このお子さんの）携帯・スマートフォンの代金

（無回答除く集計）

「0円」の回答を除いた平均値

全体(n=3,572),「0円」を除く全体(n=2,347)

生活困難層(n=374),「0円」を除く生活困難層(n=235)

非生活困難層(n=2,586),「0円」を除く非生活困難層(n=1,735)
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②公的年金・社会保障給付金等の支給額 

 「児童手当」「児童育成手当」「児童扶養手当」「特別児童扶養手当」「年金」「生活保護費」について、

それぞれ１回あたり受給額を尋ねた。回答の集計結果については、巻末の集計表を参照のこと。 

 

 

③世帯収入 

 世帯の昨年の年間収入（税込）を尋ねた設問 16に対して、「800万円以上」の回答割合は全体で 42.8%

であった。また、200万円未満の回答割合は全体で 3.5%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「800万円以上」の回答割合が高くなっていた。 

設問 19 お子さんと生計を共にしている世帯全員の方の、公的年金と社会保障給付金以外の 

昨年（2019年１月～12月）のおおよその年間収入（税込）はいくらですか。（SA） 

図表 1-2-5-4 世帯収入 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

16 世帯の年間収入は生活困難層を定義するための要素のひとつであるため、200 万円未満の回答割合が必然的に生活困

難層において高くなり、非生活困難層では低くなっている。 

0.5 

4.8 

0.0 

3.0 

25.4 

0.5 

6.4 

26.3 

5.1 

12.6 

23.4 

14.5 

15.1 

11.0 

20.0 

42.8 

9.1 

59.9 

4.8 

0.0 

0.0 

14.8 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=369)

非生活困難層(n=2,690)

収入はない（0円） 1～200万円未満 200～400万円未満

400～600万円未満 600～800万円未満 800万円以上

わからない 無回答

2.8 

17.3 

0.0 

3.5 

20.4 

0.2 

8.7 

27.3 

7.1 

15.4 

21.5 

19.6 

14.0 

8.5 

20.7 

32.7 

5.0 

52.4 

3.8 

0.0 

0.0 

19.1 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

収入はない（0円） 1～200万円未満 200～400万円未満

400～600万円未満 600～800万円未満 800万円以上

わからない 無回答

34



④新型コロナウイルス感染症拡大による収入の変化 

 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言発令の前後で世帯の月間収入が最大でどれく

らい変わったかを尋ねた設問に対して、「減少した」という回答の割合を合わせると、全体では 33.8%、

生活困難層では 57.1%、非生活困難層では 31.5%であった。 

設問 20(新設) 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言発令前と、 

緊急事態宣言発令後を比べて、お子さんと生計を共にしている世帯全員の方の、 

月間収入（税込）の合計は、最大でどれくらい変わりましたか。（SA） 

図表 1-2-5-5 新型コロナウイルス感染症拡大による収入の変化 

 

 

  

1.6 

1.7 

1.9 

55.9 

31.8 

62.6 

15.3 

17.0 

15.9 

12.5 

23.0 

11.6 

3.3 

8.1 

2.5 

1.4 

4.5 

0.9 

0.7 

1.9 

0.4 

0.6 

2.6 

0.2 

4.8 

7.7 

2.7 

3.8 

1.7 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

増加した 変わらなかった １割程度減少した

２～３割程度減少した ４～５割程度減少した ６～７割程度減少した

８～９割程度減少した 10割減少した（ゼロになった） わからない

無回答
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⑤就学援助費の受給 

 就学援助費を受けているかを尋ねた設問に対して、「受けている」の回答割合は、全体では 13.8%、

生活困難層では 52.4%、非生活困難層では 8.2%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、就学援助費を「受けている」の回答割合が低くなって

いた。 

設問 21 あなたのご家庭では、就学援助費を受けていますか。（SA） 

図表 1-2-5-6 就学援助費の受給 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

13.8 

52.4 

8.2 

81.3 

43.3 

89.8 

2.0 

3.3 

1.3 

2.9 

1.0 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

受けている 受けていない わからない 無回答

16.5 

48.2 

9.1 

76.9 

46.9 

88.3 

2.8 

3.7 

2.3 

3.8 

1.1 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

受けている 受けていない わからない 無効回答（無回答・重複回答）
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 また、就学援助費を受けている場合に「就学援助で支給されている額と実際にかかった額とで、差

が大きいものは何の経費ですか」と尋ねた設問に対して 17、「学用品費」との回答割合は、全体では

49.8%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「学用品費」「その他」の回答割合が高く、「移動教室参

加費」が低くなっていた。 

設問 21-1 （就学援助費を「受けている」と回答した方に）就学援助で支給されている額と実際に 

かかった額とで、差が大きいものは何の経費ですか。（MA） 

図表 1-2-5-7 就学援助費と実際の支出との乖離 

（参考）前回調査結果 

  

 

  

17 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

49.8 

10.6 

12.4 

5.1 

19.4 

22.8 

52.5 

11.0

11.4

4.1

22.4

19.2

48.5 

13.2

11.5

5.5

16.6

22.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学用品費

校外授業費

移動教室

参加費

クラブ活動費

その他

無回答

全体(n=566)

生活困難層(n=219)

非生活困難層(n=235)

20.4 

36.3 

8.6 

22.1 

3.5 

11.7 

29.0 

22.7

45.0

11.5

26.5

5.0

10.4

21.5

17.4

28.8

7.6

17.9

1.6

13.0

33.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

給食費

学用品費

校外授業費

移動教室

参加費

クラブ活動費

その他

無効回答

（無回答・

重複回答）

全体(n=548)

生活困難層(n=260)

非生活困難層(n=184)
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 就学援助費を受けていない場合に、受けていない理由を尋ねた設問に対して、全体の回答割合では

「申請しなかった（必要ないと判断した）」が 68.1%、「申請しなかった（必要であるが、申請要件を

満たしていなかった）」が 12.5%であった。 

 生活困難層の回答割合は、「申請しなかった（必要ないと判断した）」が 34.3%、「申請したが、認定

されなかった」が 28.7%であった。また、「申請しなかった（必要であるが、申請要件を満たしていな

かった）」が 22.7%、「申請しなかった（必要であるが、申請の仕方がわからなかった）」が 3.3%であっ

た。非生活困難層の回答割合は、「申請しなかった（必要ないと判断した）」が 71.2%、「申請しなかっ

た（必要であるが、申請要件を満たしていなかった）」が 12.0%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「申請しなかった（必要ないと判断した）」の回答割合

が高くなっていた。 

設問 21-2 （就学援助費を「受けていない」と回答した方に）受けていない理由は、何ですか。（SA） 

図表 1-2-5-8 就学援助費を受けていない理由 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

  

12.5 

22.7 

12.0 

0.5 

3.3 

0.3 

68.1 

34.3 

71.2 

9.5 

28.7 

8.6 

1.8 

2.8 

1.8 

0.5 

2.8 

0.4 

6.9 

5.5 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,331)

生活困難層(n=181)

非生活困難層(n=2,559)

申請しなかった（必要であるが、申請要件を満たしていなかった）

申請しなかった（必要であるが、申請の仕方がわからなかった）

申請しなかった（必要ないと判断した）

申請したが、認定されなかった

就学援助制度を知らなかった

その他

無回答

12.9 

16.2 

12.4 

0.4 

2.0 

0.2 

62.7 

38.3 

67.4 

9.4 

20.2 

7.9 

1.4 

4.3 

1.1 

1.9 

5.5 

1.5 

11.4 

13.4 

9.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,556)

生活困難層(n=253)

非生活困難層(n=1,786)

申請しなかった（必要であるが、申請要件を満たしていなかった）

申請しなかった（必要であるが、申請の仕方がわからなかった）

申請しなかった（必要ないと判断した）

申請したが、認定されなかった

就学援助制度を知らなかった

その他

無効回答（無回答・重複回答）
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（６）子どもとの関わりに関すること 

①子どもとの関わりの場面 

Ａ お子さんの勉強をみる 

 家庭で「お子さんの勉強をみる」ことがどの程度あるかを尋ねた設問に対して、「ほぼ毎日」の回答

割合は、全体では 28.6%、生活困難層では 24.2%、非生活困難層では 30.1%であった。 

 また、「めったにない・理由があってできない」の回答割合は、全体では 8.7%、生活困難層では 16.5%、

非生活困難層では 7.6%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「月に１～２回」「めったにない・理由があってできな

い」の回答割合が高くなっていた。 

設問 22Ａ あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。（SA） 

図表 1-2-6-1 お子さんの勉強をみる 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

28.6 

24.2 

30.1 

18.7 

16.3 

19.3 

28.7 

24.2 

29.0 

13.9 

17.2 

13.4 

8.7 

16.5 

7.6 

1.5 

1.7 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ほぼ毎日 週に３～４回

週に１～２回 月に１～２回

めったにない・理由があってできない 無回答

29.7 

24.1 

31.6 

19.4 

21.3 

19.3 

29.3 

26.2 

30.5 

12.2 

13.5 

12.4 

7.8 

14.5 

5.7 

1.5 

0.4 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ほぼ毎日 週に3～4回

週に1～2回 月に1～2回

めったにない・理由があってできない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｂ お子さんとからだを動かして遊ぶ 

 家庭で「お子さんとからだを動かして遊ぶ」ことがどの程度あるかを尋ねた設問に対して、「ほぼ毎

日」の回答割合は、全体では 3.4%、生活困難層では 4.5%、非生活困難層では 2.9%であった。 

 また、「めったにない・理由があってできない」の回答割合は、全体では 25.8%、生活困難層では

37.8%、非生活困難層では 24.2%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ほぼ毎日」「週に３～４回」「週に１～２回」の回答割

合が高くなっていた。 

設問 22Ｂ あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。（SA） 

図表 1-2-6-2 お子さんとからだを動かして遊ぶ 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

3.4 

4.5 

2.9 

4.2 

4.5 

4.1 

28.6 

21.1 

30.6 

36.2 

29.7 

37.2 

25.8 

37.8 

24.2 

1.9 

2.4 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ほぼ毎日 週に３～４回

週に１～２回 月に１～２回

めったにない・理由があってできない 無回答

2.7 

3.0 

2.3 

3.5 

5.4 

3.1 

26.8 

24.7 

28.1 

36.9 

29.9 

39.9 

28.6 

36.9 

26.2 

1.4 

0.2 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ほぼ毎日 週に3～4回

週に1～2回 月に1～2回

めったにない・理由があってできない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｃ お子さんと学校生活の話をする 

 家庭で「お子さんと学校生活の話をする」ことがどの程度あるかを尋ねた設問に対して、「ほぼ毎

日」の回答割合は、全体では 72.2%、生活困難層では 60.5%、非生活困難層では 74.2%であった。 

 また、「めったにない・理由があってできない」の回答割合は、全体では 0.7%、生活困難層では 2.2%、

非生活困難層では 0.4%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ほぼ毎日」「週に１～２回」の回答割合は低く、「週に

３～４回」の回答割合は高くなっていた。 

設問 22Ｃ あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。（SA） 

図表 1-2-6-3 お子さんと学校生活の話をする 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

  

72.2 

60.5 

74.2 

16.7 

19.6 

16.6 

7.4 

11.7 

6.9 

1.6 

4.5 

1.2 

0.7 

2.2 

0.4 

1.3 

1.4 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ほぼ毎日 週に３～４回

週に１～２回 月に１～２回

めったにない・理由があってできない 無回答

73.6 

68.5 

75.2 

15.2 

16.0 

15.7 

8.0 

11.1 

7.7 

1.3 

3.2 

0.7 

0.8 

0.7 

0.4 

1.1 

0.6 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ほぼ毎日 週に3～4回

週に1～2回 月に1～2回

めったにない・理由があってできない 無効回答（無回答・重複回答）
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②体験活動の状況 18 

Ａ 海水浴に行く 

 家庭で「海水浴に行く」ことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」の回答割合は、全体では 57.4%、

生活困難層では 47.4%、非生活困難層では 59.3%であった。 

 また、「ない（金銭的な理由で）」の回答割合は、全体では 1.9%、生活困難層では 12.4%、非生活困

難層では 0.3%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ある」の回答割合が低く、「ない（その他の理由で）」

の回答割合が高くなっていた。 

設問 23Ａ あなたのご家庭では、お子さんと次のような体験をすることがありますか。（SA） 

図表 1-2-6-4 海水浴に行く 

 

 

（参考）前回調査結果 

  

 

  

18 「海水浴に行く」「博物館・科学館・美術館などに行く」「キャンプやバーベキューに行く」「スポーツ観戦や劇場に行

く」は、生活困難層を定義するための要素のひとつであるため、各項目において「ない（金銭的な理由で）」の回答割合

は必然的に生活困難層において高く、非生活困難層では低くなっている。 

57.4 

47.4 

59.3 

1.9 

12.4 

0.3 

9.4 

10.3 

9.4 

29.4 

28.0 

30.1 

1.9 

1.9 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で）

ない（その他の理由で） 無回答

66.7 

56.4 

71.0 

2.5 

11.3 

0.1 

7.9 

9.3 

7.5 

21.3 

22.1 

20.7 

1.5 

0.9 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で）

ない（その他の理由で） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｂ 博物館・科学館・美術館などに行く 

 家庭で「博物館・科学館・美術館などに行く」ことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」の回答

割合は、全体では 67.6%、生活困難層では 43.5%、非生活困難層では 72.2%であった。 

 また、「ない（金銭的な理由で）」の回答割合は、全体では 2.1%、生活困難層では 13.9%、非生活困

難層では 0.1%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ある」の回答割合が低く、「ない（その他の理由で）」

の回答割合が高くなっていた。また、「ない（金銭的な理由で）」の回答割合は低くなっていた。 

設問 23Ｂ あなたのご家庭では、お子さんと次のような体験をすることがありますか。（SA） 

図表 1-2-6-5 博物館・科学館・美術館などに行く 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

  

67.6 

43.5 

72.2 

2.1 

13.9 

0.1 

7.3 

10.5 

7.0 

21.2 

30.4 

19.9 

1.7 

1.7 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で）

ない（その他の理由で） 無回答

70.6 

50.5 

78.3 

3.4 

16.0 

0.0 

7.3 

8.7 

6.7 

17.0 

23.7 

14.2 

1.7 

1.1 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で）

ない（その他の理由で） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｃ キャンプやバーベキューに行く 

 家庭で「キャンプやバーベキューに行く」ことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」の回答割合

は、全体では 51.6%、生活困難層では 37.6%、非生活困難層では 54.3%であった。 

 また、「ない（金銭的な理由で）」の回答割合は、全体では 2.8%、生活困難層では 19.1%、非生活困

難層では 0.3%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ある」の回答割合が低く、「ない（その他の理由で）」

の回答割合が高くなっていた。また、「ない（金銭的な理由で）」の回答割合は低くなっていた。 

設問 23Ｃ あなたのご家庭では、お子さんと次のような体験をすることがありますか。（SA） 

図表 1-2-6-6 キャンプやバーベキューに行く 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

51.6 

37.6 

54.3 

2.8 

19.1 

0.3 

9.5 

8.1 

9.8 

34.2 

33.3 

34.7 

1.9 

1.9 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で）

ない（その他の理由で） 無回答

53.3 

40.8 

57.7 

4.4 

20.0 

0.4 

10.1 

10.6 

9.9 

30.6 

27.6 

31.2 

1.6 

0.9 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で）

ない（その他の理由で） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｄ スポーツ観戦や劇場に行く 

 家庭で「スポーツ観戦や劇場に行く」ことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」の回答割合は、

全体では 58.6%、生活困難層では 38.0%、非生活困難層では 63.4%であった。 

 また、「ない（金銭的な理由で）」の回答割合は、全体では 3.5%、生活困難層では 20.3%、非生活困

難層では 0.7%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ある」の回答割合が低く、「ない（その他の理由で）」

の回答割合が高くなっていた。また、「ない（金銭的な理由で）」の回答割合は低くなっていた。 

設問 23Ｄ あなたのご家庭では、お子さんと次のような体験をすることがありますか。（SA） 

図表 1-2-6-7 スポーツ観戦や劇場に行く 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

58.6 

38.0 

63.4 

3.5 

20.3 

0.7 

7.6 

8.1 

7.4 

28.3 

30.1 

27.8 

2.0 

3.3 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で）

ない（その他の理由で） 無回答

63.0 

41.4 

70.4 

6.1 

26.0 

1.0 

7.9 

7.8 

8.0 

21.4 

24.1 

19.9 

1.7 

0.7 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない（金銭的な理由で） ない（時間の制約で）

ない（その他の理由で） 無効回答（無回答・重複回答）
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③新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によるお子さんへの影響 

Ａ お子さんの学力が低下した 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によって「お子さんの学力が低下

した」かを尋ねた設問に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割合を合わせると、全体

では 39.7%、生活困難層では 55.2%、非生活困難層では 37.2%であった。 

設問 24Ａ(新設) 大田区においては、３月から５月末まで、新型コロナウイルス感染症拡大を 

防ぐため、公立小学校は臨時休業となりました。これによるお子さんへの影響には 

どのようなものがありましたか。（SA） 

図表 1-2-6-8 お子さんの学力が低下した 

 
 

Ｂ お子さんの体力が低下した 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によって「お子さんの体力が低下

した」かを尋ねた設問に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割合を合わせると、全体

では 73.1%であった 19。 

設問 24Ｂ(新設) 大田区においては、３月から５月末まで、新型コロナウイルス感染症拡大を 

防ぐため、公立小学校は臨時休業となりました。これによるお子さんへの影響には 

どのようなものがありましたか。（SA） 

図表 1-2-6-9 お子さんの体力が低下した 

 
 

  

19 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

13.7 

22.7 

12.5 

26.0 

32.5 

24.7 

28.5 

26.3 

28.8 

19.6 

11.2 

21.7 

9.9 

5.0 

10.8 

2.2 

2.2 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答

32.6 

36.8 

32.6 

40.5 

39.7 

41.5 

11.8 

8.9 

11.1 

9.0 

6.5 

9.7 

4.8 

6.2 

4.5 

1.4 

1.9 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答
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Ｃ お子さんがゲームやスマホをみる時間が増えた 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によって「お子さんがゲームやス

マホをみる時間が増えた」かを尋ねた設問に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割合

を合わせると、全体では 81.6%、生活困難層では 92.3%、非生活困難層では 81.1%であった。 

設問 24Ｃ(新設) 大田区においては、３月から５月末まで、新型コロナウイルス感染症拡大を 

防ぐため、公立小学校は臨時休業となりました。これによるお子さんへの影響には 

どのようなものがありましたか。（SA） 

図表 1-2-6-10 お子さんがゲームやスマホをみる時間が増えた 

 
 

Ｄ お子さんが一人でいる時間が多すぎた 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によって「お子さんが一人でいる

時間が多すぎた」かを尋ねた設問に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割合を合わせ

ると、全体では 35.6%、生活困難層では 46.2%、非生活困難層では 34.8%であった。 

設問 24Ｄ(新設) 大田区においては、３月から５月末まで、新型コロナウイルス感染症拡大を 

防ぐため、公立小学校は臨時休業となりました。これによるお子さんへの影響には 

どのようなものがありましたか。（SA） 

図表 1-2-6-11 お子さんが一人でいる時間が多すぎた 

 
 

  

51.5 

67.2 

49.9 

30.1 

25.1 

31.2 
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5.6 

6.9 

1.9 

7.8 

4.5 

1.9 

4.7 

1.2 

0.7 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答

18.0 

27.3 

17.1 

17.6 

18.9 

17.7 

13.7 
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13.0 

21.1 

18.9 

21.7 

28.4 

19.6 

29.7 

1.4 

1.7 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答
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Ｅ お子さんが落ち込んだ 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によって「お子さんが落ち込ん

だ」かを尋ねた設問に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割合を合わせると、全体で

は 17.4%、生活困難層では 23.2%、非生活困難層では 17.3%であった。 

設問 24Ｅ(新設) 大田区においては、３月から５月末まで、新型コロナウイルス感染症拡大を 

防ぐため、公立小学校は臨時休業となりました。これによるお子さんへの影響には 

どのようなものがありましたか。（SA） 

図表 1-2-6-12 お子さんが落ち込んだ 

 

 

Ｆ お子さんが不安を感じていた 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によって「お子さんが不安を感じ

ていた」かを尋ねた設問に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割合を合わせると、全

体では 27.0%であった 20。 

設問 24Ｆ(新設) 大田区においては、３月から５月末まで、新型コロナウイルス感染症拡大を 

防ぐため、公立小学校は臨時休業となりました。これによるお子さんへの影響には 

どのようなものがありましたか。（SA） 

図表 1-2-6-13 お子さんが不安を感じていた 

 

 

  

20 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
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6.7 
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13.7 

16.5 
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21.5 

22.7 

20.9 

31.9 

26.6 

32.9 

27.8 

26.1 

28.2 

1.4 

1.4 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答
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9.3 
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20.7 

20.8 
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19.9 

21.8 

19.3 

27.4 

24.4 
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25.0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答
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Ｇ お子さんが寂しそうだった 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によって「お子さんが寂しそうだ

った」かを尋ねた設問に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割合を合わせると、全体

では 30.1%、生活困難層では 36.1%、非生活困難層では 30.3%であった。 

設問 24Ｇ(新設) 大田区においては、３月から５月末まで、新型コロナウイルス感染症拡大を 

防ぐため、公立小学校は臨時休業となりました。これによるお子さんへの影響には 

どのようなものがありましたか。（SA） 

図表 1-2-6-14 お子さんが寂しそうだった 

 

 

Ｈ お子さんがイライラしていた 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によって「お子さんがイライラし

ていた」かを尋ねた設問に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割合を合わせると、全

体では 30.7%、生活困難層では 35.4%、非生活困難層では 30.3%であった。 

設問 24Ｈ(新設) 大田区においては、３月から５月末まで、新型コロナウイルス感染症拡大を 

防ぐため、公立小学校は臨時休業となりました。これによるお子さんへの影響には 

どのようなものがありましたか。（SA） 

図表 1-2-6-15 お子さんがイライラしていた 

 

 

  

7.5 

11.7 

7.1 

22.6 

24.4 

23.2 

17.6 

20.1 

16.3 

26.8 

23.0 

27.9 

24.2 

19.9 

24.7 
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1.0 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答
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13.9 

8.6 

21.7 

21.5 
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19.5 

26.6 

20.1 
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21.2 

21.8 

21.4 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答
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Ｉ お子さんと過ごす時間が増えた 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によって「お子さんと過ごす時間

が増えた」かを尋ねた設問に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割合を合わせると、

全体では 78.9%、生活困難層では 69.2%、非生活困難層では 80.9%であった。 

設問 24Ｉ(新設) 大田区においては、３月から５月末まで、新型コロナウイルス感染症拡大を 

防ぐため、公立小学校は臨時休業となりました。これによるお子さんへの影響には 

どのようなものがありましたか。（SA） 

図表 1-2-6-16 お子さんと過ごす時間が増えた 

 
 

Ｊ お子さんと話す時間が増えた 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によって「お子さんと話す時間が

増えた」かを尋ねた設問に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割合を合わせると、全

体では 71.1%、生活困難層では 63.8%、非生活困難層では 72.4%であった。 

設問 24Ｊ(新設) 大田区においては、３月から５月末まで、新型コロナウイルス感染症拡大を 

防ぐため、公立小学校は臨時休業となりました。これによるお子さんへの影響には 

どのようなものがありましたか。（SA） 

図表 1-2-6-17 お子さんと話す時間が増えた 
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46.2 
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29.7 

23.0 
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全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答
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Ｋ お子さんに手をあげたり、きつくしかったりした 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によって「お子さんに手をあげた

り、きつくしかったりした」かを尋ねた設問に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割

合を合わせると、全体では 13.3%、生活困難層では 17.3%、非生活困難層では 13.2%であった。 

設問 24Ｋ(新設) 大田区においては、３月から５月末まで、新型コロナウイルス感染症拡大を 

防ぐため、公立小学校は臨時休業となりました。これによるお子さんへの影響には 

どのようなものがありましたか。（SA） 

図表 1-2-6-18 お子さんに手をあげたり、きつくしかったりした 

 

 

Ｌ 家庭内でのストレスが高まった 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によって「家庭内でのストレスが

高まった」かを尋ねた設問に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割合を合わせると、

全体では 37.7%、生活困難層では 40.7%、非生活困難層では 39.1%であった。 

設問 24Ｌ(新設) 大田区においては、３月から５月末まで、新型コロナウイルス感染症拡大を 

防ぐため、公立小学校は臨時休業となりました。これによるお子さんへの影響には 

どのようなものがありましたか。（SA） 

図表 1-2-6-19 家庭内でのストレスが高まった 
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生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答
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Ｍ 家庭内で暴力が増えた 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業によって「家庭内で暴力が増え

た」かを尋ねた設問に対して、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した割合を合わせると、全体で

は 2.9%、生活困難層では 2.4%、非生活困難層では 2.8%であった。また、「全くそう思わない」の回答

割合は、全体では 72.7%、生活困難層では 68.7%、非生活困難層では 74.3%であった。 

設問 24Ｍ(新設) 大田区においては、３月から５月末まで、新型コロナウイルス感染症拡大を 

防ぐため、公立小学校は臨時休業となりました。これによるお子さんへの影響には 

どのようなものがありましたか。（SA） 

図表 1-2-6-20 家庭内で暴力が増えた 
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生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答
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（７）生活の様子に関すること 

①現在の暮らしの状況に関する認識 

 「現在の暮らしの状況を総合的にみて、どう感じていますか」という設問に対して、「大変苦しい」

と「やや苦しい」を合わせた回答割合は、全体では 29.0%、生活困難層では 73.5%、非生活困難層では

21.9%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「大変苦しい」「やや苦しい」の回答割合が低くなって

いた。 

設問 25 現在の暮らしの状況を総合的にみて、どう感じていますか。（SA） 

図表 1-2-7-1 暮らし向きに対する認識 

 

 

（参考）前回調査結果 
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26.1 
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16.0 

3.0 
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全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

大変苦しい やや苦しい 普通 ややゆとりがある

大変ゆとりがある 無回答
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37.1 

2.9 

27.5 

42.9 

24.2 

45.9 

16.5 

52.6 

12.5 

2.8 

16.6 

2.5 

0.2 

3.2 

1.5 

0.6 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

大変苦しい やや苦しい 普通

ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無効回答（無回答・重複回答）
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②家計の状況 

 家計の状況について尋ねた設問に対して、「赤字であり、借金をして生活している」と「赤字であ

り、貯蓄を取り崩している」を合わせた回答割合は、全体では 13.4%、生活困難層では 44.7%、非生活

困難層では 8.6%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「黒字であるが、貯蓄はしていない」「黒字であり、毎

月貯蓄をしている」の回答割合が高くなっていた。 

設問 26 ご家庭の家計について、もっとも近いものをお答えください。（SA） 

図表 1-2-7-2 家計の状況 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 
  

4.0 

21.5 

1.3 

9.4 

23.2 

7.3 

32.2 

43.1 

30.3 

12.4 

4.5 

13.9 

37.5 

5.0 

45.0 
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1.7 

1.1 

3.5 

1.0 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

赤字であり、借金をして生活している 赤字であり、貯蓄を取り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている その他

無回答

5.3 

18.9 

1.8 

13.0 

31.0 

8.2 

36.3 

36.5 

36.3 

9.5 

4.1 

11.4 

30.6 

6.9 

39.8 

1.9 

2.0 

1.5 

3.5 

0.6 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

赤字であり、借金をして生活している 赤字であり、貯蓄を取り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである 黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている その他

無効回答（無回答・重複回答）
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③食料が買えなかった経験 21 

 「過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買えないことがありましたか」と

いう設問について、「よくあった」「ときどきあった」という回答の割合を合わせると、全体では 2.8%、

生活困難層では 20.1%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「まったくなかった」の回答割合が高くなっていた。 

設問 27 あなたのご家庭では、過去１年の間に、お金が足りなくて、 

家族が必要とする食料が買えないことがありましたか。（SA） 

図表 1-2-7-3 食料が買えなかった経験の有無 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

21 食料が買えなかった経験は、生活困難層を定義するための要素のひとつであるため、「よくあった」「ときどきあった」

の回答割合は、必然的に生活困難層において高くなり、非生活困難層では０％になっている。 

0.7 

4.5 

0.0 

2.1 

15.6 

0.0 

4.4 

17.7 

2.2 

91.8 

61.7 

97.5 

0.9 

0.5 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

1.4 

6.7 

0.0 

4.3 

20.2 

0.0 

8.0 

22.6 

4.2 

84.9 

50.3 

95.7 

1.4 

0.2 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

よくあった ときどきあった まれにあった

まったくなかった 無効回答（無回答・重複回答）
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④衣類が買えなかった経験 22 

 「過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣類が買えないことがありましたか」と

いう設問について、「よくあった」「ときどきあった」という回答の割合を合わせると、全体では 3.2%、

生活困難層では 23.7%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「まったくなかった」の回答割合が高くなっていた。 

設問 28 あなたのご家庭では、過去１年の間に、お金が足りなくて、 

家族が必要とする衣類が買えないことがありましたか。（SA） 

図表 1-2-7-4 衣類が買えなかった経験の有無 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 
  

22 衣類が買えなかった経験は、生活困難層を定義するための要素のひとつであるため、「よくあった」「ときどきあった」

の回答割合は、必然的に生活困難層において高くなり、非生活困難層では０％になっている。 

1.2 

9.6 

0.0 

2.0 

14.1 

0.0 

6.9 

27.5 

3.8 

88.7 

47.8 

95.9 

1.1 

1.0 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

2.3 

10.6 

0.0 

5.0 

23.6 

0.0 

9.5 

23.0 

5.9 

81.6 

42.3 

93.7 

1.7 

0.6 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

よくあった ときどきあった まれにあった

まったくなかった 無効回答（無回答・重複回答）
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⑤公共料金等不払いの経験 23 

Ａ 電話料金 

 公共料金等の不払いの経験を尋ねた設問に対して、過去１年間に、経済的な理由により「電話料金」

が払えなかったことが「あった」という回答割合は、全体では 2.1%、生活困難層では 16.5%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「あった」の回答割合が低くなっていた。 

設問 29Ａ あなたのご家庭では、過去１年の間に、経済的な理由のために 

以下のＡ～Ｇを支払えないことがありましたか。（SA） 

図表 1-2-7-5 電話料金 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

23 「電話料金」「電気料金」「ガス料金」「水道料金」「家賃」については、生活困難層を定義するための要素のひとつとし

て、それぞれ「あった」の回答割合は、必然的に生活困難層において高く、非生活困難層では０％になっている。 

2.1 

16.5 

0.0 

88.8 

76.3 

92.1 

7.5 

6.2 

7.5 

1.6 

1.0 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

あった なかった 該当しない(払う必要がない) 無回答

3.7 

17.6 

0.0 

90.1 

78.7 

95.0 

4.0 

2.4 

4.5 

2.1 

1.3 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

あった なかった 該当しない（払う必要がない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｂ 電気料金 

 公共料金等の不払いの経験を尋ねた設問に対して、過去１年間に、経済的な理由により「電気料金」

が払えなかったことが「あった」という回答割合は、全体では 2.0%、生活困難層では 14.8%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「あった」の回答割合が低くなっていた。 

設問 29Ｂ あなたのご家庭では、過去１年の間に、経済的な理由のために 

以下のＡ～Ｇを支払えないことがありましたか。（SA） 

図表 1-2-7-6 電気料金 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

2.0 

14.8 

0.0 

88.9 

77.3 

92.0 

7.6 

6.2 

7.6 

1.6 

1.7 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

あった なかった 該当しない(払う必要がない) 無回答

3.1 

14.5 

0.0 

90.3 

79.6 

94.9 

4.3 

3.5 

4.6 

2.3 

2.4 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

あった なかった 該当しない（払う必要がない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｃ ガス料金 

 公共料金等の不払いの経験を尋ねた設問に対して、過去１年間に、経済的な理由により「ガス料金」

が払えなかったことが「あった」という回答割合は、全体では 1.9%、生活困難層では 13.6%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「あった」の回答割合が低くなっていた。 

設問 29Ｃ あなたのご家庭では、過去１年の間に、経済的な理由のために 

以下のＡ～Ｇを支払えないことがありましたか。（SA） 

図表 1-2-7-7 ガス料金 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

1.9 

13.6 

0.0 

87.6 

78.5 

90.5 

8.9 

6.5 

9.1 

1.6 

1.4 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

あった なかった 該当しない(払う必要がない) 無回答

2.9 

13.4 

0.0 

89.1 

79.4 

93.4 

5.6 

4.5 

6.1 

2.4 

2.8 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

あった なかった 該当しない（払う必要がない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｄ 水道料金 

 公共料金等の不払いの経験を尋ねた設問に対して、過去１年間に、経済的な理由により「水道料金」

が払えなかったことが「あった」という回答割合は、全体では 2.1%、生活困難層では 16.0%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「あった」の回答割合が低くなっていた。 

設問 29Ｄ あなたのご家庭では、過去１年の間に、経済的な理由のために 

以下のＡ～Ｇを支払えないことがありましたか。（SA） 

図表 1-2-7-8 水道料金 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

2.1 

16.0 

0.0 

88.6 

76.1 

91.9 

7.6 

6.2 

7.6 

1.6 

1.7 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

あった なかった 該当しない(払う必要がない) 無回答

2.8 

13.5 

0.0 

90.4 

79.8 

94.8 

4.5 

4.1 

4.7 

2.3 

2.6 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

あった なかった 該当しない（払う必要がない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｅ 家賃 

 公共料金等の不払いの経験を尋ねた設問に対して、過去１年間に、経済的な理由により「家賃」が

払えなかったことが「あった」という回答割合は、全体では 1.9%、生活困難層では 13.2%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「あった」の回答割合が低くなっていた。 

設問 29Ｅ あなたのご家庭では、過去１年の間に、経済的な理由のために 

以下のＡ～Ｇを支払えないことがありましたか。（SA） 

図表 1-2-7-9 家賃 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

1.9 

13.2 

0.0 

68.1 

63.6 

68.7 

27.5 

19.9 

30.1 

2.6 

3.3 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

あった なかった 該当しない(払う必要がない) 無回答

2.6 

11.7 

0.0 

69.7 

66.0 

71.3 

24.4 

18.0 

27.2 

3.4 

4.3 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

あった なかった 該当しない（払う必要がない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｆ 住宅ローン 

 公共料金等の不払いの経験を尋ねた設問に対して、過去１年間に、経済的な理由により「住宅ロー

ン」が払えなかったことが「あった」という回答割合は、全体では 0.9%、生活困難層では 4.5%、非生

活困難層では 0.2%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「あった」の回答割合が低くなっていた。 

設問 29Ｆ あなたのご家庭では、過去１年の間に、経済的な理由のために 

以下のＡ～Ｇを支払えないことがありましたか。（SA） 

図表 1-2-7-10 住宅ローン 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

0.9 

4.5 

0.2 

67.4 

44.0 

72.6 

28.9 

45.9 

26.3 

2.8 

5.5 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

あった なかった 該当しない(払う必要がない) 無回答

1.3 

4.8 

0.2 

66.3 

50.8 

72.4 

28.7 

38.8 

26.1 

3.7 

5.6 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

あった なかった 該当しない（払う必要がない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｇ その他の債務 

 公共料金等の不払いの経験を尋ねた設問に対して、過去１年間に、経済的な理由により「その他の

債務」が払えなかったことが「あった」という回答割合は、全体では 3.2%、生活困難層では 17.5%、

非生活困難層では 0.7%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「あった」の回答割合が低くなっていた。 

設問 29Ｇ あなたのご家庭では、過去１年の間に、経済的な理由のために 

以下のＡ～Ｇを支払えないことがありましたか。（SA） 

図表 1-2-7-11 その他の債務 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

  

3.2 

17.5 

0.7 

56.5 

39.0 

59.6 

36.5 

36.4 

37.9 

3.8 

7.2 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

あった なかった 該当しない(払う必要がない) 無回答

4.6 

18.0 

1.2 

56.5 

43.8 

61.2 

34.2 

31.9 

35.7 

4.6 

6.3 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

あった なかった 該当しない（払う必要がない） 無効回答（無回答・重複回答）
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 上記のような公共料金等について過去１年間に経済的な理由で支払えないことがあったと回答し

た方に、その理由を尋ねた設問に対して、「新型コロナウイルス感染症拡大に伴う収入減少によるも

の」という回答割合は、全体で 39.9%であった 24。 

設問 29-1(新設) 上記のような料金等が支払えないことがあったのは、 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う収入減少によるものですか。（SA） 

図表 1-2-7-12 公共料金等不払いの理由 

 

 

⑥新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による家計の変化 

Ａ 食費 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による家計の変化のうち、「食費」

の増減について尋ねたところ、「とても増えた」と「少し増えた」という回答を合わせた割合は、全体

では 90.2%であった。また、「とても増えた」という回答の割合は、生活困難層では 74.4%、非生活困

難層では 57.7%であった。 

設問 30Ａ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による 

あなたのご家庭の家計の状況として、次のようなものは増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-2-7-13 食費 

 

 

  

24 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

39.9 

36.5 

41.7 

50.0 

54.1 

58.3 

10.1 

9.5 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=228)

生活困難層(n=148)

非生活困難層(n=24)

新型コロナウイルス感染症拡大による収入減少によるもの

それ以外の理由によるもの

無回答

59.4 

74.4 

57.7 

30.8 

18.2 

33.2 

6.3 

4.5 

6.3 

1.4 

1.9 

1.6 

0.1 

0.2 

0.2 

0.1 

0.0 

0.0 

1.9 

0.7 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもない 無回答
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Ｂ 水道光熱費 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による家計の変化のうち、「水道

光熱費」の増減を尋ねたところ、「とても増えた」と「少し増えた」という回答を合わせた割合は、全

体では 86.1%であった。また、「とても増えた」という回答の割合は、生活困難層では 54.8%、非生活

困難層では 37.7%であった。 

設問 30Ｂ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による 

あなたのご家庭の家計の状況として、次のようなものは増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-2-7-14 水道光熱費 

 

 

Ｃ 通信費 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による家計の変化のうち、「通信

費」の増減を尋ねたところ、「とても増えた」と「少し増えた」という回答を合わせた割合は、全体で

は 36.3%、生活困難層では 48.3%、非生活困難層では 33.7%であった。 

設問 30Ｃ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による 

あなたのご家庭の家計の状況として、次のようなものは増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-2-7-15 通信費 

 
 

 

  

39.6 

54.8 

37.7 

46.5 

32.1 

49.7 

11.4 

12.0 

11.2 

0.2 

0.2 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.0 

0.1 

2.1 

1.0 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもない 無回答

13.7 

25.1 

11.3 

22.6 

23.2 

22.4 

59.9 

48.6 

63.6 

0.7 

1.0 

0.7 

0.1 

0.0 

0.2 

0.2 

0.0 

0.2 

2.7 

2.2 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもない 無回答
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Ｄ 日用品費（衛生用品含む） 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による家計の変化のうち、「日用

品費（衛生用品含む）」の増減を尋ねたところ、「とても増えた」と「少し増えた」という回答を合わ

せた割合は、全体では 75.9%であった。また、「とても増えた」という回答の割合は、生活困難層では

44.3%、非生活困難層では 27.1%であった。 

設問 30Ｄ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による 

あなたのご家庭の家計の状況として、次のようなものは増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-2-7-16 日用品費（衛生用品含む） 

 

 

Ｅ 子どもの教材費（オンライン教材含む） 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による家計の変化のうち、「子ど

もの教材費（オンライン教材含む）」の増減を尋ねたところ、「とても増えた」と「少し増えた」とい

う回答を合わせた割合は、全体では 24.1%であった。また、「とても増えた」という回答の割合は、生

活困難層では 16.3%、非生活困難層では 10.5%であった。 

設問 30Ｅ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による 

あなたのご家庭の家計の状況として、次のようなものは増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-2-7-17 子どもの教材費（オンライン教材含む） 

 

 

  

29.5 

44.3 

27.1 

46.4 

39.2 

49.1 

21.1 

14.1 

22.0 

0.4 

1.0 

0.4 

0.0 

0.0 

0.1 

0.1 

0.0 

0.0 

2.3 

1.4 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもない 無回答

11.0 

16.3 

10.5 

23.1 

20.6 

23.7 

58.4 

52.4 

60.5 

1.6 

0.5 

1.9 

0.5 

0.7 

0.4 

3.0 

8.6 

1.7 

2.4 

1.0 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもない 無回答
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Ｆ 子どもの遊具費 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による家計の変化のうち、「子ど

もの遊具費」の増減を尋ねたところ、「とても増えた」と「少し増えた」という回答を合わせた割合

は、全体では 38.1%であった。また、「とても増えた」という回答の割合は、生活困難層では 12.7%、

非生活困難層では 6.6%であった。 

設問 30Ｆ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による 

あなたのご家庭の家計の状況として、次のようなものは増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-2-7-18 子どもの遊具費 

 

 

Ｇ 娯楽費 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による家計の変化のうち、「娯楽

費」の増減を尋ねたところ、「とても増えた」と「少し増えた」という回答を合わせた割合は、全体で

は 19.4%、生活困難層では 27.0%、非生活困難層では 18.0%であった。 

設問 30Ｇ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による 

あなたのご家庭の家計の状況として、次のようなものは増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-2-7-19 娯楽費 

 

 

  

7.4 

12.7 

6.6 

30.7 

26.6 

31.2 

55.0 

50.2 

57.4 

1.6 

2.2 

1.5 

1.0 

1.9 

0.8 

1.9 

4.8 

1.3 

2.4 

1.7 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもない 無回答

4.4 

9.1 

3.5 

15.0 

17.9 

14.5 

35.6 

41.4 

34.5 

20.8 

11.2 

22.8 

19.7 

12.7 

22.4 

1.9 

5.3 

1.1 

2.6 

2.4 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもない 無回答
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Ｈ 赤字 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による家計の変化のうち、「赤字」

の増減を尋ねたところ、「とても増えた」と「少し増えた」という回答を合わせた割合は、全体では

18.2%、生活困難層では 50.8%、非生活困難層では 13.1%であった。 

設問 30Ｈ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による 

あなたのご家庭の家計の状況として、次のようなものは増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-2-7-20 赤字 

 

 

Ｉ 借金 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による家計の変化のうち、「借金」

の増減を尋ねたところ、「とても増えた」と「少し増えた」という回答を合わせた割合は、全体では

4.0%、生活困難層では 20.3%、非生活困難層では 1.2%であった。 

設問 30Ｉ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のための公立小学校臨時休業による 

あなたのご家庭の家計の状況として、次のようなものは増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-2-7-21 借金 

 

  

6.1 

25.4 

3.1 

12.1 

25.4 

10.0 

28.4 

28.5 

28.4 

1.3 

1.2 

1.5 

0.6 

0.5 

0.7 

48.2 

16.5 

54.5 

3.4 

2.6 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもない 無回答

1.8 

10.3 

0.3 

2.2 

10.0 

0.9 

30.8 

34.0 

31.6 

0.6 

1.0 

0.5 

0.2 

0.0 

0.2 

61.2 

42.3 

64.9 

3.3 

2.4 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもない 無回答
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⑥子どもに関する消費 25 

Ａ 毎月おこづかいを渡す 

 子どもに「毎月のおこづかいを渡す」ことについて、「経済的にできない」と回答した割合は、全体

では 3.4%、生活困難層では 24.4%、非生活困難層では 0.3%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「経済的にできない」の回答割合が低くなっていた。 

設問 31Ａ あなたのご家庭では、お子さんに次のことをしていますか。（SA） 

図表 1-2-7-22 毎月おこづかいを渡す 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

25 「毎月おこづかいを渡す」「毎年新しい洋服・靴を買う」「習い事（音楽・スポーツ・習字など）に通わせる」「学習塾

に通わせる」「１年に１回程度家族旅行に行く」「クリスマスのプレゼントをあげる」「正月のお年玉をあげる」について

は、生活困難層を定義するための構成要素であるため、各項目において「経済的にできない」の回答割合が必然的に生活

困難層において高く、非生活困難層では低くなっている。 

40.1 

34.7 

41.7 

54.2 

40.0 

56.8 

3.4 

24.4 

0.3 

2.2 

1.0 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

している したくない(方針でしない) 経済的にできない 無回答

42.0 

40.1 

44.0 

51.2 

38.4 

54.7 

4.6 

20.6 

0.3 

2.2 

0.9 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

している したくない（方針でしない） 経済的にできない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｂ 毎年新しい洋服・靴を買う 

 子どもに「毎年新しい洋服・靴を買う」ことについて、「経済的にできない」と回答した割合は、全

体では 2.3%、生活困難層では 14.6%、非生活困難層では 0.4%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「経済的にできない」の回答割合が低くなっていた。 

設問 31Ｂ あなたのご家庭では、お子さんに次のことをしていますか。（SA） 

図表 1-2-7-23 毎年新しい洋服・靴を買う 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

90.9 

79.9 

93.4 

5.2 

5.5 

5.3 

2.3 

14.6 

0.4 

1.5 

0.0 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

している したくない(方針でしない) 経済的にできない 無回答

89.7 

82.4 

93.7 

5.3 

2.4 

5.8 

3.5 

14.8 

0.2 

1.5 

0.4 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

している したくない（方針でしない） 経済的にできない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｃ 習い事(音楽、スポーツ、習字等)に通わせる 

 子どもに「習い事(音楽、スポーツ、習字等)に通わせる」ことについて、「経済的にできない」と回

答した割合は、全体では 5.2%、生活困難層では 28.2%、非生活困難層では 1.4%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「経済的にできない」の回答割合が低くなっていた。 

設問 31Ｃ あなたのご家庭では、お子さんに次のことをしていますか。（SA） 

図表 1-2-7-24 習い事(音楽、スポーツ、習字等)に通わせる 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

83.0 

62.9 

88.0 

9.5 

7.7 

9.3 

5.2 

28.2 

1.4 

2.4 

1.2 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

している したくない(方針でしない) 経済的にできない 無回答

83.4 

69.4 

89.0 

7.8 

6.9 

8.0 

6.3 

22.6 

1.7 

2.5 

1.1 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

している したくない（方針でしない） 経済的にできない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｄ 学習塾に通わせる 

 子どもに「学習塾に通わせる」ことについて、「経済的にできない」と回答した割合は、全体では

9.4%、生活困難層では 45.5%、非生活困難層では 3.9%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「経済的にできない」の回答割合が低くなっていた。 

設問 31Ｄ あなたのご家庭では、お子さんに次のことをしていますか。（SA） 

図表 1-2-7-25 学習塾に通わせる 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

Ｅ お誕生日のお祝いをする 

 子どもに「お誕生日のお祝いをする」ことについて、「経済的にできない」と回答した割合は、全体

では 0.3%、生活困難層では 2.2%、非生活困難層では 0.0%であった。 

設問 31Ｅ あなたのご家庭では、お子さんに次のことをしていますか。（SA） 

図表 1-2-7-26 お誕生日のお祝いをする 

 

 

  

55.3 

34.7 

60.2 

32.0 

18.7 

33.7 

9.4 

45.5 

3.9 

3.3 

1.2 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

している したくない(方針でしない) 経済的にできない 無回答

54.8 

36.4 

61.0 

28.2 

16.9 

31.1 

13.6 

44.9 

5.5 

3.4 

1.9 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

している したくない（方針でしない） 経済的にできない 無効回答（無回答・重複回答）

97.9 

96.9 

99.1 

0.3 

0.7 

0.2 

0.3 

2.2 

0.0 

1.5 

0.2 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

している したくない(方針でしない) 経済的にできない 無回答
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Ｆ １年に１回程度家族旅行に行く 

 子どもと「１年に１回程度家族旅行に行く」ことについて、「経済的にできない」と回答した割合

は、全体では 11.3%、生活困難層では 52.9%、非生活困難層では 5.1%であった。 

設問 31Ｆ あなたのご家庭では、お子さんに次のことをしていますか。（SA） 

図表 1-2-7-27 １年に１回程度家族旅行に行く 

 

 

Ｇ クリスマスのプレゼントをあげる 

 子どもに「クリスマスのプレゼントをあげる」ことについて尋ねた設問に対して、「経済的にできな

い」の回答割合は、全体では 0.8%、生活困難層では 6.2%、非生活困難層では 0.0%であった。 

設問 31Ｇ あなたのご家庭では、お子さんに次のことをしていますか。（SA） 

図表 1-2-7-28 クリスマスのプレゼントをあげる 

 

 

  

79.7 

41.4 

87.3 

6.2 

4.5 

5.9 

11.3 

52.9 

5.1 

2.8 

1.2 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

している したくない(方針でしない) 経済的にできない 無回答

96.4 

91.9 

98.0 

1.3 

1.9 

1.2 

0.8 

6.2 

0.0 

1.5 

0.0 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

している したくない(方針でしない) 経済的にできない 無回答
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Ｈ 正月のお年玉をあげる 

 子どもに「正月のお年玉をあげる」ことについて、「経済的にできない」と回答した割合は、全体で

は 1.8%、生活困難層では 12.4%、非生活困難層では 0.1%であった。 

設問 31Ｈ あなたのご家庭では、お子さんに次のことをしていますか。（SA） 

図表 1-2-7-29 正月のお年玉をあげる 

 

 

Ｉ 子どもの学校行事などに親が参加する 

 「子どもの学校行事などに親が参加する」ことについて、「経済的にできない」と回答した割合は、

全体では 0.5%、生活困難層では 3.3%、非生活困難層では 0.0%であった。 

設問 31Ｉ あなたのご家庭では、お子さんに次のことをしていますか。（SA） 

図表 1-2-7-30 子どもの学校行事などに親が参加する 

 

 

  

84.9 

75.6 

87.0 

11.6 

11.7 

12.0 

1.8 

12.4 

0.1 

1.6 

0.2 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

している したくない(方針でしない) 経済的にできない 無回答

96.8 

93.3 

98.6 

1.2 

3.3 

0.6 

0.5 

3.3 

0.0 

1.6 

0.0 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

している したくない(方針でしない) 経済的にできない 無回答
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⑦物質的剥奪の状況 26 

 経済的理由のために世帯にないものを尋ねた設問に対して、「あてはまるものはない」の回答割合

は、全体では 69.2%、生活困難層では 25.1%、非生活困難層では 78.3%であった。 

 なお、生活困難層での回答割合は、「急な出費のための貯金（５万円以上）」が 44.3%であったほか、

「オンラインでの学習に使えるパソコン・タブレット」が 38.0%、「スマートフォン」が 24.4%、「子ど

もが自宅で宿題をすることができる場所」が 23.0%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「急な出費のための貯金（５万円以上）」の回答割合が

低く、「あてはまるものはない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 32 次のうち、経済的理由のためにあなたの世帯にないものはありますか。（MA） 

図表 1-2-7-31 経済的理由のために世帯にないもの 

（参考）前回調査結果 

  

 

 

  

26 「子どもの年齢に合った本」「子ども用のスポーツ用品・おもちゃ」「子どもが自宅で宿題をすることができる場所」に

ついては、生活困難層を定義するための要素のひとつとして、各項目において回答割合が必然的に生活困難層において高

く、非生活困難層では低くなっている。 

3.6 

1.3 

4.1 

0.2 

0.4 

0.4 

0.4 

0.5 

0.3 

1.1 

0.3 

3.9 

12.6 

65.7 

17.3 

13.4

5.6

16.7

0.4

0.7

0.9

1.1

1.3

0.6

3.3

0.4

13.9

44.3

35.4

8.2

0.5

0.0

0.8

0.0

0.1

0.1

0.1

0.2

0.1

0.2

0.1

1.2

4.2

75.4

18.0

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの年齢に合った本

子ども用の

スポーツ用品・おもちゃ

子どもが自宅で宿題を

することができる場所

洗濯機

炊飯器

掃除機

暖房機器

冷房機器

電子レンジ

電話（固定電話・

携帯電話を含む）

世帯専用のおふろ

世帯人数分の

ベッドまたは布団

急な出費のための

貯金（５万円以上）

あてはまるものはない

無効回答（無回答

・重複回答）

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

3.2 

1.8 

2.2 

4.5 

10.2 

6.1 

9.0 

69.2 

11.2 

21.1 

11.0

11.2

23.0

38.0

24.4

44.3

25.1

2.4

0.7 

0.1

0.6

1.7

5.5

3.1

3.6

78.3

10.7

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの年齢に合った本

子ども用の

スポーツ用品・おもちゃ

子ども用の自転車

子どもが自宅で宿題を

することができる場所

オンラインでの

学習に使える

パソコン・タブレット

スマートフォン

急な出費のための貯金

（５万円以上）

あてはまるものはない

無回答

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)
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⑧近所づきあい 

 「あなたは、近所づきあいをどの程度していますか」という設問について、「いつでも気軽に頼んだ

り、相談できる人がいる」と「いざというときは頼んだり、相談できる人がいる」を合わせた回答割

合は、全体では 41.5%、生活困難層では 29.6%、非生活困難層では 44.8%であった。 

設問 33(新設) あなたは、近所づきあいをどの程度していますか。（SA） 

図表 1-2-7-32 近所づきあい 

 

  

16.6 

8.1 

18.7 

24.9 

21.5 

26.1 

21.4 

17.0 

22.1 

26.3 

32.5 

25.3 

2.8 

6.7 

2.1 

2.7 

6.2 

1.9 

0.1 

0.2 

0.1 

5.2 

7.7 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

いつでも気軽に頼んだり、相談できる人がいる いざというときは頼んだり、相談できる人がいる

顔をあわせれば雑談などをする人がいる 挨拶する程度のつきあいの人がいる

顔は知っているが話したことがない ほとんど顔も知らない

その他 無回答
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⑨相談相手の有無 

 「本当に困ったときや悩みがあるとき、相談できる人（家族、友人、親戚、同僚など）がいますか」

という設問に対して、「いない」と回答した割合は、全体では 3.9%、生活困難層では 12.4%、非生活困

難層では 2.4%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「いない」の回答割合が低くなっていた。 

設問 34 あなたは、本当に困ったときや悩みがあるとき、相談できる人 

（家族、友人、親戚、同僚など）がいますか。（SA） 

図表 1-2-7-33 相談相手の有無 

  

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

93.8 

85.2 

96.2 

3.9 

12.4 

2.4 

2.3 

2.4 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

いる いない 無回答

92.1 

84.8 

95.2 

5.7 

13.4 

4.0 

2.3 

1.9 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

いる いない 無効回答（無回答・重複回答）
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⑩事柄別の頼れる人の有無 

Ａ 子どもの世話や看病 

 「子どもの世話や看病」で頼れる人がいるかを尋ねた設問に対して、「いない」と回答した割合は、

全体では 9.7%、生活困難層では 17.0%、非生活困難層では 8.2%であった。 

設問 35Ａ あなたは、次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。（SA） 

図表 1-2-7-34 子どもの世話や看病 

 

 

Ｂ （子ども以外の）介護や看病 

 「（子ども以外の）介護や看病」で頼れる人がいるかを尋ねた設問に対して、「いない」と回答した

割合は、全体では 28.5%、生活困難層では 43.5%、非生活困難層では 27.0%であった。 

設問 35Ｂ あなたは、次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。（SA） 

図表 1-2-7-35 （子ども以外の）介護や看病 

 
 

  

79.2 

69.4 

82.2 

9.7 

17.0 

8.2 

9.1 

12.9 

8.6 

2.0 

0.7 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

いる いない そのことでは人に頼らない 無回答

55.0 

37.1 

58.7 

28.5 

43.5 

27.0 

13.5 

17.2 

12.7 

3.1 

2.2 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

いる いない そのことでは人に頼らない 無回答
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Ｃ 重要な事柄の相談 

 「重要な事柄の相談」で頼れる人がいるかを尋ねた設問に対して、「いない」と回答した割合は、全

体では 5.7%、生活困難層では 16.7%、非生活困難層では 3.8%であった。 

設問 35Ｃ あなたは、次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。（SA） 

図表 1-2-7-36 重要な事柄の相談 

 
 

Ｄ いざという時のお金（１万円程度）の援助 

 「いざという時のお金（１万円程度）」で頼れる人がいるかを尋ねた設問に対して、「いない」と回

答した割合は、全体では 4.4%、生活困難層では 15.3%、非生活困難層では 2.5%であった。 

設問 35Ｄ あなたは、次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。（SA） 

図表 1-2-7-37 いざという時のお金（１万円程度）の援助 

 
 

  

87.1 

74.2 

90.9 

5.7 

16.7 

3.8 

4.6 

7.4 

4.1 

2.6 

1.7 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

いる いない そのことでは人に頼らない 無回答

70.4 

66.3 

72.3 

4.4 

15.3 

2.5 

22.8 

16.3 

24.3 

2.4 

2.2 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

いる いない そのことでは人に頼らない 無回答
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Ｅ いざという時のお金（10万円程度）の援助 

 「いざという時のお金（10万円程度）」で頼れる人がいるかを尋ねた設問に対して、「いない」と回

答した割合は、全体では 9.3%、生活困難層では 34.2%、非生活困難層では 5.2%であった。 

設問 35Ｅ あなたは、次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。（SA） 

図表 1-2-7-38 いざという時のお金（10万円程度）の援助 

 
 

Ｆ 家を借りる時の保証人を頼むこと 

 「家を借りる時の保証人を頼むこと」で頼れる人がいるかを尋ねた設問に対して、「いない」と回答

した割合は、全体では 7.6%、生活困難層では 24.6%、非生活困難層では 5.2%であった。 

設問 35Ｆ あなたは、次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。（SA） 

図表 1-2-7-39 家を借りる時の保証人を頼むこと 

 
 

  

63.0 

43.3 

67.5 

9.3 

34.2 

5.2 

25.3 

20.8 

26.5 

2.4 

1.7 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

いる いない そのことでは人に頼らない 無回答

67.9 

59.8 

70.0 

7.6 

24.6 

5.2 

21.6 

13.9 

23.6 

2.9 

1.7 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

いる いない そのことでは人に頼らない 無回答
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（８）過去の経験に関すること 

①母親が最後に通った学校 

 子どもの母親が最後に通った学校を尋ねた設問に対して、全体の回答割合では、「大学・大学院」が

38.8%、「短期大学」が 19.2%、「高等学校」が 18.4%であった。 

 生活困難層の回答割合は、「高等学校」が 36.7%、「大学・大学院」が 18.4%、「専修学校・各種学校」

が 16.7%であった。非生活困難層の回答割合は、「大学・大学院」が 43.7%、「短期大学」が 20.4%、「専

修学校・各種学校」が 16.9%であった。 

 また、卒業・中途退学の状況を尋ねた設問に対して、「中途退学した」の回答割合は、全体では 4.6%、

生活困難層では 12.7%、非生活困難層では 3.5%であった。 

設問 36-① お子さんのお母さまが、最後に通った学校は次のどちらにあたりますか。（SA） 

図表 1-2-8-1 母親が最後に通った学校 

 
 

設問 36-1 お子さんのお母さまは、設問 36-①で答えた学校を卒業されましたか。（SA） 

図表 1-2-8-2 母親の卒業・中退等の状況 

  

 

  

1.0 

4.1 

0.4 

18.4 

36.7 

15.3 

2.6 

5.3 

2.2 

17.3 

16.7 

16.9 

19.2 

14.1 

20.4 

38.8 

18.4 

43.7 

0.2 

0.2 

0.1 

0.1 

0.2 

0.1 

2.5 

4.1 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,056)

生活困難層(n=412)

非生活困難層(n=2,823)

中学校 高等学校 高等専門学校 専修学校・各種学校

短期大学 大学・大学院 その他 わからない

無回答

93.3 

84.0 

94.8 

4.6 

12.7 

3.5 

0.2 

0.0 

0.2 

1.9 

3.3 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,949)

生活困難層(n=394)

非生活困難層(n=2,794)

卒業した 中途退学した その他 無回答
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②父親が最後に通った学校 

 子どもの父親が最後に通った学校を尋ねた設問に対して、全体の回答割合では、「大学」が 60.5%、

「高等学校」が 16.5%、「専修学校・各種学校」が 13.2%であった。 

 生活困難層の回答割合は、「大学・大学院」が 35.6%、「高等学校」が 34.9%、「専修学校・各種学校」

が 10.4%であった。非生活困難層の回答割合は、「大学・大学院」が 65.4%、「高等学校」が 13.9%、「専

修学校・各種学校」が 13.4%であった。 

 また、卒業・中途退学の状況を尋ねた設問に対して、「中途退学した」の回答は、全体では 6.6%、

生活困難層では 12.1%、非生活困難層では 6.0%であった。 

設問 36-② お子さんのお父さまが、最後に通った学校は次のどちらにあたりますか。（SA） 

図表 1-2-8-3 父親が最後に通った学校 

 

 

設問 36-2 お子さんのお父さまは、設問 36-②で答えた学校を卒業されましたか。（SA） 

図表 1-2-8-4 父親の卒業・中退等の状況 

 

 

  

1.7 

5.0 

1.2 

16.5 

34.9 

13.9 

3.8 

6.5 

3.3 

13.2 

10.4 

13.4 

1.2 

2.2 

1.2 

60.5 

35.6 

65.4 

0.2 

0.4 

0.2 

0.2 

0.7 

0.1 

2.8 

4.3 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,768)

生活困難層(n=278)

非生活困難層(n=2,726)

中学校 高等学校 高等専門学校 専修学校・各種学校

短期大学 大学・大学院 その他 わからない

無回答

91.8 

85.2 

92.5 

6.6 

12.1 

6.0 

0.1 

0.0 

0.1 

1.6 

2.7 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,658)

生活困難層(n=264)

非生活困難層(n=2,692)

卒業した 中途退学した その他 無回答
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③保護者が 15歳の頃の暮らし向き 27 

 回答者（子どもの保護者）が 15歳の頃の暮らし向きについて尋ねた設問に対して、「大変苦しかっ

た」「やや苦しかった」という回答の割合を合わせると、全体では 19.1%、生活困難層では 34.7%、非

生活困難層では 17.1%であった。 

設問 37 あなた（回答者）が 15歳の頃のご家庭の暮らし向きについて 

最も近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-2-8-5 保護者が 15歳の頃の暮らし向き 

  

 

  

27 回答者の 15歳の頃の状況を把握するに当たっては、回答者の子どもから見た関係が「父親」または「母親」の場合の

みを集計対象とした。 

5.5 

15.4 

4.1 

13.6 

19.3 

13.0 

51.4 

42.2 

52.6 

19.4 

14.4 

20.8 

8.4 

6.3 

9.0 

1.8 

2.4 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,017)

生活困難層(n=410)

非生活困難層(n=2,809)

大変苦しかった やや苦しかった 普通 ややゆとりがあった

大変ゆとりがあった 無回答
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④保護者が成人する前に体験したこと 28 

 回答者（子どもの保護者）が成人前に体験したことを尋ねた設問に対して、「両親が離婚した」の回

答割合は、全体では 9.7%、生活困難層では 17.6%、非生活困難層では 8.3%であった。また、「親から

暴力を振るわれた」の回答割合は、全体では 5.8%、生活困難層では 13.9%、非生活困難層では 4.9%、

「親が精神疾患（うつ、心の病、依存症など）を患った」の回答割合は、全体では 3.6%、生活困難層

では 7.6%、非生活困難層では 3.4%であった 29。 

 なお、「いずれも経験したことがない」の回答割合は、全体では 76.9%、生活困難層では 60.0%、非

生活困難層では 81.0%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「両親が離婚した」「親から暴力をふるわれた」の回答

割合は高く、「いずれも経験したことがない」の回答割合は低くなっていた。 

設問 38 あなた（回答者）は、成人する前に下記のような体験をしたことがありますか。（MA） 

図表 1-2-8-6 保護者が成人する前に体験したこと 

（参考）前回調査結果 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28 回答者の成人する前の状況を把握するに当たっては、回答者の子どもから見た関係が「父親」または「母親」の場合の

みを集計対象とした。 
29 「母親が亡くなった」「父親が亡くなった」の回答は、生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかっ

た。 

9.7 

1.3 

1.6 

2.9 

5.8 

3.6 

76.9 

2.9 

17.6 

3.2

2.2

3.7

13.9

7.6

60.0

4.4

8.3 

1.0

1.3

2.5

4.9

3.4

81.0

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

両親が離婚した

親が生活保護を

受けていた

母親が亡くなった

父親が亡くなった

親から暴力を

振るわれた

親が精神疾患

（うつ、心の病、

依存症など）を患った

いずれも経験

したことがない

無回答
全体(n=4,017)
生活困難層(n=410)
非生活困難層(n=2,809)

7.3 

1.3 

1.9 

3.6 

4.6 

80.6 

2.9 

12.6

2.9

1.6

5.3

7.6

73.2

2.9

6.1

0.9

1.7

3.2

3.8

84.3

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

両親が離婚した

親が生活保護を

受けていた

母親が亡くなった

父親が亡くなった

親から暴力を

振るわれた

いずれも経験

したことがない

無効回答（無回答

・重複回答）

全体(n=3,186)

生活困難層(n=514)

非生活困難層(n=1,949)
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⑤子育てに関わってから経験したこと 30 

 回答者（子どもの保護者）が子育てに関わってから経験したことを尋ねた設問に対して、「わが子を

虐待しているのではないか、と思い悩んだことがある」の回答割合は、全体では 14.1%、生活困難層

では 21.0%、非生活困難層では 13.7%であった。また、「（元）配偶者またはそれに相当するパートナー

から暴力をふるわれたことがある」の回答割合は、全体では 6.9%、生活困難層では 18.5%、非生活困

難層では 5.4%であった。 

 なお、「いずれも経験したことがない」の回答割合は、全体では 69.8%、生活困難層では 53.7%、非

生活困難層では 72.6%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「いずれも経験したことがない」の回答割合が高くなっ

ていた。 

設問 39 あなたは、子育てにかかわってから以下のような経験をしたことがありますか。（MA） 

図表 1-2-8-7 子育てに関わってから経験したこと 

（参考）前回調査結果 

  

 
  

30 子育てに関わってからの経験を把握するに当たっては、回答者の子どもから見た関係が「父親」または「母親」の場合

のみを集計対象とした。 

6.9 

8.7 

1.6 

7.2 

14.1 

5.0 

69.8 

3.3 

18.5 

15.6

5.6

14.4

21.0

13.2

53.7

3.2

5.4 

8.8

1.1

6.4

13.7

3.8

72.6

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

（元）配偶者またはそれに

相当するパートナーから

暴力をふるわれたことがある

子どもに

行き過ぎた体罰を

与えたことがある

育児を放棄した

時期がある

出産や育児で

うつ状態に

なった時期がある

わが子を虐待している

のではないか、と

思い悩んだことがある

自殺を考えた

ことがある

いずれも経験

したことがない

無回答

全体(n=4,017)

生活困難層(n=410)

非生活困難層(n=2,809)

6.9 

9.7 

1.8 

7.8 

14.6 

5.4 

67.1 

4.2 

16.7

14.2

4.1

14.4

24.7

14.2

49.0

2.9

4.5

9.3

1.0

6.5

12.7

2.9

72.8

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

（元）配偶者またはそれに

相当するパートナーから

暴力をふるわれたことがある

子どもに

行き過ぎた体罰を

与えたことがある

育児放棄になった

時期がある

出産や育児で

うつ病になった

時期がある

わが子を虐待している

のではないか、と

思い悩んだことがある

自殺を考えた

ことがある

いずれも経験

したことがない

無効回答（無回答

・重複回答）

全体(n=3,186)

生活困難層(n=514)

非生活困難層(n=1,949)
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（９）公的支援の利用に関すること 

①情報媒体に関するニーズ 

Ａ 現在の受け取り方法 

 子どもに関する施策等の情報を現在どういう形で受け取っているかを尋ねた設問に対して、全体の

回答割合では、「学校からのチラシ」が 79.9%、「区報」が 52.5%、「区のホームページ」が 33.7%であ

った。 

 また、「区報」の回答割合は生活困難層で 45.2%、非生活困難層で 55.2%、「学校からのチラシ」の回

答割合は生活困難層で 73.2%、非生活困難層で 83.0%であった 31。 

設問 40Ａ あなたは、子どもに関する施策等の情報を現在どういう形で受け取っていますか。（MA） 

図表 1-2-9-1 現在の受け取り方法 

 

 

  

31 「区のホームページ」「ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、ツイッターなど）」「その他」の回答は、生活困難層と非生活困難層とで統

計的な有意差は見られなかった。 

52.5 

33.7 

17.5 

79.9 

2.5 

3.5 

45.2 

35.4

21.3

73.2

2.6

3.8

55.2 

34.9

17.3

83.0

2.6

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

区報

区のホームページ

ＳＮＳ（LINE、ツイッターなど）

学校からのチラシ

その他

無回答

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)
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Ｂ 今後希望する受け取り方法 

 子どもに関する施策等の情報を今後どのような形で受け取りたいかを尋ねた設問に対して、全体の

回答割合では、「学校からのチラシ」が 65.5%、「区報」が 38.5%、「ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、ツイッターな

ど）」が 37.3%であった 32。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「区報」「学校からのチラシ」の回答割合は低く、「区の

ホームページ」「ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、ツイッターなど）」の回答割合は高くなっていた。 

設問 40Ｂ あなたは、子どもに関する施策等の情報をどのような形で受け取りたいですか。（MA） 

図表 1-2-9-2 今後希望する受け取り方法 

（参考）前回調査結果 

  

32 いずれの項目も生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

38.5 

31.9 

37.3 

65.5 

3.0 

5.6 

34.0 

33.7

43.5

62.2

2.2

5.5

40.2 

32.9

38.0

67.6

3.0

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

区報

区のホームページ

ＳＮＳ（LINE、
ツイッターなど）

学校からのチラシ

その他

無回答

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

52.2 

28.7 

17.5 

75.9 

2.8 

3.3 

49.2

25.0

23.6

72.9

3.9

2.2

56.1

30.5

16.4

79.5

2.6

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

区報

区のホームページ

ＳＮＳ（LINE、
ツイッターなど）

学校からのチラシ

その他

無効回答（無回答

・重複回答）

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)
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②公的機関への相談 

Ａ 区役所の窓口 

 困ったときに「区役所の窓口」に相談するかを尋ねた設問に対して、「相談しない」と回答した割合

は、全体では 21.9%、生活困難層では 28.2%、非生活困難層では 20.9%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「相談する」の回答割合が高くなっていた。 

設問 41Ａ あなたは、困ったときに以下の公的機関に相談しますか。（SA） 

図表 1-2-9-3 区役所の窓口 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

16.2 

19.9 

16.7 

57.8 

48.8 

60.2 

21.9 

28.2 

20.9 

4.1 

3.1 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無回答

13.0 

16.0 

12.7 

57.7 

53.6 

61.7 

25.1 

27.5 

23.7 

4.2 

3.0 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｂ 子ども家庭支援センター 

 困ったときに「子ども家庭支援センター」に相談するかを尋ねた設問に対して、「相談しない」と回

答した割合は、全体では 28.0%、生活困難層では 34.7%、非生活困難層では 27.3%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「相談する」の回答割合が高くなっていた。 

設問 41Ｂ あなたは、困ったときに以下の公的機関に相談しますか。（SA） 

図表 1-2-9-4 子ども家庭支援センター 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

11.5 

11.7 

11.8 

55.8 

48.3 

58.5 

28.0 

34.7 

27.3 

4.7 

5.3 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無回答

7.8 

6.3 

8.2 

53.4 

55.1 

56.0 

33.9 

34.3 

33.4 

5.0 

4.3 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｃ 学校・保育所・幼稚園の先生、スクールカウンセラーなど 

 困ったときに「学校・保育所・幼稚園の先生、スクールカウンセラーなど」に相談するかを尋ねた

設問に対して、「相談しない」と回答した割合は、全体では 15.0%、生活困難層では 24.2%、非生活困

難層では 13.0%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「相談する」の回答割合が高くなっていた。 

設問 41Ｃ あなたは、困ったときに以下の公的機関に相談しますか。（SA） 

図表 1-2-9-5 学校・保育所・幼稚園の先生、スクールカウンセラーなど 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

28.5 

24.6 

30.7 

52.3 

45.7 

54.4 

15.0 

24.2 

13.0 

4.2 

5.5 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無回答

24.9 

21.2 

27.0 

55.4 

52.3 

58.3 

15.8 

23.2 

13.0 

3.9 

3.3 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｄ 民生委員・児童委員 

 困ったときに「民生委員・児童委員」に相談するかを尋ねた設問に対して、「相談しない」と回答し

た割合は、全体では 57.4%、生活困難層では 64.6%、非生活困難層では 58.4%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「場合によっては相談する」の回答割合が高くなってい

た。 

設問 41Ｄ あなたは、困ったときに以下の公的機関に相談しますか。（SA） 

図表 1-2-9-6 民生委員・児童委員 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

2.7 

2.4 

2.8 

34.3 

27.0 

35.6 

57.4 

64.6 

58.4 

5.7 

6.0 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無回答

2.0 

1.9 

2.0 

30.0 

29.7 

31.9 

62.1 

62.9 

62.9 

5.9 

5.6 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｅ 区の社会福祉協議会 

 困ったときに「区の社会福祉協議会」に相談するかを尋ねた設問に対して、「相談しない」と回答し

た割合は、全体では 53.7%であった 33。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「場合によっては相談する」の回答割合が高くなってい

た。 

設問 41Ｅ あなたは、困ったときに以下の公的機関に相談しますか。（SA） 

図表 1-2-9-7 区の社会福祉協議会 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

33 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

2.9 

3.8 

2.9 

37.8 

30.9 

39.4 

53.7 

58.9 

54.6 

5.6 

6.5 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無回答

2.5 

2.2 

2.5 

29.7 

29.3 

31.1 

62.0 

62.7 

63.6 

5.8 

5.8 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｆ 保健所 

 困ったときに「保健所」に相談するかを尋ねた設問に対して、「相談しない」と回答した割合は、全

体では 33.6%、生活困難層では 45.5%、非生活困難層では 31.8%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「相談する」の回答割合が高くなっていた。 

設問 41Ｆ あなたは、困ったときに以下の公的機関に相談しますか。（SA） 

図表 1-2-9-8 保健所 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

9.3 

7.7 

9.9 

51.9 

41.4 

55.5 

33.6 

45.5 

31.8 

5.3 

5.5 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無回答

5.5 

4.1 

5.9 

43.6 

39.7 

46.9 

45.5 

51.2 

44.5 

5.4 

5.0 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｇ ハローワーク 

 困ったときに「ハローワーク」に相談するかを尋ねた設問に対して、「相談しない」と回答した割合

は、全体では 33.0%、生活困難層では 42.1%、非生活困難層では 32.4%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「相談する」「場合によっては相談する」の回答割合が

高くなっていた。 

設問 41Ｇ あなたは、困ったときに以下の公的機関に相談しますか。（SA） 

図表 1-2-9-9 ハローワーク 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

11.4 

11.2 

12.3 

50.4 

41.1 

52.4 

33.0 

42.1 

32.4 

5.2 

5.5 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無回答

8.6 

9.1 

9.2 

44.7 

41.2 

48.0 

40.8 

44.3 

39.7 

5.9 

5.4 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｈ インターネットの相談サイト 

 困ったときに「インターネットの相談サイト」に相談するかを尋ねた設問に対して、「相談しない」

と回答した割合は、全体では 52.2%、生活困難層では 60.5%、非生活困難層では 51.5%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「相談する」「場合によっては相談する」の回答割合が

高くなっていた。 

設問 41Ｈ あなたは、困ったときに以下の公的機関に相談しますか。（SA） 

図表 1-2-9-10 インターネットの相談サイト 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

5.7 

4.8 

6.3 

36.7 

28.7 

39.3 

52.2 

60.5 

51.5 

5.4 

6.0 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=369)

非生活困難層(n=2,690)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無回答

3.8 

3.2 

4.2 

30.8 

28.2 

32.9 

59.8 

63.1 

60.2 

5.6 

5.6 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｉ 上記以外の公的機関 

 困ったときに「上記以外の公的機関」に相談するかを尋ねた設問に対して、「相談しない」と回答し

た割合は、全体では 40.4%、生活困難層では 52.4%、非生活困難層では 39.8%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「場合によっては相談する」の回答割合が高くなってい

た。 

設問 41Ｉ あなたは、困ったときに以下の公的機関に相談しますか。（SA） 

図表 1-2-9-11 上記以外の公的機関 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 
  

3.9 

4.1 

4.1 

47.1 

34.2 

50.4 

40.4 

52.4 

39.8 

8.6 

9.3 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無回答

3.1 

3.5 

3.2 

40.6 

33.2 

44.8 

49.0 

56.0 

47.6 

7.3 

7.2 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

相談する 場合によっては相談する 相談しない 無効回答（無回答・重複回答）
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③公的支援制度の利用状況 

Ａ 生活福祉資金 

 「生活福祉資金」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」と回答した割合は、全体

では 0.9%、生活困難層では 4.1%、非生活困難層では 0.4%であった。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 13.3%、生活困難層では 26.5%、非生活困難層では 11.6%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 3.7%、

生活困難層では 12.7%、非生活困難層では 2.4%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、利用経験が「ない」とする回答割合が高く、利用した

ことがない理由としては「利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の対象外であった）」の

回答割合が高く、「制度について全く知らなかった」の回答割合が低くなっていた。 

設問 42Ａ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-12 「生活福祉資金」の利用経験の有無 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

0.9 

4.1 

0.4 

93.1 

87.6 

97.0 

6.0 

8.4 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

0.6 

1.1 

0.4 

92.0 

92.0 

96.3 

7.4 

6.9 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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設問 42Ａ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-13 「生活福祉資金」を利用しなかった理由 

 

（参考）前回調査結果 

 

設問 42Ａ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-14 「生活福祉資金」の利用に関する興味の有無 

 

（参考）前回調査結果 

  

70.4 

49.5 

75.1 

1.6 

4.1 

1.5 

0.3 

1.4 

0.2 

1.3 

3.3 

0.9 

13.3 

26.5 

11.6 

13.2 

15.3 

10.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,813)

生活困難層(n=366)

非生活困難層(n=2,766)

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった

無回答

62.9 

43.8 

69.1 

1.5 

4.8 

0.9 

0.3 

0.4 

0.2 

1.6 

5.0 

0.9 

18.6 

29.2 

16.6 

15.0 

16.7 

12.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,060)

生活困難層(n=496)

非生活困難層(n=1,949)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無効回答（無回答・重複回答）

3.7 

12.7 

2.4 

55.9 

43.1 

61.0 

40.3 

44.3 

36.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

4.6 

15.2 

2.4 

59.8 

50.6 

65.7 

35.7 

34.1 

31.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｂ 生活保護 

 「生活保護」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」と回答した割合は、全体では

1.5%、生活困難層では 8.1%、非生活困難層では 0.6%であった。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 3.4%、生活困難層では 6.4%、非生活困難層では 3.0%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 2.3%、

生活困難層では 8.6%、非生活困難層では 1.1%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、利用経験が「ない」とする回答割合が高く、利用した

ことがない理由としては「利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の対象外であった）」の

回答割合が高く、「制度について全く知らなかった」の回答割合が低くなっていた。 

設問 42Ｂ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-15 「生活保護」の利用経験の有無 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

1.5 

8.1 

0.6 

92.2 

82.8 

96.6 

6.2 

9.1 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

1.8 

5.9 

0.7 

90.8 

87.4 

96.0 

7.3 

6.7 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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設問 42Ｂ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-16 「生活保護」を利用しなかった理由    

 
（参考）前回調査結果 

 

設問 42Ｂ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-17 「生活保護」の利用に関する興味の有無 

 
（参考）前回調査結果 

  

79.6 

65.9 

83.6 

2.4 

8.4 

1.8 

0.2 

0.6 

0.1 

1.1 

5.5 

0.5 

3.4 

6.4 

3.0 

13.2 

13.3 

10.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,777)

生活困難層(n=346)

非生活困難層(n=2,754)

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった

無回答

72.5 

58.2 

77.8 

2.7 

9.3 

1.6 

0.2 

0.4 

0.1 

1.8 

4.9 

1.1 

7.7 

10.6 

6.8 

15.0 

16.6 

12.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,020)

生活困難層(n=471)

非生活困難層(n=1,942)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無効回答（無回答・重複回答）

2.3 

8.6 

1.1 

57.4 

47.8 

62.3 

40.3 

43.5 

36.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

3.6 

11.3 

1.7 

60.5 

54.5 

66.2 

36.0 

34.1 

32.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｃ 母子及び父子福祉資金 

 「母子及び父子福祉資金」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」と回答した割合

は、全体では 1.3%、生活困難層では 5.5%、非生活困難層では 0.8%であった。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 8.2%、生活困難層では 20.7%、非生活困難層では 6.4%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 3.7%、

生活困難層では 14.4%、非生活困難層では 2.2%であった。 

設問 42Ｃ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-18 「母子及び父子福祉資金」の利用経験の有無 

  

設問 42Ｃ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-19 「母子及び父子福祉資金」を利用しなかった理由 

 

設問 42Ｃ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-20 「母子及び父子福祉資金」の利用に関する興味の有無 

   

1.3 

5.5 

0.8 

90.7 

83.3 

95.1 

8.0 

11.2 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

75.2 

54.9 

79.9 

1.5 

3.4 

1.4 

0.2 

0.9 

0.2 

1.2 

4.6 

0.6 

8.2 

20.7 

6.4 

13.6 

15.5 

11.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,713)

生活困難層(n=348)

非生活困難層(n=2,712)

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった

無回答

3.7 

14.4 

2.2 

54.7 

40.7 

59.9 

41.7 

45.0 

37.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答
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Ｄ 児童扶養手当 

 「児童扶養手当」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」と回答した割合は、全体

では 9.5%、生活困難層では 35.9%、非生活困難層では 5.9%であった。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 5.7%、生活困難層では 12.6%、非生活困難層では 5.0%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 8.2%、

生活困難層では 26.3%、非生活困難層では 5.8%であった。 

設問 42Ｄ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-21 「児童扶養手当」の利用経験の有無 

  

設問 42Ｄ 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-22 「児童扶養手当」を利用しなかった理由 

  

設問 42Ｄ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-23 「児童扶養手当」の利用に関する興味の有無 

  

9.5 

35.9 

5.9 

82.5 

55.0 

89.9 

8.1 

9.1 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

78.1 

63.5 

81.2 

2.7 

9.1 

2.2 

0.1 

0.0 

0.1 

0.6 

1.3 

0.5 

5.7 

12.6 

5.0 

12.8 

13.5 

11.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,377)

生活困難層(n=230)

非生活困難層(n=2,562)

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった

無回答

8.2 

26.3 

5.8 

50.7 

31.1 

56.9 

41.0 

42.6 

37.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答
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Ｅ 児童育成手当 

 「児童育成手当」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」と回答した割合は、全体

では 8.8%、生活困難層では 35.9%、非生活困難層では 5.2%であった。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 6.6%、生活困難層では 13.5%、非生活困難層では 6.0%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 8.3%、

生活困難層では 27.0%、非生活困難層では 5.9%であった。 

設問 42Ｅ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-24 「児童育成手当」の利用経験の有無 

 

設問 42Ｅ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-25 「児童育成手当」を利用しなかった理由 

 

設問 42Ｅ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-26 「児童育成手当」の利用に関する興味の有無 

   

8.8 

35.9 

5.2 

83.2 

55.0 

90.6 

8.0 

9.1 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

77.4 

63.0 

80.4 

2.1 

7.4 

1.7 

0.1 

0.4 

0.1 

0.8 

1.3 

0.7 

6.6 

13.5 

6.0 

13.0 

14.3 

11.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,408)

生活困難層(n=230)

非生活困難層(n=2,582)

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった

無回答

8.3 

27.0 

5.9 

50.5 

29.9 

56.5 

41.2 

43.1 

37.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答
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Ｆ 特別定額給付金 

 「特別定額給付金」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」と回答した割合は、全

体で 73.1%であった 34。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 7.5%、生活困難層では 16.9%、非生活困難層では 6.1%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 55.8%、

生活困難層では 55.5%、非生活困難層では 59.3%であった。 

設問 42Ｆ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-27 「特別定額給付金」の利用経験の有無 

 

設問 42Ｆ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-28 「特別定額給付金」を利用しなかった理由 

 

設問 42Ｆ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-29 「特別定額給付金」の利用に関する興味の有無 

  

34 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

73.1 

75.8 

76.6 

21.0 

17.0 

21.1 

5.9 

7.2 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

63.3 

39.4 

68.3 

3.8 

8.5 

3.7 

0.1 

1.4 

0.0 

2.2 

5.6 

1.5 

7.5 

16.9 

6.1 

23.1 

28.2 

20.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=858)

生活困難層(n=71)

非生活困難層(n=602)

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった

無回答

55.8 

55.5 

59.3 

16.7 

9.1 

18.1 

27.5 

35.4 

22.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答
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Ｇ 新型コロナウイルス感染症に係る緊急小口資金・総合支援資金の特例貸付 

 「新型コロナウイルス感染症に係る緊急小口資金・総合支援資金の特例貸付」を利用したことがあ

るかを尋ねた設問に対して、「ある」と回答した割合は、全体では 1.9%、生活困難層では 6.2%、非生

活困難層では 1.2%であった。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 11.9%、生活困難層では 25.5%、非生活困難層では 9.6%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 6.9%、

生活困難層では 17.5%、非生活困難層では 5.1%であった。 

設問 42Ｇ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-30 「新型コロナウイルス感染症に係る緊急小口資金・総合支援資金の特例貸付」の 

利用経験の有無 

 

設問 42Ｇ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-31 「新型コロナウイルス感染症に係る緊急小口資金・総合支援資金の特例貸付」を 

利用しなかった理由 

 

  

1.9 

6.2 

1.2 

91.4 

86.4 

95.8 

6.7 

7.4 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

69.0 

46.8 

74.3 

2.2 

3.9 

1.9 

0.3 

0.6 

0.3 

1.6 

5.3 

1.1 

11.9 

25.5 

9.6 

15.0 

18.0 

12.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,741)

生活困難層(n=361)

非生活困難層(n=2,730)

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった

無回答
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設問 42Ｇ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-32 「新型コロナウイルス感染症に係る緊急小口資金・総合支援資金の特例貸付」の 

利用に関する興味の有無 

 

 

  

6.9 

17.5 

5.1 

52.0 

40.9 

57.3 

41.0 

41.6 

37.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答
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Ｈ 住居確保給付金 

 「住居確保給付金」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」と回答した割合は、全

体では 0.4%、生活困難層では 1.2%、非生活困難層では 0.2%であった。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 15.0%、生活困難層では 29.1%、非生活困難層では 12.7%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 6.6%、

生活困難層では 19.6%、非生活困難層では 4.9%であった。 

設問 42Ｈ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-33 「住居確保給付金」の利用経験の有無 

 

設問 42Ｈ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-34 「住居確保給付金」を利用しなかった理由 

 

設問 42Ｈ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-35 「住居確保給付金」の利用に関する興味の有無 

  

0.4 

1.2 

0.2 

92.7 

90.4 

96.6 

6.9 

8.4 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

66.5 

42.6 

72.3 

1.6 

3.2 

1.3 

0.3 

1.1 

0.2 

1.7 

5.6 

1.0 

15.0 

29.1 

12.7 

15.0 

18.5 

12.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,796)

生活困難層(n=378)

非生活困難層(n=2,753)

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった

無回答

6.6 

19.6 

4.9 

52.1 

38.5 

57.3 

41.3 

41.9 

37.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答
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Ｉ ひとり親世帯臨時特別給付金 

 「ひとり親世帯臨時特別給付金」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」と回答し

た割合は、全体では 5.1%、生活困難層では 25.6%、非生活困難層では 2.4%であった。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 9.0%、生活困難層では 17.0%、非生活困難層では 7.7%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 5.8%、

生活困難層では 22.0%、非生活困難層では 3.5%であった。 

設問 42Ｉ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-36 「ひとり親世帯臨時特別給付金」の利用経験の有無 

 

設問 42Ｉ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-37 「ひとり親世帯臨時特別給付金」を利用しなかった理由 

 

設問 42Ｉ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-38 「ひとり親世帯臨時特別給付金」の利用に関する興味の有無 

  

5.1 

25.6 

2.4 

87.7 

66.3 

94.2 

7.2 

8.1 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

73.2 

56.7 

77.1 

2.3 

6.1 

2.2 

0.1 

0.4 

0.1 

0.7 

2.5 

0.4 

9.0 

17.0 

7.7 

14.6 

17.3 

12.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,590)

生活困難層(n=277)

非生活困難層(n=2,685)

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった

無回答

5.8 

22.0 

3.5 

52.1 

34.0 

58.0 

42.1 

44.0 

38.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答
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Ｊ 新型コロナウイルスに伴う国民健康保険加入者に対する傷病手当金 

 「新型コロナウイルスに伴う国民健康保険加入者に対する傷病手当金」を利用したことがあるかを

尋ねた設問に対して、「ある」と回答した割合は、全体で 0.5%であった 35。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 15.4%、生活困難層では 28.3%、非生活困難層では 12.8%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 9.0%、

生活困難層では 17.9%、非生活困難層では 7.8%であった。 

設問 42Ｊ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-39 「新型コロナウイルスに伴う国民健康保険加入者に対する傷病手当金」の 

利用経験の有無 

 

設問 42Ｊ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-40 「新型コロナウイルスに伴う国民健康保険加入者に対する傷病手当金」を 

利用しなかった理由 

 

  

35 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

0.5 

0.7 

0.4 

92.4 

90.4 

96.2 

7.1 

8.9 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

67.1 

47.6 

72.4 

1.4 

2.6 

1.2 

0.2 

0.8 

0.1 

1.0 

1.6 

0.8 

15.4 

28.3 

12.8 

15.0 

19.0 

12.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,782)

生活困難層(n=378)

非生活困難層(n=2,743)

利用したいと思ったことがなかった（そもそも制度の対象外であった）

利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった

利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった

無回答
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設問 42Ｊ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-41 「新型コロナウイルスに伴う国民健康保険加入者に対する傷病手当金」の 

利用に関する興味の有無 

 

 

  

9.0 

17.9 

7.8 

49.5 

38.8 

54.3 

41.5 

43.3 

37.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答
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Ｋ ファミリー・サポートおおた 

 「ファミリー・サポートおおた」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」と回答し

た割合は、全体で 10.7%であった 36。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 12.1%、生活困難層では 23.0%、非生活困難層では 10.5%であった。その他、「利用時

間や制度が使いづらかった」の回答割合は、全体では 9.0%、生活困難層では 7.9%、非生活困難層では

9.8%、「利用の仕方がわからなかった」の回答割合は、全体では 7.0%、生活困難層では 10.8%、非生活

困難層では 6.3%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体で 7.6%で

あった 37。 

設問 43Ｋ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-42 「ファミリー・サポートおおた」の利用経験の有無 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

36 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
37 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

10.7 

8.4 

11.9 

82.3 

82.1 

84.5 

6.9 

9.6 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

8.7 

5.8 

10.2 

85.4 

87.8 

87.3 

5.9 

6.5 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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設問 43Ｋ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-43 「ファミリー・サポートおおた」を利用しなかった理由 

 
（参考）前回調査結果 

 

設問 43Ｋ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-44 「ファミリー・サポートおおた」の利用に関する興味の有無 

 

（参考）前回調査結果 

  

54.9 

39.4 

58.0 

2.4 

0.6 

2.8 

9.0 

7.9 

9.8 

7.0 

10.8 

6.3 

12.1 

23.0 

10.5 

14.7 

18.4 

12.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,372)

生活困難層(n=343)

非生活困難層(n=2,408)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無回答

47.0 

34.5 

51.5 

2.0 

1.9 

2.2 

8.2 

5.3 

9.4 

9.2 

11.4 

8.6 

22.5 

34.0 

20.0 

11.1 

12.9 

8.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,841)

生活困難層(n=473)

非生活困難層(n=1,766)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無効回答（無回答・重複回答）

7.6 

9.1 

7.9 

55.7 

50.2 

59.3 

36.7 

40.7 

32.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

6.7 

10.9 

5.9 

63.9 

58.8 

69.0 

29.4 

30.2 

25.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｌ 子育て短期支援事業（ショートステイ） 

 「子育て短期支援事業（ショートステイ）」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」

と回答した割合は、全体では 1.1%、生活困難層では 3.1%、非生活困難層では 0.9%であった。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 15.5%、生活困難層では 25.9%、非生活困難層では 14.2%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 4.3%、

生活困難層では 6.9%、非生活困難層では 4.2%であった。 

設問 43Ｌ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-45 「子育て短期支援事業（ショートステイ）」の利用経験の有無 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

1.1 

3.1 

0.9 

91.5 

86.8 

95.1 

7.4 

10.0 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

1.0 

1.7 

0.9 

92.9 

91.7 

96.4 

6.1 

6.7 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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設問 43Ｌ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-46 「子育て短期支援事業（ショートステイ）」を利用しなかった理由 

 
（参考）前回調査結果 

 

設問 43Ｌ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-47 「子育て短期支援事業（ショートステイ）」の利用に関する興味の有無 

 

（参考）前回調査結果 

  

60.5 

46.3 

64.1 

1.6 

1.7 

1.7 

2.5 

2.2 

2.7 

4.4 

4.7 

4.0 

15.5 

25.9 

14.2 

15.5 

19.3 

13.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,747)

生活困難層(n=363)

非生活困難層(n=2,712)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無回答

50.3 

38.5 

55.1 

1.3 

1.4 

1.4 

2.7 

2.2 

3.0 

5.5 

8.9 

4.2 

28.7 

36.2 

27.1 

11.6 

12.8 

9.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,089)

生活困難層(n=494)

非生活困難層(n=1,950)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無効回答（無回答・重複回答）

4.3 

6.9 

4.2 

55.4 

50.0 

58.9 

40.3 

43.1 

36.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

4.3 

7.8 

3.6 

63.5 

61.4 

68.0 

32.2 

30.8 

28.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｍ 子育てひろば（キッズな） 

 「子育てひろば（キッズな）」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」と回答した

割合は、全体では 31.9%、生活困難層では 25.1%、非生活困難層では 33.8%であった。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 14.1%、生活困難層では 22.9%、非生活困難層では 13.0%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体で 7.1%で

あった 38。 

設問 43Ｍ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-48 「子育てひろば（キッズな）」の利用経験の有無 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

38 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

31.9 

25.1 

33.8 

61.0 

64.8 

62.4 

7.1 

10.0 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

15.1 

11.9 

16.7 

79.0 

81.6 

80.9 

5.9 

6.5 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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設問 43Ｍ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-49 「子育てひろば（キッズな）」を利用しなかった理由 

 
（参考）前回調査結果 

 

設問 43Ｍ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-50 「子育てひろば（キッズな）」の利用に関する興味の有無 

 

（参考）前回調査結果 

  

58.3 

44.3 

61.7 

1.1 

0.4 

1.3 

5.1 

4.1 

5.8 

5.2 

9.2 

4.4 

14.1 

22.9 

13.0 

16.2 

19.2 

13.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,497)

生活困難層(n=271)

非生活困難層(n=1,778)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無回答

44.8 

34.3 

48.7 

1.0 

1.8 

0.8 

3.9 

2.7 

4.5 

7.8 

10.5 

6.4 

30.2 

36.6 

29.6 

12.4 

14.1 

10.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,628)

生活困難層(n=440)

非生活困難層(n=1,636)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無効回答（無回答・重複回答）

7.1 

8.1 

7.3 

59.7 

52.2 

63.6 

33.3 

39.7 

29.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

5.1 

10.4 

4.3 

64.1 

59.2 

68.9 

30.8 

30.4 

26.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｎ （ＮＰＯなどによる）子ども食堂 

 「（ＮＰＯなどによる）子ども食堂」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」と回

答した割合は、全体で 4.6%であった 39。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 11.1%、生活困難層では 22.3%、非生活困難層では 9.7%であった。その他、「利用の仕

方がわからなかった」の回答割合は、全体では 9.8%、生活困難層では 15.3%、非生活困難層では 9.3%

であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 13.8%、

生活困難層では 23.0%、非生活困難層では 13.3%であった。 

設問 43Ｎ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-51 「（ＮＰＯなどによる）子ども食堂」の利用経験の有無 

 

（参考）前回調査結果 

 

  

39 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

4.6 

5.3 

4.7 

88.3 

84.7 

91.7 

7.1 

10.0 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

0.5 

0.7 

0.5 

93.4 

92.6 

96.8 

6.1 

6.7 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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設問 43Ｎ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-52 「（ＮＰＯなどによる）子ども食堂」を利用しなかった理由 

 
（参考）前回調査結果 

 

設問 43Ｎ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-53 「（ＮＰＯなどによる）子ども食堂」の利用に関する興味の有無 

 

（参考）前回調査結果 

  

59.4 

37.9 

63.8 

1.0 

1.7 

1.0 

2.7 

5.4 

2.4 

9.8 

15.3 

9.3 

11.1 

22.3 

9.7 

16.0 

17.5 

13.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,615)

生活困難層(n=354)

非生活困難層(n=2,614)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無回答

42.0 

29.5 

46.8 

0.4 

0.8 

0.4 

0.7 

0.4 

0.7 

4.3 

7.0 

3.3 

40.8 

48.5 

39.4 

11.8 

13.8 

9.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,106)

生活困難層(n=499)

非生活困難層(n=1,959)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無効回答（無回答・重複回答）

13.8 

23.0 

13.3 

47.6 

35.2 

51.8 

38.5 

41.9 

34.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

8.4 

14.1 

7.3 

59.1 

53.6 

64.2 

32.6 

32.3 

28.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）

118



Ｏ フードバンクによる食料支援 

 「フードバンクによる食料支援」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」と回答し

た割合は、全体では 1.4%、生活困難層では 4.5%、非生活困難層では 0.9%であった。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 18.3%、生活困難層では 30.5%、非生活困難層では 17.1%であった。なお、生活困難層

の「利用の仕方がわからなかった」の回答割合は 11.6%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 10.3%、

生活困難層では 20.8%、非生活困難層では 9.2%であった。 

設問 43Ｏ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-54 「フードバンクによる食料支援」の利用経験の有無 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

1.4 

4.5 

0.9 

91.1 

84.7 

95.1 

7.4 

10.8 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

0.2 

0.4 

0.0 

93.7 

92.6 

97.2 

6.2 

7.1 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）

119



設問 43Ｏ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-55 「フードバンクによる食料支援」を利用しなかった理由 

 
（参考）前回調査結果 

 

設問 43Ｏ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-56 「フードバンクによる食料支援」の利用に関する興味の有無 

 

（参考）前回調査結果 

  

58.3 

36.4 

62.7 

0.8 

1.1 

0.8 

0.8 

2.0 

0.6 

5.9 

11.6 

5.3 

18.3 

30.5 

17.1 

15.9 

18.4 

13.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,731)

生活困難層(n=354)

非生活困難層(n=2,712)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無回答

41.0 

28.1 

45.9 

0.3 

0.6 

0.2 

0.4 

1.0 

0.3 

3.1 

6.0 

1.9 

43.4 

50.9 

42.2 

11.8 

13.4 

9.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,114)

生活困難層(n=499)

非生活困難層(n=1,967)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無効回答（無回答・重複回答）

10.3 

20.8 

9.2 

49.9 

36.6 

54.4 

39.8 

42.6 

36.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

6.1 

11.9 

4.9 

61.0 

55.8 

66.2 

32.8 

32.3 

28.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｐ 学校が実施している補講（学習支援） 

 「学校が実施している補講（学習支援）」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、「ある」

と回答した割合は、全体では 22.4%、生活困難層では 26.8%、非生活困難層では 22.7%であった。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 14.5%、生活困難層では 28.4%、非生活困難層では 12.5%であった。なお、生活困難層

の「利用の仕方がわからなかった」の回答割合は 11.9%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 26.9%、

生活困難層では 34.9%、非生活困難層では 27.9%であった。 

設問 43Ｐ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-57 「学校が実施している補講（学習支援）」の利用経験の有無 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

22.4 

26.8 

22.7 

70.3 

62.4 

73.4 

7.3 

10.8 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

23.7 

29.7 

24.3 

69.7 

63.1 

72.7 

6.6 

7.2 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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設問 43Ｐ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-58 「学校が実施している補講（学習支援）」を利用しなかった理由 

 
（参考）前回調査結果 

 

設問 43Ｐ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-59 「学校が実施している補講（学習支援）」の利用に関する興味の有無 

 

（参考）前回調査結果 

  

58.7 

36.4 

63.2 

2.6 

1.1 

3.0 

2.1 

2.7 

2.3 

5.1 

11.9 

4.8 

14.5 

28.4 

12.5 

16.9 

19.5 

14.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,879)

生活困難層(n=261)

非生活困難層(n=2,093)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無回答

49.9 

33.5 

56.5 

3.7 

3.5 

4.2 

2.9 

4.7 

2.2 

5.2 

9.4 

3.8 

24.2 

32.9 

21.8 

14.0 

15.9 

11.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,317)

生活困難層(n=340)

非生活困難層(n=1,470)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無効回答（無回答・重複回答）

26.9 

34.9 

27.9 

37.9 

25.4 

41.1 

35.2 

39.7 

31.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

26.2 

36.2 

25.0 

44.0 

34.3 

49.3 

29.7 

29.5 

25.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｑ ＮＰＯなどによる学校以外が実施する学習支援 

 「ＮＰＯなどによる学校以外が実施する学習支援」を利用したことがあるかを尋ねた設問に対して、

「ある」と回答した割合は、全体では 2.6%、生活困難層では 4.3%、非生活困難層では 2.4%であった。 

 また、利用していない理由を尋ねた設問に対して、「制度について全く知らなかった」と回答した割

合は、全体では 24.0%、生活困難層では 36.9%、非生活困難層では 23.3%であった。なお、生活困難層

の「利用の仕方がわからなかった」の回答割合は 11.2%であった。 

 今後利用することに興味があるかを尋ねた設問に対して「ある」と回答した割合は、全体では 17.7%、

生活困難層では 25.8%、非生活困難層では 17.7%であった。 

設問 43Ｑ① 以下の支援制度に関して、これまでに利用したことがあるかについて教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-60 「ＮＰＯなどによる学校以外が実施する学習支援」の利用経験の有無 

 
（参考）前回調査結果 

 

 

  

2.6 

4.3 

2.4 

90.0 

85.6 

93.7 

7.4 

10.0 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

2.7 

3.3 

2.6 

91.0 

89.8 

94.6 

6.3 

6.9 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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設問 43Ｑ② 以下の支援制度に関して、利用したことがない場合はその理由について教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-61 「ＮＰＯなどによる学校以外が実施する学習支援」を利用しなかった理由 

 
（参考）前回調査結果 

 

設問 43Ｑ③ 以下の支援制度に関して、現在制度を利用することに興味があるか、教えてください。（SA） 

図表 1-2-9-62 「ＮＰＯなどによる学校以外が実施する学習支援」の利用に関する興味の有無 

 

（参考）前回調査結果 

  

50.4 

31.0 

53.7 

1.1 

1.1 

1.0 

1.1 

1.7 

1.1 

6.5 

11.2 

6.4 

24.0 

36.9 

23.3 

16.8 

18.2 

14.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,686)

生活困難層(n=358)

非生活困難層(n=2,670)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無回答

38.2 

24.8 

43.1 

0.8 

0.2 

1.0 

1.2 

1.9 

1.0 

5.4 

10.1 

4.3 

41.1 

48.1 

39.4 

13.4 

14.9 

11.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,025)

生活困難層(n=484)

非生活困難層(n=1,914)

利用したいと思ったことがなかった 利用したかったが、条件を満たしていなかった

利用時間や制度が使いづらかった 利用の仕方がわからなかった

制度について全く知らなかった 無効回答（無回答・重複回答）

17.7 

25.8 

17.7 

43.8 

33.7 

47.1 

38.5 

40.4 

35.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,095)

生活困難層(n=418)

非生活困難層(n=2,851)

ある ない 無回答

17.7 

26.9 

16.3 

49.9 

40.3 

55.5 

32.4 

32.8 

28.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,325)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,023)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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３. 調査結果（子ども票） 
（１）属性・家庭環境に関すること 

①性別 

 回答があった子どもの性別は、男子が 43.0%、女子が 45.2%であった。 

設問 1 あなたの性別について、あてはまるものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-1-1 回答者の性別 

 

 

②自分で使うことができるもの・ほしいもの 

Ａ 自分だけの本（学校の教科書やマンガはのぞく） 

 自分が使うことができるものについて、「自分だけの本（学校の教科書やマンガはのぞく）」が「あ

る」と回答した割合は、全体では 80.7%、生活困難層では 64.7%、非生活困難層では 83.5%であった。

また、「ない（ほしい）」と回答した割合は、全体では 5.9%、生活困難層では 8.9%、非生活困難層では

5.1%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ある」「ない（ほしい）」の回答割合が低くなっていた。 

設問 2Ａ あなたには、自分が使うことができる、以下のものがありますか。（SA） 

図表 1-3-1-2 自分だけの本（学校の教科書やマンガはのぞく） 

 
 

（参考）前回調査結果 

  

43.0 45.2 0.6 11.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

男子 女子 答えたくない・わからない 無回答

80.7 

64.7 

83.5 

5.9 

8.9 

5.1 

11.3 

24.2 

9.4 

2.1 

2.2 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

82.8 

76.4 

85.2 

7.4 

10.2 

6.3 

8.4 

11.7 

7.1 

1.4 

1.7 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｂ 子ども部屋（きょうだいと使っている場合も含みます） 

 自分が使うことができるもののについて、「子ども部屋（きょうだいと使っている場合も含みます）」

が「ある」と回答した割合は、全体では 64.8%、生活困難層では 55.1%、非生活困難層では 68.0%であ

った。また、「ない（ほしい）」と回答した割合は、全体では 26.7%、生活困難層では 33.8%、非生活困

難層では 24.2%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ない（ほしい）」「ない（ほしくない）」の回答割合が

高くなっていた。 

設問 2Ｂ あなたには、自分が使うことができる、以下のものがありますか。（SA） 

図表 1-3-1-3 子ども部屋（きょうだいと使っている場合も含みます） 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

64.8 

55.1 

68.0 

26.7 

33.8 

24.2 

6.8 

8.2 

6.3 

1.8 

2.9 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

69.0 

57.3 

72.2 

23.9 

34.9 

21.3 

5.9 

6.5 

5.2 

1.3 

1.3 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｃ 自分が使うことができるスマートフォン・タブレット 

 自分が使うことができるものについて、「自分が使うことができるスマートフォン・タブレット」が

「ある」と回答した割合は、全体で 64.6%であった 40。 

 また、「ない（ほしい）」と回答した割合は、全体で 27.7%であった。 

設問 2Ｃ あなたには、自分が使うことができる、以下のものがありますか。（SA） 

図表 1-3-1-4 自分が使うことができるスマートフォン・タブレット 

 

 

Ｄ 自宅で宿題をすることができる場所 

 自分が使うことができるものについて、「自宅で宿題をすることができる場所」が「ある」と回答し

た割合は、全体では 92.2%、生活困難層では 88.2%、非生活困難層では 93.0%であった。 

 また、「ない（ほしい）」と回答した割合は、全体では 4.1%、生活困難層では 8.2%、非生活困難層で

は 3.5%であった。 

設問 2Ｄ あなたには、自分が使うことができる、以下のものがありますか。（SA） 

図表 1-3-1-5 自宅で宿題をすることができる場所 

 

 

  

40 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

64.6 

65.2 

65.3 

27.7 

28.5 

26.9 

5.6 

2.9 

6.2 

2.1 

3.4 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

92.2 

88.2 

93.0 

4.1 

8.2 

3.5 

2.0 

1.4 

2.0 

1.6 

2.2 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答
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Ｅ 自分専用の勉強机 

 自分が使うことができるものについて、「自分専用の勉強机」が「ある」と回答した割合は、全体で

は 69.1%、生活困難層では 55.3%、非生活困難層では 71.4%であった。 

 また、「ない（ほしい）」と回答した割合は、全体では 18.7%、生活困難層では 28.0%、非生活困難層

では 17.1%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ない（ほしい）」「ない（ほしくない）」の回答割合が

高くなっていた。 

設問 2Ｅ あなたには、自分が使うことができる、以下のものがありますか。（SA） 

図表 1-3-1-6 自分専用の勉強机 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

69.1 

55.3 

71.4 

18.7 

28.0 

17.1 

10.3 

13.5 

9.9 

2.0 

3.1 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

74.4 

65.9 

77.4 

16.2 

22.8 

14.2 

8.1 

9.5 

7.1 

1.4 

1.9 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｆ スポーツ用品（野球のグローブや、サッカー・ボールなど） 

 自分が使うことができるものについて、「スポーツ用品（野球のグローブや、サッカー・ボールな

ど）」が「ある」と回答した割合は、全体では 73.1%、生活困難層では 65.7%、非生活困難層では 74.9%

であった。 

 また、「ない（ほしい）」と回答した割合は、全体では 3.6%、生活困難層では 5.6%、非生活困難層で

は 3.1%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ある」の回答割合が低くなっていた。 

設問 2Ｆ あなたには、自分が使うことができる、以下のものがありますか。（SA） 

図表 1-3-1-7 スポーツ用品（野球のグローブや、サッカー・ボールなど） 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

73.1 

65.7 

74.9 

3.6 

5.6 

3.1 

21.1 

26.6 

20.0 

2.1 

2.2 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

78.7 

71.6 

80.8 

3.5 

7.6 

2.5 

16.4 

19.1 

15.3 

1.4 

1.7 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｇ ゲーム機 

 自分が使うことができるものについて、「ゲーム機」が「ある」と回答した割合は、全体では 82.6%、

生活困難層では 81.6%、非生活困難層では 82.9%であった。 

 また、「ない（ほしい）」と回答した割合は、全体では 7.7%、生活困難層では 10.4%、非生活困難層

では 7.4%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ある」の回答割合が低くなっていた。 

設問 2Ｇ あなたには、自分が使うことができる、以下のものがありますか。（SA） 

図表 1-3-1-8 ゲーム機 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

82.6 

81.6 

82.9 

7.7 

10.4 

7.4 

7.8 

5.1 

8.1 

1.9 

2.9 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

86.0 

86.3 

86.6 

5.6 

6.9 

4.9 

7.0 

5.4 

7.0 

1.4 

1.5 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｈ たいていの友だちが持っているおもちゃ 

 自分が使うことができるものについて、「たいていの友だちが持っているおもちゃ」が「ある」と回

答した割合は、全体では 62.3%、生活困難層では 54.6%、非生活困難層では 64.4%であった。 

 また、「ない（ほしい）」と回答した割合は、全体では 10.4%、生活困難層では 13.0%、非生活困難層

では 10.0%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ある」の回答割合が低くなっていた。 

設問 2Ｈ あなたには、自分が使うことができる、以下のものがありますか。（SA） 

図表 1-3-1-9 たいていの友だちが持っているおもちゃ 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

62.3 

54.6 

64.4 

10.4 

13.0 

10.0 

23.3 

27.8 

22.1 

4.0 

4.6 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

67.1 

58.1 

69.9 

10.2 

13.0 

10.0 

19.9 

25.6 

17.7 

2.8 

3.3 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｉ 自転車 

 自分が使うことができるものについて、「自転車」が「ある」と回答した割合は、全体では 92.3%、

生活困難層では 90.6%、非生活困難層では 93.7%であった。 

 また、「ない（ほしい）」と回答した割合は、全体では 3.3%、生活困難層では 4.8%、非生活困難層で

は 2.7%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ない（ほしい）」「ない（ほしくない）」の回答割合が

高くなっていた。 

設問 2Ｉ あなたには、自分が使うことができる、以下のものがありますか。（SA） 

図表 1-3-1-10 自転車 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

92.3 

90.6 

93.7 

3.3 

4.8 

2.7 

2.4 

1.2 

2.0 

2.0 

3.4 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

94.9 

92.6 

96.0 

2.4 

3.9 

1.6 

1.3 

1.7 

0.9 

1.4 

1.9 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｊ おやつや、ちょっとしたおもちゃを買うおこづかい 

 自分が使うことができるものについて、「おやつや、ちょっとしたおもちゃを買うおこづかい」が

「ある」と回答した割合は、全体では 78.9%、生活困難層では 73.2%、非生活困難層では 80.2%であっ

た。 

 また、「ない（ほしい）」と回答した割合は、全体では 11.7%、生活困難層では 16.9%、非生活困難層

では 10.7%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ない（ほしくない）」の回答割合が低くなっていた。 

設問 2Ｊ あなたには、自分が使うことができる、以下のものがありますか。（SA） 

図表 1-3-1-11 おやつや、ちょっとしたおもちゃを買うおこづかい 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

78.9 

73.2 

80.2 

11.7 

16.9 

10.7 

7.3 

7.0 

7.2 

2.2 

2.9 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

79.0 

72.2 

81.0 

11.7 

18.2 

9.9 

7.8 

8.2 

7.6 

1.5 

1.5 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｋ 友だちが着ているのと同じような服 

 自分が使うことができるものについて、「友だちが着ているのと同じような服」が「ある」と回答し

た割合は、全体では 64.5%、生活困難層では 58.7%、非生活困難層では 66.7%であった。 

 また、「ない（ほしい）」と回答した割合は、全体では 7.7%、生活困難層では 11.6%、非生活困難層

では 7.2%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ない（ほしい）」の回答割合が高くなっていた。 

設問 2Ｋ あなたには、自分が使うことができる、以下のものがありますか。（SA） 

図表 1-3-1-12 友だちが着ているのと同じような服 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

64.5 

58.7 

66.7 

7.7 

11.6 

7.2 

25.2 

26.1 

23.9 

2.6 

3.6 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

65.6 

57.7 

67.8 

6.3 

9.6 

5.4 

26.1 

30.6 

24.7 

2.0 

2.0 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｌ ２足以上のサイズのあった靴 

 自分が使うことができるものについて、「２足以上のサイズのあった靴」が「ある」と回答した割合

は、全体では 86.1%、生活困難層では 79.7%、非生活困難層では 88.1%であった。 

 また、「ない（ほしい）」と回答した割合は、全体では 5.1%、生活困難層では 10.4%、非生活困難層

では 4.2%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ない（ほしい）」「ない（ほしくない）」の回答割合が

高くなっていた。 

設問 2Ｌ あなたには、自分が使うことができる、以下のものがありますか。（SA） 

図表 1-3-1-13 ２足以上のサイズのあった靴 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

  

86.1 

79.7 

88.1 

5.1 

10.4 

4.2 

6.5 

6.0 

6.1 

2.2 

3.9 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無回答

87.8 

81.8 

89.6 

4.8 

7.4 

4.3 

5.7 

8.3 

4.6 

1.8 

2.4 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

ある ない（ほしい） ない（ほしくない） 無効回答（無回答・重複回答）
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（２）友だちとの関係に関すること 

①仲の良い友だち 

 「あなたの一番仲が良い友だちは、どのような友だちですか」と尋ねた設問に対して、全体では、

「学校の友だち」の回答割合が 71.9%であった。なお、「とくに仲のよい友だちはいない」と回答した

割合は、全体では 1.2%であった 41。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「学校の友だち」「スポーツ・チームやクラブ活動の友

だち」「そのほかの友だち」の回答割合が低くなっていた。 

設問 3 あなたの一番仲が良い友だちは、どのような友だちですか。（SA） 

図表 1-3-2-1 仲の良い友だち 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

 

  

41 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

71.9 

66.9 

72.6 

1.8 

1.4 

1.8 

3.8 

3.4 

3.8 

4.1 

2.9 

4.3 

1.2 

1.9 

1.2 

17.2 

23.4 

16.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

学校の友だち

学校はいっしょではないけれども、近所に住んでいる友だち

スポーツ・チームやクラブ活動の友だち

そのほかの友だち

とくに仲の良い友だちはいない

無回答

81.1 

80.9 

81.5 

1.7 

2.4 

1.6 

5.7 

5.6 

6.0 

6.4 

5.0 

6.6 

0.9 

1.3 

0.8 

4.3 

4.8 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

学校の友だち

学校はいっしょではないけれども、近所に住んでいる友だち

スポーツ・チームやクラブ活動の友だち

そのほかの友だち

とくに仲の良い友だちはいない

無効回答（無回答・重複回答）
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②友だちとの関係性についての意識 

Ａ 友だちといっしょにたくさん遊んでいると思う 

 友だちとの関係について尋ねた設問に対して、「友だちといっしょにたくさん遊んでいると思う」

について「あまり思わない」と「そう思わない」を合わせた回答割合は、全体で 11.0%であった 42。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「あまり思わない」「そう思わない」の回答割合が高く

なっていた。 

設問 4Ａ あなたと友だちの関係について、どのように思いますか。（SA） 

図表 1-3-2-2 友だちといっしょにたくさん遊んでいると思う 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

42 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

57.4 

52.2 

58.3 

29.8 

31.9 

29.7 

8.2 

10.1 

7.6 

2.8 

3.4 

2.9 

1.9 

2.4 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とてもそう思う そう思う あまり思わない そう思わない 無回答

62.3 

59.2 

64.1 

27.4 

28.4 

26.5 

6.6 

7.2 

6.3 

2.2 

3.3 

1.8 

1.5 

1.9 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

とてもそう思う そう思う あまり思わない

そう思わない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｂ 友だちと仲良くしていると思う 

 友だちとの関係について尋ねた設問に対して、「友だちと仲良くしていると思う」について「あまり

思わない」と「そう思わない」を合わせた回答割合は、全体で 3.1%であった 43。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「とてもそう思う」の回答割合が低くなっていた。 

設問 4Ｂ あなたと友だちの関係について、どのように思いますか。（SA） 

図表 1-3-2-3 友だちと仲良くしていると思う 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

43 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

67.6 

61.4 

68.5 

27.2 

32.1 

26.6 

2.3 

2.9 

2.3 

0.8 

1.0 

0.8 

2.1 

2.7 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とてもそう思う そう思う あまり思わない そう思わない 無回答

69.9 

64.6 

72.5 

25.1 

29.7 

22.9 

2.5 

3.0 

2.2 

0.5 

0.7 

0.2 

2.1 

2.0 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

とてもそう思う そう思う あまり思わない

そう思わない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｃ 友だちに好かれていると思う 

 友だちとの関係について尋ねた設問に対して、「友だちに好かれていると思う」について「あまり思

わない」「そう思わない」と回答した割合は、全体では 22.3%、生活困難層では 29.3%、非生活困難層

では 20.9%であった。 

設問 4Ｃ あなたと友だちの関係について、どのように思いますか。（SA） 

図表 1-3-2-4 友だちに好かれていると思う 

 

 

  

26.2 

20.0 

27.8 

47.8 

46.9 

48.2 

17.0 

22.5 

15.7 

5.3 

6.8 

5.2 

3.6 

3.9 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とてもそう思う そう思う あまり思わない そう思わない 無回答
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（３）放課後の過ごし方など普段の生活のこと 

①平日誰と過ごすか 

 「あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）はだれと過ごしますか」と尋

ねた設問に対して、「家族（おじいちゃん・おばあちゃん、親せきなども含みます）」と回答した割合

は、全体では 50.2%、生活困難層では 45.7%、非生活困難層では 50.4%であった。 

 また、「学校の友だち」の回答は、全体では 20.1%、生活困難層では 25.1%、非生活困難層では 20.4%

であった。なお、「一人でいる」の回答は、全体では 8.3%、生活困難層では 8.7%、非生活困難層では

8.3%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「家族（おじいちゃん・おばあちゃん、親せきなども含

みます）」「学童保育、その他の施設の先生」「一人でいる」の回答割合が高くなっていた。 

設問 5 あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）は 

だれと過ごしますか。（SA） 

図表 1-3-3-1 平日誰と過ごすか 

 
 

（参考）前回調査結果 

  

50.2 

45.7 

50.4 

7.3 

3.1 

8.2 

20.1 

25.1 

20.4 

2.5 

2.2 

2.4 

1.9 

3.1 

1.6 

8.3 

8.7 

8.3 

9.7 

12.1 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

家族（おじいちゃん・おばあちゃん、親せきなども含みます）

家族以外の大人（近所の大人、塾や習い事の先生など）

学校の友だち

学校以外の友だち（地域のスポーツクラブ、近所の友だちなど）

学童保育、その他の施設の先生

一人でいる

無回答

43.2 

49.2 

42.2 

7.3 

3.9 

8.7 

28.1 

28.0 

27.5 

2.3 

3.0 

2.3 

0.7 

0.7 

0.7 

6.7 

5.2 

7.3 

11.7 

10.0 

11.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

家族（おじいちゃん・おばあちゃん、親せきなども含みます）

家族以外の大人（近所の大人、塾や習い事の先生など）

学校の友だち

学校以外の友だち（地域のスポーツクラブ、近所の友だちなど）

学童保育、その他の施設の先生

一人でいる

無効回答（無回答・重複回答）
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②平日どこで過ごすか 

Ａ 自分の家 

 「あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、どこで過ごしていますか」と

尋ねた設問に対して、「自分の家」で「毎日」または「週に３～４日」過ごすと回答した割合を合わせ

ると、全体で 70.6%であった 44。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「毎日」の回答割合が高く、「週に１～２日」「過ごさな

い」の回答割合が低くなっていた。 

設問 6Ａ あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、 

どこで過ごしていますか。（SA） 

図表 1-3-3-2 自分の家 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

44 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

48.0 

47.3 

47.4 

22.6 

20.5 

23.0 

19.7 

17.6 

20.8 

3.1 

4.6 

3.0 

6.6 

9.9 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日 週に３～４日 週に１～２日 過ごさない 無回答

35.6 

39.9 

34.5 

23.7 

20.6 

24.7 

29.6 

26.2 

30.6 

4.8 

5.9 

4.5 

6.3 

7.4 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日 週に3～4日 週に1～2日 過ごさない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｂ 友だちの家 

 「あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、どこで過ごしていますか」と

尋ねた設問に対して、「友だちの家」で「毎日」または「週に３～４日」過ごすと回答した割合を合わ

せると、全体で 2.9%であった 45。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「週に３～４日」「週に１～２日」の回答割合が低く、

「過ごさない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 6Ｂ あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、 

どこで過ごしていますか。（SA） 

図表 1-3-3-3 友だちの家 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

45 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

0.5 

0.2 

0.5 

2.4 

3.1 

2.4 

20.0 

19.6 

19.7 

62.6 

56.0 

64.3 

14.5 

21.0 

13.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日 週に３～４日 週に１～２日 過ごさない 無回答

0.4 

0.6 

0.3 

4.1 

5.4 

3.5 

31.9 

30.6 

33.3 

52.5 

49.9 

53.3 

11.1 

13.5 

9.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日 週に3～4日 週に1～2日 過ごさない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｃ 塾や習い事 

 「あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、どこで過ごしていますか」と

尋ねた設問に対して、「塾や習い事」で「毎日」または「週に３～４日」過ごすと回答した割合を合わ

せると、全体では 35.9%、生活困難層では 18.4%、非生活困難層では 39.3%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「毎日」「週に３～４日」「週に１～２日」の回答割合が

低くなっていた。 

設問 6Ｃ あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、 

どこで過ごしていますか。（SA） 

図表 1-3-3-4 塾や習い事 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

4.1 

3.4 

4.3 

31.8 

15.0 

35.0 

32.2 

30.4 

33.1 

20.2 

33.8 

17.2 

11.7 

17.4 

10.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日 週に３～４日 週に１～２日 過ごさない 無回答

5.1 

3.5 

5.4 

34.7 

22.1 

38.9 

33.6 

33.4 

33.8 

18.0 

29.1 

14.6 

8.6 

11.9 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日 週に3～4日 週に1～2日 過ごさない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｄ 児童館（学童保育含む） 

 「あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、どこで過ごしていますか」と

尋ねた設問に対して、「児童館（学童保育含む）」で「毎日」または「週に３～４日」過ごすと回答し

た割合を合わせると、全体では 3.2%、生活困難層では 6.0%、非生活困難層では 2.7%であった。「週に

１～２日」過ごすという回答割合を加えると、全体では 7.9%、生活困難層では 11.3%、非生活困難層

では 8.4%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「週に３～４日」「週に１～２日」の回答割合が低くな

っていた。 

設問 6Ｄ あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、 

どこで過ごしていますか。（SA） 

図表 1-3-3-5 児童館（学童保育含む） 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

1.4 

3.6 

1.1 

1.8 

2.4 

1.6 

4.7 

5.3 

4.7 

77.9 

69.6 

79.7 

14.1 

19.1 

12.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日 週に３～４日 週に１～２日 過ごさない 無回答

1.0 

1.7 

0.9 

2.9 

3.3 

2.3 

8.3 

9.3 

7.6 

77.1 

73.3 

79.6 

10.8 

12.4 

9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日 週に3～4日 週に1～2日 過ごさない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｅ 学校（放課後校庭開放、放課後子ども教室など） 

 「あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、どこで過ごしていますか」と

尋ねた設問に対して、「学校（放課後校庭開放、放課後子ども教室など）」で「毎日」または「週に３

～４日」過ごすと回答した割合を合わせると、全体では 4.6%、生活困難層では 6.0%、非生活困難層で

は 4.2%であった。「週に１～２日」過ごすという回答割合を加えると、全体では 10.1%、生活困難層で

は 13.5%、非生活困難層では 9.2%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「過ごさない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 6Ｅ あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、 

どこで過ごしていますか。（SA） 

図表 1-3-3-6 学校（放課後校庭開放、放課後子ども教室など） 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

2.8 

4.1 

2.3 

1.8 

1.9 

1.9 

5.5 

7.5 

5.0 

76.1 

67.1 

78.2 

13.9 

19.3 

12.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日 週に３～４日 週に１～２日 過ごさない 無回答

3.3 

2.6 

3.3 

5.9 

7.6 

5.8 

17.3 

17.1 

17.5 

62.6 

59.4 

63.9 

10.8 

13.4 

9.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日 週に3～4日 週に1～2日 過ごさない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｆ 図書館 

 「あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、どこで過ごしていますか」と

尋ねた設問に対して、「図書館」で「毎日」または「週に３～４日」過ごすと回答した割合を合わせる

と、全体で 1.7%であった。「週に１～２日」過ごすという回答の割合を加えると、全体で 11.0%であっ

た 46。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「過ごさない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 6Ｆ あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、 

どこで過ごしていますか。（SA） 

図表 1-3-3-7 図書館 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

46 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

0.4 

0.5 

0.5 

1.3 

1.0 

1.2 

9.3 

9.9 

9.3 

74.6 

67.9 

76.0 

14.4 

20.8 

12.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日 週に３～４日 週に１～２日 過ごさない 無回答

0.3 

0.6 

0.2 

1.7 

2.4 

1.4 

16.6 

17.1 

16.4 

70.4 

67.0 

72.4 

11.0 

13.0 

9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日 週に3～4日 週に1～2日 過ごさない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｇ スポーツクラブの活動の場（野球場、サッカー場など） 

 「あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、どこで過ごしていますか」と

尋ねた設問に対して、「スポーツクラブの活動の場（野球場、サッカー場など）」で「毎日」または「週

に３～４日」過ごすと回答した割合を合わせると、全体では 5.3%、生活困難層では 6.5%、非生活困難

層では 4.7%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「過ごさない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 6Ｇ あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、 

どこで過ごしていますか。（SA） 

図表 1-3-3-8 スポーツクラブの活動の場（野球場、サッカー場など） 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

0.8 

1.2 

0.7 

4.5 

5.3 

4.0 

17.0 

10.6 

18.2 

63.7 

63.0 

64.6 

14.0 

19.8 

12.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日 週に３～４日 週に１～２日 過ごさない 無回答

1.8 

1.7 

1.7 

6.2 

4.8 

6.1 

21.1 

15.2 

23.0 

60.3 

65.3 

60.0 

10.5 

13.0 

9.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日 週に3～4日 週に1～2日 過ごさない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｈ 公園 

 「あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、どこで過ごしていますか」と

尋ねた設問に対して、「公園」で「毎日」または「週に３～４日」過ごすと回答した割合を合わせると、

全体では 17.2%、生活困難層では 22.2%、非生活困難層では 16.4%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「過ごさない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 6Ｈ あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、 

どこで過ごしていますか。（SA） 

図表 1-3-3-9 公園 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

4.7 

6.3 

4.6 

12.5 

15.9 

11.8 

27.3 

27.8 

27.9 

43.2 

31.9 

44.9 

12.1 

18.1 

10.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日 週に３～４日 週に１～２日 過ごさない 無回答

6.4 

8.2 

5.8 

18.3 

22.1 

17.0 

33.3 

29.7 

34.7 

33.0 

29.5 

34.7 

9.0 

10.6 

7.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日 週に3～4日 週に1～2日 過ごさない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｉ 商店街やショッピングモール 

 「あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、どこで過ごしていますか」と

尋ねた設問に対して、「商店街やショッピングモール」で「毎日」または「週に３～４日」過ごすと回

答した割合を合わせると、全体では 1.8%、生活困難層では 3.1%、非生活困難層では 1.2%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「過ごさない」の回答割合が低くなっていた。 

設問 6Ｉ あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、 

どこで過ごしていますか。（SA） 

図表 1-3-3-10 商店街やショッピングモール 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

0.3 

0.2 

0.1 

1.5 

2.9 

1.1 

13.2 

15.7 

12.1 

71.0 

60.9 

73.9 

14.1 

20.3 

12.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日 週に３～４日 週に１～２日 過ごさない 無回答

0.3 

0.0 

0.3 

1.7 

2.2 

1.2 

13.6 

15.0 

12.9 

73.3 

68.6 

75.9 

11.1 

14.1 

9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日 週に3～4日 週に1～2日 過ごさない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｊ ゲームセンター 

 「あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、どこで過ごしていますか」と

尋ねた設問に対して、「ゲームセンター」で「毎日」または「週に３～４日」過ごすと回答した割合を

合わせると、全体では 0.4%、生活困難層では 0.2%、非生活困難層では 0.4%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「過ごさない」の回答割合が低くなっていた。 

設問 6Ｊ あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、 

どこで過ごしていますか。（SA） 

図表 1-3-3-11 ゲームセンター 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

0.1 

0.0 

0.1 

0.3 

0.2 

0.3 

3.0 

3.4 

2.6 

82.5 

75.6 

84.3 

14.1 

20.8 

12.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日 週に３～４日 週に１～２日 過ごさない 無回答

0.1 

0.2 

0.0 

0.3 

0.4 

0.3 

3.9 

6.7 

3.3 

84.8 

79.2 

86.9 

10.9 

13.5 

9.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日 週に3～4日 週に1～2日 過ごさない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｋ その他 

 「あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、どこで過ごしていますか」と

尋ねた設問に対して、「その他」で「毎日」または「週に３～４日」過ごすと回答した割合を合わせる

と、全体では 2.0%、生活困難層では 3.1%、非生活困難層では 1.9%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「過ごさない」の回答割合が低くなっていた。 

設問 6Ｋ あなたは、平日（学校に行く日）の放課後（夕方６時くらいまで）、 

どこで過ごしていますか。（SA） 

図表 1-3-3-12 その他 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 
  

0.7 

1.7 

0.7 

1.3 

1.4 

1.2 

2.3 

1.7 

2.4 

64.9 

60.9 

66.2 

30.8 

34.3 

29.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日 週に３～４日 週に１～２日 過ごさない 無回答

0.9 

1.5 

0.6 

1.0 

0.9 

1.0 

2.4 

2.2 

2.2 

67.6 

67.2 

69.7 

28.1 

28.2 

26.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日 週に3～4日 週に1～2日 過ごさない 無効回答（無回答・重複回答）
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③放課後子ども教室の利用状況 

 「あなたは、学校の「放課後子ども教室」を利用していますか」と尋ねた設問に対して、利用「し

ている」と回答した割合は、全体で 9.7%であった 47。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「放課後子ども教室」を利用「していない」の回答割合

が高くなっていた。 

設問 7 あなたは、学校の「放課後子ども教室」を利用していますか。（SA） 

図表 1-3-3-13 「放課後子ども教室」の利用状況 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

47 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

9.7 

9.9 

9.0 

88.7 

88.9 

89.9 

1.6 

1.2 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

している していない 無回答

13.8 

15.2 

13.7 

84.2 

83.5 

84.4 

2.0 

1.3 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

している していない 無効回答（無回答・重複回答）
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 利用「していない」者のうち、利用「したことがある」と回答した割合は全体で 71.2%、今後利用

「したい」と回答した割合は全体で 9.0%であった 48。 

設問 7Ａ （放課後子ども教室を利用「していない」方に） 

これまでに利用したことがありますか。（SA） 

図表 1-3-3-14 「放課後子ども教室」の利用経験 

 

 

設問 7Ｂ （放課後子ども教室を利用「していない」方に）今後利用したいと思いますか。（SA） 

図表 1-3-3-15 「放課後子ども教室」の利用意向 

 

 

  

48 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

71.2 

66.0 

72.6 

22.2 

26.1 

21.5 

6.6 

7.9 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,704)

生活困難層(n=368)

非生活困難層(n=2,554)

したことがある したことがない 無回答

9.0 

7.3 

9.4 

8.5 

8.4 

9.0 

71.3 

69.8 

72.1 

11.2 

14.4 

9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,704)

生活困難層(n=368)

非生活困難層(n=2,554)

したい したいけどできない したくない 無回答
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 「放課後子ども教室」に参加しない理由を尋ねた設問に対して、「塾や習い事が忙しいから」の回答

は、全体では 40.9%、生活困難層では 22.6%、非生活困難層では 45.4%であった 49。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「塾や習い事が忙しいから」「放課後子ども教室がおも

しろくないから」「放課後子ども教室に友だちがいないから」について回答割合が高くなっていた。 

設問 7-1 参加しない理由は何ですか。（MA） 

図表 1-3-3-16 「放課後子ども教室」に参加しない理由 

（参考）前回調査結果 

 
   

49 「塾や習い事が忙しいから」の回答以外は、生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

1.9 

7.2 

40.9 

21.7 

15.3 

5.8 

18.0 

39.4 

38.4 

2.3 

8.5 

9.9 

1.9 

6.5

22.6

20.7

14.7

7.1

22.3

35.9

40.2

2.2

9.0

14.1

1.9 

7.2

45.4

21.8

16.1

6.0

18.4

41.1

38.8

2.3

8.4

8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校で実施されて

いないから

家の用事（家族の

世話、家事など）

があるから

塾や習い事が

忙しいから

放課後子ども教室が

おもしろくないから

放課後ども教室に

友だちがいないから

放課後子ども教室の

ことを知らないから

親が登録して

いないから

参加する必要が

ないと思うから

友だちと別の場所で

遊びたいから

学童があるから

その他

無回答

全体(n=3,704)

生活困難層(n=368)

非生活困難層(n=2,554)

24.8 

10.5 

36.8 

12.2 

6.8 

25.1 

17.0 

4.6 

26.7

12.7

27.1

12.0

7.1

24.7

20.7

3.1

25.0

9.9

39.9

12.5

6.9

25.5

16.0

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校で実施されて

いないから

家の用事（家族の

世話、家事など）

があるから

塾や習い事が

忙しいから

放課後子ども教室が

おもしろくないから

放課後子ども教室に

友だちがいないから

放課後子ども教室の

ことを知らないから

その他

無効回答（無回答

・重複回答）

全体(n=2,903)

生活困難層(n=450)

非生活困難層(n=1,705)
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④休日の午後誰と過ごすか 

 「あなたは、休日（学校がお休みの日）の午後はだれと過ごしますか」と尋ねた設問に対して、「家

族（おじいちゃん・おばあちゃん、親せきなども含みます）」と回答した割合は、全体では 77.3%、生

活困難層では 69.1%、非生活困難層では 78.8%であった。 

 また、「学校の友だち」と回答した割合は、全体では 8.2%、生活困難層では 13.8%、非生活困難層で

は 7.5%であった。なお、「一人でいる」と回答した割合は、全体では 2.1%、生活困難層では 2.9%、非

生活困難層では 1.9%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「家族（おじいちゃん・おばあちゃん、親せきなども含

みます）」の回答割合が高くなっていた。また、「一人でいる」の回答割合についても高くなっていた。 

設問 8 あなたは、休日（学校がお休みの日）の午後はだれと過ごしますか。（SA） 

図表 1-3-3-17 休日の午後誰と過ごすか 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

77.3 

69.1 

78.8 

1.7 

1.0 

1.8 

8.2 

13.8 

7.5 

5.8 

7.0 

5.8 

0.3 

0.2 

0.1 

2.1 

2.9 

1.9 

4.7 

6.0 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

家族（おじいちゃん・おばあちゃん、親せきなども含みます）

家族以外の大人（近所の大人、塾や習い事の先生など）

学校の友だち

学校以外の友だち（地域のスポーツクラブ、近所の友だちなど）

その他の施設の先生など

一人でいる

無回答

70.4 

65.3 

71.8 

2.2 

2.0 

2.6 

13.0 

18.7 

11.2 

8.8 

7.1 

9.2 

0.3 

0.2 

0.3 

1.4 

1.7 

1.1 

4.0 

5.0 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

家族（おじいちゃん・おばあちゃん、親せきなども含みます）

家族以外の大人（近所の大人、塾や習い事の先生など）

学校の友だち

学校以外の友だち（地域のスポーツクラブ、近所の友だちなど）

その他の施設の先生など

一人でいる

無効回答（無回答・重複回答）
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⑤休日の午後どこで過ごすか 

 「あなたは、休日（学校がお休みの日）の午後はどこで過ごしますか」と尋ねた設問に対して、「自

分の家」の回答は、全体では 69.1%、生活困難層では 61.8%、非生活困難層では 70.9%であった。 

 また、「スポーツクラブ（サッカー、野球など）」の回答は、全体では 7.6%、生活困難層では 10.1%、

非生活困難層では 7.8%であった。「公園」の回答は、全体では 5.0%、生活困難層では 8.0%、非生活困

難層では 4.2%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「自分の家」の回答割合が高くなっていた。 

設問 9 あなたは、休日（学校がお休みの日）の午後、どこで過ごしますか。（SA） 

図表 1-3-3-18 休日の午後どこで過ごすか 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

69.1 

61.8 

70.9 

1.3 

3.1 

1.2 

3.4 

2.4 

3.2 

0.6 

1.7 

0.4 

0.5 

0.0 

0.5 

7.6 

10.1 

7.8 

5.0 

8.0 

4.2 

4.2 

3.4 

4.2 

0.2 

0.0 

0.2 

1.7 

1.4 

1.8 

6.3 

8.0 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

自分の家 友だちの家

塾や習い事 児童館

図書館 スポーツクラブ（サッカー、野球など）

公園 商店街・ショッピングモール

ゲームセンター その他

無回答

57.2 

57.5 

58.0 

1.7 

2.4 

1.5 

5.1 

2.8 

5.6 

0.8 

1.3 

0.5 

0.6 

0.7 

0.5 

11.8 

10.2 

12.2 

8.8 

11.9 

7.9 

5.1 

3.2 

5.2 

0.3 

0.4 

0.3 

3.3 

3.5 

3.3 

5.3 

6.1 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

自分の家 友だちの家

塾や習い事 児童館

図書館 スポーツクラブ（サッカー、野球など）

公園 商店街・ショッピングモール

ゲームセンター その他

無効回答（無回答・重複回答）
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⑥屋内・屋外での活動の状況 

Ａ ゲームで遊ぶ 

 「ゲーム」について、ふだんどれくらいするかを尋ねた設問に対して、毎日（「毎日２時間以上」、

「毎日１～２時間」、「毎日１時間以下」の合計）と回答した割合は、全体では 60.9%、生活困難層で

は 68.6%、非生活困難層では 59.7%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、毎日と回答した割合が高く、「ほとんどしない」の回答

割合が低くなっていた。 

設問 10Ａ あなたは、以下の活動をふだんどれくらいしますか。（SA） 

図表 1-3-3-19 ゲームで遊ぶ（パソコン・スマホ・タブレットを用いたゲームを含む） 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

22.7 

37.7 

20.2 

25.4 

23.4 

26.2 

12.8 

7.5 

13.3 

6.3 

5.3 

6.3 

7.8 

6.8 

8.3 

3.3 

1.4 

3.7 

13.5 

9.2 

14.3 

8.3 

8.7 

7.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日

1週間に1日 ほとんどしない 無回答

12.2 

14.8 

11.3 

17.9 

22.6 

17.0 

10.5 

12.1 

9.6 

6.7 

6.5 

6.8 

13.7 

11.5 

14.9 

7.2 

4.6 

7.7 

25.9 

22.1 

26.6 

5.9 

5.8 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下

1週間に4～5日 1週間に2～3日 1週間に1日

ほとんどしない 無効回答（無回答・重複回答）

157



Ｂ テレビや動画を見る 

 「テレビや動画を見る（パソコン・スマホ・タブレットで見るものを含む）」について、ふだんどれ

くらいするかを尋ねた設問に対して、毎日（「毎日２時間以上」、「毎日１～２時間」、「毎日１時間以

下」の合計）と回答した割合は、全体では 75.5%、生活困難層では 77.8%、非生活困難層では 75.6%で

あった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「毎日」の回答割合が高く、「ほとんどしない」の回答

割合が低くなっていた。 

設問 10Ｂ あなたは、以下の活動をふだんどれくらいしますか。（SA） 

図表 1-3-3-20 テレビや動画を見る（パソコン・スマホ・タブレットで見るものを含む） 

 

 

（参考）前回調査結果 

 
 

  

32.7 

41.8 

31.3 

27.7 

24.6 

28.1 

15.1 

11.4 

16.2 

4.8 

4.6 

5.0 

5.1 

4.1 

5.1 

2.5 

1.0 

2.7 

3.4 

2.4 

3.6 

8.7 

10.1 

8.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日

1週間に1日 ほとんどしない 無回答

26.0 

28.9 

24.2 

25.0 

25.6 

26.0 

13.0 

11.5 

13.1 

6.8 

8.0 

6.9 

7.9 

7.8 

8.1 

4.6 

4.5 

4.6 

10.3 

8.0 

10.4 

6.4 

5.8 

6.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下

1週間に4～5日 1週間に2～3日 1週間に1日

ほとんどしない 無効回答（無回答・重複回答）

158



Ｃ 本・漫画・雑誌・新聞を読む 

 「本・漫画・雑誌・新聞を読む（パソコン・スマホ・タブレットで読むものを含む）」について、ふ

だんどれくらいするかを尋ねた設問に対して、毎日（「毎日２時間以上」、「毎日１～２時間」、「毎日１

時間以下」の合計）と回答した割合は、全体では 49.9%、生活困難層では 39.7%、非生活困難層では

51.6%であった。 

設問 10Ｃ あなたは、以下の活動をふだんどれくらいしますか。（SA） 

図表 1-3-3-21 本・漫画・雑誌・新聞を読む（パソコン・スマホ・タブレットで読むものを含む） 

 

 

Ｄ 室内でのほかの活動 

 「室内でのほかの活動」について、ふだんどれくらいするかを尋ねた設問に対して、毎日（「毎日２

時間以上」、「毎日１～２時間」、「毎日１時間以下」の合計）と回答した割合は、全体で 41.3%であっ

た 50。 

設問 10Ｄ あなたは、以下の活動をふだんどれくらいしますか。（SA） 

図表 1-3-4-22 室内でのほかの活動 

 

 

  

50 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

9.1 

9.7 

9.2 

15.1 

12.1 

15.7 

25.7 

17.9 

26.7 

8.8 

9.2 

9.1 

10.1 

9.4 

10.6 

6.6 

8.0 

6.4 

15.7 

24.4 

14.2 

8.9 

9.4 

8.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日

1週間に1日 ほとんどしない 無回答

15.8 

10.4 

16.3 

11.5 

12.1 

11.8 

14.0 

13.8 

13.9 

6.3 

5.8 

6.4 

10.8 

9.4 

10.9 

6.7 

6.0 

6.8 

23.3 

29.5 

23.3 

11.7 

13.0 

10.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日

1週間に1日 ほとんどしない 無回答
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Ｅ 公園で遊ぶ 

 「公園で遊ぶ」について、ふだんどれくらいするかを尋ねた設問に対して、毎日（「毎日２時間以

上」、「毎日１～２時間」、「毎日１時間以下」の合計）と回答した割合は、全体では 17.0%、生活困難

層では 22.2%、非生活困難層では 16.2%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「毎日」の回答割合が低く、「ほとんどしない」の回答

割合が高くなっていた。 

設問 10Ｅ あなたは、以下の活動をふだんどれくらいしますか。（SA） 

図表 1-3-3-23 公園で遊ぶ 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

10.2 

14.5 

9.5 

4.5 

5.8 

4.3 

2.3 

1.9 

2.4 

5.7 

7.7 

5.5 

15.7 

16.7 

15.3 

13.4 

13.3 

13.5 

39.3 

29.5 

41.2 

8.9 

10.6 

8.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日

1週間に1日 ほとんどしない 無回答

14.9 

21.7 

12.7 

8.1 

9.5 

7.6 

2.7 

3.3 

2.7 

7.7 

8.3 

7.4 

20.3 

17.1 

21.2 

14.5 

13.5 

15.4 

25.2 

20.2 

26.5 

6.6 

6.3 

6.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下

1週間に4～5日 1週間に2～3日 1週間に1日

ほとんどしない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｆ 家事（洗濯、掃除、調理、片付けなど） 

 「家事（洗濯、掃除、調理、片付けなど）」について、ふだんどれくらいするかを尋ねた設問に対し

て、毎日（「毎日２時間以上」、「毎日１～２時間」、「毎日１時間以下」の合計）と回答した割合は、全

体では 24.1%、生活困難層では 25.4%、非生活困難層では 23.8%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、毎日の回答割合が低くなっていた。 

設問 10Ｆ あなたは、以下の活動をふだんどれくらいしますか。（SA） 

図表 1-3-3-24 家事（洗濯、掃除、調理、片付けなど） 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

1.5 

3.4 

1.1 

3.7 

5.1 

3.2 

18.9 

16.9 

19.5 

8.6 

9.9 

8.6 

15.3 

15.9 

15.4 

15.7 

13.5 

16.5 

27.2 

25.1 

27.3 

9.1 

10.1 

8.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日

1週間に1日 ほとんどしない 無回答

1.4 

2.2 

1.0 

3.5 

6.1 

2.6 

16.5 

17.3 

16.3 

7.5 

8.3 

7.0 

17.5 

17.8 

17.9 

18.3 

14.3 

19.8 

28.7 

27.8 

28.7 

6.7 

6.1 

6.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下

1週間に4～5日 1週間に2～3日 1週間に1日

ほとんどしない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｇ 兄弟姉妹など家族の世話 

 「兄弟姉妹など家族の世話」について、ふだんどれくらいするかを尋ねた設問に対して、毎日（「毎

日２時間以上」、「毎日１～２時間」、「毎日１時間以下」の合計）と回答した割合は、全体で 20.1%で

あった 51。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「毎日２時間以上」「毎日１～２時間」の回答割合が高

く、「１週間に２～３日」「１週間に１日」「ほとんどしない」の回答割合が低くなっていた。 

設問 10Ｇ あなたは、以下の活動をふだんどれくらいしますか。（SA） 

図表 1-3-3-25 兄弟姉妹など家族の世話 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

51 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

6.3 

6.8 

6.5 

4.4 

6.0 

4.2 

9.4 

8.5 

9.6 

3.9 

4.3 

3.8 

4.8 

4.8 

4.8 

4.5 

5.8 

4.6 

57.0 

54.3 

57.7 

9.7 

9.4 

8.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下 1週間に4～5日 1週間に2～3日

1週間に1日 ほとんどしない 無回答

5.1 

8.5 

4.4 

3.9 

5.0 

3.1 

10.0 

13.4 

9.6 

3.8 

3.7 

3.7 

6.4 

4.8 

7.0 

5.6 

5.6 

5.4 

58.3 

52.9 

60.0 

7.0 

6.1 

6.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日2時間以上 毎日1～2時間 毎日1時間以下

1週間に4～5日 1週間に2～3日 1週間に1日

ほとんどしない 無効回答（無回答・重複回答）
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⑦からだを動かす頻度 

 「30分以上からだを動かす遊びや習い事は、１週間でどれくらいしますか」と尋ねた設問に対して、

全体では、「１～２回」が 33.3%、「３～４回」が 21.8%であった 52。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「１～２回」「ほとんどしない・全くしない（理由があ

ってやっていない）」の回答割合が高くなっていた。 

設問 11 あなたは、30分以上からだを動かす遊びや習い事は、１週間でどれくらいしますか。（SA） 

図表 1-3-3-26 からだを動かす頻度 

  

 

（参考）前回調査結果 

 

  

  

52 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

14.8 

14.5 

14.9 

11.2 

14.0 

11.6 

21.8 

22.7 

22.2 

33.3 

27.3 

33.7 

16.6 

18.8 

15.9 

2.2 

2.2 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=365)

非生活困難層(n=2,684)

7回・ほぼ毎日

5～6回

3～4回

1～2回

ほとんどしない・全くしない（理由があってやっていない）

無回答

18.7 

21.3 

17.1 

12.7 

12.2 

13.0 

24.8 

23.4 

25.6 

31.0 

30.2 

32.6 

11.4 

11.9 

10.9 

1.4 

0.9 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

7回・ほぼ毎日

5～6回

3～4回

1～2回

ほとんどしない・全くしない（理由があってやっていない）

無効回答（無回答・重複回答）
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⑧読書の習慣 53 

 「この１か月の間に本を何冊くらい読みましたか」と尋ねた設問に対して、「読まなかった」と回答

した割合は、全体では 10.4%、生活困難層では 15.9%、非生活困難層では 9.0%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「12冊以上」「２～３冊」「１冊」「読まなかった」の回

答割合が高く、「８～11冊」「４～７冊」の回答割合が低くなっていた。 

設問 12 あなたは、この１か月の間に本を何冊くらい読みましたか。（SA） 

図表 1-3-3-27 読書の習慣 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

53 自宅以外で読んだ本、パソコンやタブレット、スマートフォンなどで読める本（電子書籍）も含めて回答いただいた。

雑誌やマンガは含まれていない。 

18.3 

12.3 

19.0 

8.8 

8.2 

9.2 

22.6 

19.3 

23.3 

26.3 

27.5 

26.6 

11.6 

14.7 

11.4 

10.4 

15.9 

9.0 

1.9 

1.9 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

12冊以上 8～11冊 4～7冊 2～3冊 1冊 読まなかった 無回答

17.3 

14.8 

17.9 

10.7 

9.5 

11.1 

24.9 

26.3 

25.6 

25.9 

25.2 

25.5 

11.1 

12.2 

10.9 

8.9 

11.1 

8.2 

1.0 

0.7 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

12冊以上 8～11冊 4～7冊

2～3冊 1冊 読まなかった

無効回答（無回答・重複回答）
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⑨新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化 

Ａ パソコンやタブレットを使ってオンラインで勉強すること 

 新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化について、「パソコンやタブレットを使ってオ

ンラインで勉強すること」が増えたかを尋ねた設問に対して、「とても増えた」と「少し増えた」を合

わせた回答割合は、全体では 44.8%、生活困難層では 25.3%、非生活困難層では 49.5%であった。また、

「そもそもしていない」の回答割合は、全体では 38.2%、生活困難層では 56.0%、非生活困難層では

34.0%であった。 

設問 13Ａ(新設) 小学校休校中にあなた自身の生活がどのように変わったかおたずねします。 

新型コロナウイルス感染症流行の前と比べて、 

次の項目のようなことをする機会は増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-3-3-28 パソコンやタブレットを使ってオンラインで勉強すること 

 

 

Ｂ 朝・昼・夕と三食しっかり食べること 

 新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化について、「朝・昼・夕と三食しっかり食べるこ

と」が増えたかを尋ねた設問に対して、「とても増えた」と「少し増えた」を合わせた回答割合は、全

体では 20.0%、生活困難層では 25.2%、非生活困難層では 18.4%であった。また、「少し減った」と「と

ても減った」を合わせた回答割合は、全体では 5.8%、生活困難層では 10.7%、非生活困難層では 5.2%

であった。 

設問 13Ｂ(新設) 小学校休校中にあなた自身の生活がどのように変わったかおたずねします。 

新型コロナウイルス感染症流行の前と比べて、 

次の項目のようなことをする機会は増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-3-3-29 朝・昼・夕と三食しっかり食べること 

  

20.2 

9.4 

22.6 

24.6 

15.9 

26.9 

13.7 

13.8 

14.1 

0.7 

0.5 

0.5 

1.0 

2.7 

0.6 

38.2 

56.0 

34.0 

1.6 

1.7 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもしていない 無回答

14.8 

18.4 

13.3 

5.2 

6.8 

5.1 

72.3 

62.1 

74.7 

4.9 

8.0 

4.7 

0.9 

2.7 

0.5 

0.4 

0.7 

0.4 

1.4 

1.4 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもしていない 無回答
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Ｃ 朝ねぼうをすること 

 新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化について、「朝ねぼうをすること」が増えたか

を尋ねた設問に対して、「とても増えた」と「少し増えた」を合わせた回答割合は、全体で 43.5%であ

った 54。 

設問 13Ｃ(新設) 小学校休校中にあなた自身の生活がどのように変わったかおたずねします。 

新型コロナウイルス感染症流行の前と比べて、 

次の項目のようなことをする機会は増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-3-3-30 朝ねぼうをすること 

 

 

Ｄ 運動をすること 

 新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化について、「運動をすること」が増えたかを尋

ねた設問に対して、「とても増えた」と「少し増えた」を合わせた回答割合は、全体で 26.2%であった。

また、「少し減った」と「とても減った」を合わせた回答割合は、全体で 43.3%であった 55。 

設問 13Ｄ(新設) 小学校休校中にあなた自身の生活がどのように変わったかおたずねします。 

新型コロナウイルス感染症流行の前と比べて、 

次の項目のようなことをする機会は増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-3-3-31 運動をすること 

 

 

  

54 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
55 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

13.3 

15.2 

13.5 

30.2 

28.5 

30.3 

29.8 

28.0 

29.7 

4.0 

4.1 

4.1 

3.5 

3.6 

3.2 

17.4 

18.6 

17.6 

1.8 

1.9 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもしていない 無回答

11.8 

13.3 

11.0 

14.4 

13.3 

14.6 

24.4 

24.2 

24.8 

26.5 

24.2 

27.3 

16.8 

16.7 

16.6 

4.4 

6.0 

4.3 

1.7 

2.4 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもしていない 無回答
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Ｅ 親にしかられること 

 新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化について、「親にしかられること」が増えたか

を尋ねた設問に対して、「とても増えた」と「少し増えた」を合わせた回答割合は、全体で 33.1%であ

った 56。 

設問 13Ｅ(新設) 小学校休校中にあなた自身の生活がどのように変わったかおたずねします。 

新型コロナウイルス感染症流行の前と比べて、 

次の項目のようなことをする機会は増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-3-3-32 親にしかられること 

 

 

Ｆ 親にほめられること 

 新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化について、「親にほめられること」が増えたか

を尋ねた設問に対して、「とても増えた」と「少し増えた」を合わせた回答割合は、全体で 30.2%であ

った 57。 

設問 13Ｆ(新設) 小学校休校中にあなた自身の生活がどのように変わったかおたずねします。 

新型コロナウイルス感染症流行の前と比べて、 

次の項目のようなことをする機会は増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-3-3-33 親にほめられること 

 

 

  

56 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
57 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

11.2 

11.8 

11.1 

21.9 

22.9 

22.0 

51.8 

46.1 

52.9 

5.6 

8.0 

5.5 

2.5 

3.4 

2.2 

5.1 

5.8 

4.5 

2.0 

1.9 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもしていない 無回答

8.4 

10.1 

8.0 

21.8 

20.3 

21.9 

55.9 

54.3 

56.3 

5.9 

5.8 

6.0 

3.1 

2.9 

3.0 

2.8 

4.6 

3.0 

2.0 

1.9 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもしていない 無回答
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Ｇ 親と話をすること 

 新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化について、「親と話をすること」が増えたかを

尋ねた設問に対して、「とても増えた」と「少し増えた」を合わせた回答割合は、全体では 57.5%、生

活困難層では 50.5%、非生活困難層では 58.9%であった。 

設問 13Ｇ(新設) 小学校休校中にあなた自身の生活がどのように変わったかおたずねします。 

新型コロナウイルス感染症流行の前と比べて、 

次の項目のようなことをする機会は増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-3-3-34 親と話をすること 

 

 

Ｈ 電話やＳＮＳで友だちと交流すること 

 新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化について、「電話やＳＮＳで友だちと交流する

こと」が増えたかを尋ねた設問に対して、「とても増えた」と「少し増えた」を合わせた回答割合は、

全体で 22.8%であった 58。 

設問 13Ｈ(新設) 小学校休校中にあなた自身の生活がどのように変わったかおたずねします。 

新型コロナウイルス感染症流行の前と比べて、 

次の項目のようなことをする機会は増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-3-3-35 電話やＳＮＳで友だちと交流すること 

 

 

  

58 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

30.8 

28.0 

31.0 

26.7 

22.5 

27.9 

35.7 

42.3 

34.3 

3.3 

2.7 

3.4 

0.8 

1.0 

0.8 

0.8 

1.7 

0.8 

2.0 

1.9 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもしていない 無回答

9.9 

11.8 

9.5 

12.9 

13.5 

13.0 

18.1 

19.8 

18.4 

1.6 

1.9 

1.5 

1.0 

1.7 

1.0 

54.3 

48.6 

54.5 

2.3 

2.7 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもしていない 無回答
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Ｉ ひとりだけで時間を過ごすこと 

 新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化について、「ひとりだけで時間を過ごすこと」

が増えたかを尋ねた設問に対して、「とても増えた」と「少し増えた」を合わせた回答割合は、全体で

40.0%であった 59。 

設問 13Ｉ(新設) 小学校休校中にあなた自身の生活がどのように変わったかおたずねします。 

新型コロナウイルス感染症流行の前と比べて、 

次の項目のようなことをする機会は増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-3-3-36 ひとりだけで時間を過ごすこと 

 

 

Ｊ 不安だったこと 

 新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化について、「不安だったこと」が増えたかを尋

ねた設問に対して、「とても増えた」と「少し増えた」を合わせた回答割合は、全体で 22.8%であっ

た 60。 

設問 13Ｊ(新設) 小学校休校中にあなた自身の生活がどのように変わったかおたずねします。 

新型コロナウイルス感染症流行の前と比べて、 

次の項目のようなことをする機会は増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-3-3-37 不安だったこと 

 

 

  

59 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
60 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

18.2 

19.1 

18.5 

21.8 

19.8 

22.0 

32.1 

32.1 

32.1 

7.0 

5.6 

7.6 

6.7 

7.5 

6.9 

12.3 

13.8 

11.3 

1.9 

2.2 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもしていない 無回答

6.6 

8.9 

6.4 

16.2 

18.1 

16.0 

32.1 

29.5 

32.8 

3.8 

4.8 

3.5 

3.7 

3.9 

3.6 

35.8 

32.9 

36.2 

1.7 

1.9 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもしていない 無回答
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Ｋ さみしいと感じたこと 

 新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化について、「さみしいと感じたこと」が増えた

かを尋ねた設問に対して、「とても増えた」と「少し増えた」を合わせた回答割合は、全体で 19.2%で

あった 61。 

設問 13Ｋ(新設) 小学校休校中にあなた自身の生活がどのように変わったかおたずねします。 

新型コロナウイルス感染症流行の前と比べて、 

次の項目のようなことをする機会は増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-3-3-38 さみしいと感じたこと 

 

 

Ｌ 学校に行きたいと思ったこと 

 新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化について、「学校に行きたいと思ったこと」が

増えたかを尋ねた設問に対して、「とても増えた」と「少し増えた」を合わせた回答割合は、全体で

53.2%であった 62。 

設問 13Ｌ(新設) 小学校休校中にあなた自身の生活がどのように変わったかおたずねします。 

新型コロナウイルス感染症流行の前と比べて、 

次の項目のようなことをする機会は増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-3-3-39 学校に行きたいと思ったこと 

 

 

  

61 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
62 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

6.1 

8.5 

6.1 

13.1 

13.3 

13.0 

32.0 

29.0 

33.1 

3.2 

3.1 

3.0 

4.5 

4.8 

4.3 

38.7 

37.9 

38.7 

2.3 

3.4 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもしていない 無回答

27.1 

22.5 

27.6 

26.1 

27.8 

26.0 

24.9 

24.4 

25.1 

4.6 

6.8 

4.2 

4.6 

6.3 

4.6 

11.0 

10.9 

10.9 

1.7 

1.4 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもしていない 無回答
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Ｍ 友だちに会いたいと思ったこと 

 新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変化について、「友だちに会いたいと思ったこと」

が増えたかを尋ねた設問に対して、「とても増えた」と「少し増えた」を合わせた回答割合は、全体で

74.4%であった 63。 

設問 13Ｍ(新設) 小学校休校中にあなた自身の生活がどのように変わったかおたずねします。 

新型コロナウイルス感染症流行の前と比べて、 

次の項目のようなことをする機会は増えましたか、減りましたか。（SA） 

図表 1-3-3-40 友だちに会いたいと思ったこと 

 

 

  

63 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

50.8 

51.0 

51.0 

23.6 

22.2 

23.8 

18.0 

18.8 

17.9 

1.2 

1.4 

1.0 

1.3 

1.7 

1.3 

3.7 

3.4 

3.8 

1.4 

1.4 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても増えた 少し増えた 変わらない 少し減った

とても減った そもそもしていない 無回答
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⑩相談相手 

 「あなたに困っていることや悩みごとがあるとき、あなたが相談できると思う人はだれですか」と

尋ねた設問に対して、全体では、「親」が 81.0%、「学校の友達」が 55.1%、「学校の先生」が 30.2%で

あった。なお、「だれにも相談できない、相談したくない」という回答が 4.9%であった。 

 また、「学校外の友達」の回答は、全体では 14.2%、生活困難層では 9.2%、非生活困難層では 15.2%

であった 64。 

設問 14 あなたに困っていることや悩みごとがあるとき、 

あなたが相談できると思う人はだれですか。（MA） 

図表 1-3-3-41 相談相手 

 

 

  

64 「学校外の友達」の回答以外は、生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

81.0 

22.6 

23.9 

30.2 

55.1 

14.2 

17.0 

1.1 

6.3 

1.1 

4.9 

2.3 

80.2 

22.9

19.8

32.9

51.9

9.2

16.7

1.7

4.8

0.5

4.6

2.7

81.3 

22.7

24.9

30.2

55.8

15.2

17.6

1.0

6.8

1.3

5.1

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

親

きょうだい

祖父母など

学校の先生

学校の友達

学校外の友達

スクールカウンセラー、スクールソーシャル

ワーカーなど

ネットで知り合った人

その他の大人（学童保育所の人、塾・習い事

の先生、地域の人など）

その他

だれにも相談できない、相談したくない

無回答

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)
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（４）食事や健康に関すること 

①朝ごはんの摂取状況 

 「平日（学校に行く日）に毎日、朝ごはんを食べますか」という設問に対して、「いつも食べる（週

に５日）」の回答割合は、全体では 89.8%、生活困難層では 81.9%、非生活困難層では 91.6%であった。

なお、「食べない方が多い（週に１、２日）」と「いつも食べない」を合わせた回答割合は、全体では

3.3%、生活困難層では 6.5%、非生活困難層では 2.5%であった。 

設問 15 あなたは、平日（学校に行く日）に毎日、朝ごはんを食べますか。（SA） 

図表 1-3-4-1 朝ごはんの摂取状況 

 

 

  

89.8 

81.9 

91.6 

4.9 

8.2 

4.4 

2.4 

5.1 

1.8 

0.9 

1.4 

0.7 

2.0 

3.4 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

いつも食べる（週に５日） 食べるほうが多い（週に３,４日）

食べないほうが多い（週に１,２日） いつも食べない

無回答
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②朝ごはんを一緒に食べる相手 

 朝ごはんを誰と食べるかを尋ねた設問に対して、「家族（親）」の回答は、全体では 62.4%、生活困

難層では 49.3%、非生活困難層では 65.8%であった。また、「一人で食べる」の回答は、全体では 19.3%、

生活困難層では 24.4%、非生活困難層では 18.1%であった 65。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「家族（親）」「家族（おじいちゃん・おばあちゃんな

ど）」の回答割合は低く、「一人で食べる」の回答割合は高くなっていた。 

設問 16 あなたは、平日（学校に行く日）に朝ごはんをだれと食べますか。（MA） 

図表 1-3-4-2 朝ごはんを一緒に食べる相手 

（参考）前回調査結果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65 「家族(きょうだい)」「家族以外の人」「朝ごはんは食べない」では、生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差

は見られなかった。 

62.4 

51.7 

3.0 

0.0 

19.3 

0.9 

2.4 

49.3 

51.0

5.8

0.0

24.4

1.4

2.9

65.8 

52.3

2.5

0.0

18.1

0.7

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族（親）

家族（きょうだい）

家族

（おじいちゃん・おばあちゃんなど）

家族以外の人

一人で食べる

朝ごはんは食べない

無回答

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

66.1 

51.2 

3.9 

0.1 

15.6 

0.7 

1.7 

57.0

53.2

5.2

0.2

18.4

1.3

2.2

69.2

51.7

3.6

0.0

15.0

0.6

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族（親）

家族（きょうだい）

家族（おじいちゃん・おばあちゃんなど）

家族以外の人

一人で食べる

朝ごはんは食べない

無効回答（無回答・重複回答）

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)
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③食事の内容 

Ａ 野菜 

 ふだんの食事の内容について尋ねた設問に対して、「野菜」について「毎日食べる」と回答した割合

は、全体では 71.8%、生活困難層では 59.7%、非生活困難層では 74.1%であった。また、「１週間に１

日以下」と「食べない」を合わせた回答割合は、全体では 3.5%、生活困難層では 5.8%、非生活困難層

では 2.7%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「１週間に４～５日」「１週間に２～３日」の回答割合

が低くなっていた。 

設問 17Ａ あなたは、給食を除いて、以下の食べ物をふだんどれくらい食べますか。（SA） 

図表 1-3-4-3 野菜 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

71.8 

59.7 

74.1 

15.0 

18.4 

14.6 

7.9 

13.3 

7.1 

2.0 

3.1 

1.5 

1.5 

2.7 

1.2 

1.8 

2.9 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日食べる １週間に４～５日 １週間に２～３日 １週間に１日以下

食べない 無回答

70.8 

58.8 

74.5 

16.2 

20.6 

14.7 

8.8 

13.4 

7.4 

1.8 

2.8 

1.7 

1.2 

2.0 

1.0 

1.2 

2.4 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日食べる 1週間に4～5日 1週間に2～3日

1週間に1日以下 食べない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｂ くだもの 

 ふだんの食事の内容について尋ねた設問に対して、「くだもの」を「毎日食べる」と回答した割合

は、全体では 28.0%、生活困難層では 22.9%、非生活困難層では 28.8%であった。また、「１週間に１

日以下」と「食べない」を合わせた回答割合は、全体では 20.0%、生活困難層では 29.2%、非生活困難

層では 18.5%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「毎日食べる」「１週間に４～５日」の回答割合が高く

なっていた。 

設問 17Ｂ あなたは、給食を除いて、以下の食べ物をふだんどれくらい食べますか。（SA） 

図表 1-3-4-4 くだもの 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

28.0 

22.9 

28.8 

21.2 

13.8 

22.4 

28.8 

31.2 

28.5 

14.9 

21.5 

14.1 

5.1 

7.7 

4.4 

2.1 

2.9 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日食べる １週間に４～５日 １週間に２～３日 １週間に１日以下

食べない 無回答

26.3 

18.7 

27.4 

20.5 

16.0 

21.7 

31.3 

35.4 

30.6 

14.9 

19.9 

14.3 

5.3 

7.1 

4.9 

1.7 

3.0 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日食べる 1週間に4～5日 1週間に2～3日

1週間に1日以下 食べない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｃ 肉か魚 

 ふだんの食事の内容について尋ねた設問に対して、「肉か魚」を「毎日食べる」と回答した割合は、

全体では 65.0%、生活困難層では 55.3%、非生活困難層では 67.1%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「毎日食べる」「１週間に４～５日」の回答割合が高く

なっていた。 

設問 17Ｃ あなたは、給食を除いて、以下の食べ物をふだんどれくらい食べますか。（SA） 

図表 1-3-4-5 肉か魚 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

65.0 

55.3 

67.1 

21.2 

27.8 

20.4 

9.6 

11.8 

9.0 

1.6 

1.4 

1.5 

0.7 

0.7 

0.5 

1.8 

2.9 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

毎日食べる １週間に４～５日 １週間に２～３日 １週間に１日以下

食べない 無回答

61.0 

51.6 

64.5 

20.8 

23.4 

19.8 

13.6 

17.1 

12.5 

2.4 

3.9 

1.8 

0.5 

0.9 

0.3 

1.7 

3.2 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

毎日食べる 1週間に4～5日 1週間に2～3日

1週間に1日以下 食べない 無効回答（無回答・重複回答）
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④健康に関する認識 

 「自分の健康状態についてどう感じていますか」と尋ねた設問に対して、「よくない」と「どちらか

といえばよくない」を合わせた回答割合は、全体では 7.6%、生活困難層では 11.8%、非生活困難層で

は 7.1%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「どちらかといえばよい」の回答割合が低くなってい

た。 

設問 18 あなたは、自分の健康状態についてどう感じていますか。（SA） 

図表 1-3-4-6 自分の健康に関する認識 

 

 

（参考）前回調査結果 

 
 

  

45.7 

36.5 

47.6 

14.2 

13.0 

14.4 

26.5 

29.0 

25.4 

6.3 

10.1 

6.0 

1.3 

1.7 

1.1 

5.9 

9.7 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

よい どちらかといえばよい ふつう どちらかといえばよくない よくない 無回答

44.8 

36.4 

47.8 

18.2 

17.8 

17.9 

28.6 

34.3 

27.1 

5.0 

7.1 

4.4 

1.2 

2.4 

0.9 

2.2 

2.0 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

よい どちらかといえばよい ふつう

どちらかといえばよくない よくない 無効回答（無回答・重複回答）
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（５）学校のことや勉強のこと 

①学校の授業理解 

 「あなたは、学校の授業がわかりますか」という設問に対して、わからないと回答した割合（「あま

りわからない」「わからないことが多い」「ほとんどわからない」の合計）は、全体では 7.6%、生活困

難層では 14.4%、非生活困難層では 6.1%であった。 

 「わからない」と回答した人に、わからなくなった時期を尋ねた設問に対して、全体では、「５年生

になってから」が 30.2%、「４年生のころ」が 27.4%であった 66。 

設問 19 あなたは、学校の授業がわかりますか。（SA） 

図表 1-3-5-1 学校の授業理解 

 

 

設問 19-1 「あなたは、学校の授業がわかりますか」で「３．あまりわからない」 

「４．わからないことが多い」「５．ほとんどわからない」と答えた人におききします。 

いつごろから、授業がわからなくなりましたか。（SA） 

図表 1-3-5-2 学校の授業がわからなくなった時期 

 

 

  

66 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

42.6 

26.8 

45.9 

48.1 

56.8 

46.6 

4.5 

7.7 

3.9 

2.3 

4.8 

1.7 

0.8 

1.9 

0.5 

1.7 

1.9 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

いつもわかる だいたいわかる あまりわからない

わからないことが多い ほとんどわからない 無回答

6.6 

10.0 

7.5 

4.7 

5.0 

5.7 

16.4 

3.3 

16.7 

27.4 

35.0 

26.4 

30.2 

30.0 

31.6 

11.9 

13.3 

11.5 

2.8 

3.3 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=318)

生活困難層(n=60)

非生活困難層(n=174)

１年生のころ ２年生のころ ３年生のころ ４年生のころ

５年生になってから わからない 無回答
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②学校が楽しみか 

Ａ 算数の授業 

 学校生活について「算数の授業」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回答した

割合は、全体では 24.3%、生活困難層では 29.2%、非生活困難層では 22.9%であった。 

設問 20Ａ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、もっとも近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-3 算数の授業 

 

 

Ｂ 国語の授業 

 学校生活について「国語の授業」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回答した

割合は、全体で 28.8%であった 67。 

設問 20Ｂ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、もっとも近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-4 国語の授業 

 

 

  

67 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

20.0 

15.2 

21.4 

25.2 

25.6 

25.4 

28.3 

27.1 

28.7 

24.3 

29.2 

22.9 

2.2 

2.9 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答

12.1 

10.1 

12.8 

24.7 

22.0 

25.4 

32.3 

32.1 

32.4 

28.8 

32.9 

27.9 

2.2 

2.9 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答
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Ｃ 理科の授業 

 学校生活について「理科の授業」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回答した

割合は、全体で 14.8%であった 68。 

設問 20Ｃ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、もっとも近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-5 理科の授業 

 

 

Ｄ 社会の授業 

 学校生活について「社会の授業」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回答した

割合は、全体で 26.4%であった 69。 

設問 20Ｄ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、もっとも近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-6 社会の授業 

 

 

  

68 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
69 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

29.6 

27.1 

30.2 

28.7 

25.8 

29.1 

24.6 

26.8 

24.8 

14.8 

17.4 

14.4 

2.3 

2.9 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答

20.8 

16.4 

21.6 

23.1 

20.0 

23.6 

27.1 

28.7 

27.2 

26.4 

30.9 

25.7 

2.6 

3.9 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答
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Ｅ 体育の授業 

 学校生活について「体育の授業」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回答した

割合は、全体では 11.4%、生活困難層では 11.4%、非生活困難層では 11.2%であった。 

設問 20Ｅ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、もっとも近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-7 体育の授業 

 

 

Ｆ 図画工作の授業 

 学校生活について「図画工作の授業」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回答

した割合は、全体では 7.1%であった 70。 

設問 20Ｆ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、もっとも近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-8 図画工作の授業 

 

 

  

70 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

54.9 

57.2 

54.9 

19.2 

12.3 

19.7 

12.0 

15.5 

12.2 

11.4 

11.4 

11.2 

2.6 

3.6 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答

57.4 

58.7 

57.7 

20.9 

18.1 

21.1 

12.2 

12.3 

12.1 

7.1 

7.7 

7.4 

2.3 

3.1 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答
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Ｇ 音楽の授業 

 学校生活について「音楽の授業」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回答した

割合は、全体で 14.3%であった 71。 

設問 20Ｇ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、最も近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-9 音楽の授業 

 

 

Ｈ 家庭の授業 

 学校生活について「家庭の授業」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回答した

割合は、全体で 11.4%であった 72。 

設問 20Ｈ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、最も近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-10 家庭の授業 

 

 

  

71 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
72 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

37.0 

34.1 

38.0 

26.4 

26.6 

26.4 

19.9 

17.9 

20.3 

14.3 

18.6 

13.7 

2.3 

2.9 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答

47.3 

43.2 

48.6 

22.7 

21.0 

22.9 

15.9 

17.6 

15.6 

11.4 

15.0 

10.7 

2.7 

3.1 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答
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Ｉ 外国語の授業 

 学校生活について「外国語の授業」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回答し

た割合は、全体で 22.7%であった 73。 

設問 20Ｉ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、最も近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-11 外国語の授業 

 

 

Ｊ 道徳の授業 

 学校生活について「道徳の授業」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回答した

割合は、全体で 21.6%であった 74。 

設問 20Ｊ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、もっとも近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-12 道徳の授業 

 

 

  

73 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
74 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

22.5 

25.6 

23.0 

26.4 

22.2 

26.9 

26.0 

26.6 

26.6 

22.7 

22.9 

21.6 

2.4 

2.7 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答

22.5 

23.9 

23.3 

26.9 

23.9 

27.1 

26.8 

27.5 

26.4 

21.6 

22.2 

21.5 

2.3 

2.4 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答
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Ｋ 先生に会うこと 

 学校生活について「先生に会うこと」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回答

した割合は、全体では 16.5%であった 75。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「とても楽しみ」の回答割合は高く、「楽しみ」「少し楽

しみ」の回答割合は低くなっていた。 

設問 20Ｋ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から

「楽しみではない」のうち、最も近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-13 先生に会うこと 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

75 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

27.3 

28.3 

27.5 

29.6 

29.0 

30.2 

24.2 

23.9 

24.2 

16.5 

15.9 

16.2 

2.5 

2.9 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答

23.1 

24.7 

22.7 

33.0 

31.7 

33.6 

25.4 

24.3 

25.7 

16.7 

17.4 

16.5 

1.7 

1.9 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｌ 学校の友だちに会うこと 

 学校生活について「学校の友だちに会うこと」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではな

い」と回答した割合は、全体で 2.7%であった 76。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「とても楽しみ」の回答割合は高く、「楽しみ」の回答

割合は低くなっていた。 

設問 20Ｌ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、最も近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-14 学校の友だちに会うこと 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

76 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

70.5 

68.4 

70.8 

17.2 

17.1 

17.7 

7.0 

7.7 

7.0 

2.7 

2.9 

2.5 

2.7 

3.9 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答

68.9 

66.8 

70.1 

20.0 

21.0 

19.1 

6.9 

8.2 

6.8 

2.6 

2.4 

2.6 

1.6 

1.7 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｍ 学校のクラブ活動 

 学校生活について「学校のクラブ活動」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回

答した割合は、全体では 6.0%、生活困難層では 9.7%、非生活困難層では 5.6%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「とても楽しみ」の回答割合は低くなっていた。 

設問 20Ｍ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、最も近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-15 学校のクラブ活動 

 

 

（参考）前回調査結果 

 
  

55.1 

52.2 

56.2 

23.0 

21.5 

22.8 

13.0 

13.3 

13.3 

6.0 

9.7 

5.6 

2.8 

3.4 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答

63.8 

61.2 

65.2 

21.2 

20.8 

21.1 

10.0 

12.4 

9.7 

3.7 

4.1 

3.0 

1.4 

1.5 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｎ 学校の休み時間 

 学校生活について「学校の休み時間」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回答

した割合は、全体で 3.6%であった 77。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「とても楽しみ」の回答割合は高く、「楽しみ」「少し楽

しみ」の回答割合は低くなっていた。 

設問 20Ｎ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、最も近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-16 学校の休み時間 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

77 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

65.5 

60.9 

67.2 

20.0 

21.3 

19.1 

8.6 

10.9 

8.4 

3.6 

4.6 

3.4 

2.3 

2.4 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答

63.8 

56.8 

65.9 

21.8 

24.1 

21.2 

9.5 

12.4 

8.7 

3.5 

5.4 

2.9 

1.5 

1.3 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｏ 学校の給食の時間 

 学校生活について「学校の給食の時間」が楽しみかを尋ねた設問に対して、「楽しみではない」と回

答した割合は、全体で 8.2%であった 78。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「楽しみではない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 20Ｏ あなたの学校生活についておたずねします。次の項目について、「とても楽しみ」から 

「楽しみではない」のうち、最も近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-5-17 学校の給食の時間 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

  

78 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

51.5 

49.8 

52.9 

24.3 

23.9 

23.5 

13.8 

15.9 

13.7 

8.2 

8.0 

8.2 

2.2 

2.4 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無回答

53.1 

49.9 

54.1 

25.8 

28.6 

25.0 

14.0 

16.1 

14.2 

5.6 

4.1 

5.6 

1.4 

1.3 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

とても楽しみ 楽しみ 少し楽しみ 楽しみではない 無効回答（無回答・重複回答）
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③勉強を誰に教えてもらうか 

 「勉強がわからないときは、誰に教えてもらいますか」と尋ねた設問に対して、全体では、「お母さ

んかお父さん」と回答した割合は 80.5%、「友だち」と回答した割合は 41.0%であった。 

 なお、「教えてもらえる人がいない」と回答した割合は、全体で 0.4%、「特に何もしない（わからな

いままにしている）」と回答した割合は、全体では 1.3%、生活困難層では 2.4%、非生活困難層では 0.8%

であった 79。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「お母さんかお父さん」「学校の先生」「教えてもらえる

人がいない」の回答割合は低く、「その他の大人」「友だち」の回答割合は高くなっていた。 

設問 21 勉強がわからないときは、誰に教えてもらいますか。（MA） 

図表 1-3-5-18 勉強がわからないときに教えてもらう相手 

 （参考）前回調査結果 

 

 
  

79 「学校の先生」「塾や習い事の先生」「特に何もしない（わからないままにしている）」の回答以外は、生活困難層と非

生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

80.5 

26.1 

34.9 

29.8 

2.0 

41.0 

32.4 

25.2 

0.4 

1.3 

3.3 

3.0 

77.1 

30.4

40.6

16.9

1.7

41.3

29.2

27.1

0.2

2.4

3.1

4.8

82.6 

25.7

34.8

32.5

1.9

41.4

33.9

25.2

0.4

0.8

3.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お母さんかお父さん

親以外の家族

（きょうだいや、おじいさん

・おばあさんなど）

学校の先生

塾や習い事の先生

その他の大人

友だち

自分で本や教科書を

使って調べる

自分でインターネット

を使って調べる

教えてもらえる

人がいない

特に何もしない

（わからないまま

にしている）

いつもわかるので

誰にも教わらない

無回答

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

86.1 

27.4 

37.9 

30.3 

1.3 

37.4 

1.9 

1.1 

80.7

33.0

42.9

18.9

2.2

40.8

3.5

0.7

88.8

26.8

36.2

33.7

1.1

36.3

1.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お母さんかお父さん

親以外の家族

（きょうだいや、おじいさん

・おばあさんなど）

学校の先生

塾や習い事の先生

その他の大人

友だち

教えてもらえる

人がいない

無効回答（無回答

・重複回答）

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)
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④得意な教科 

 得意な教科を尋ねた設問に対して、「算数」の回答は、全体では 44.7%、生活困難層では 35.3%、非

生活困難層では 47.0%であった 80。 

 「国語」の回答は、全体では 28.4%、生活困難層では 20.5%、非生活困難層では 29.7%であった。 

 「社会」の回答は、全体では 31.1%、生活困難層では 21.7%、非生活困難層では 32.8%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「国語」「体育」「図画工作」「家庭」「音楽」の回答割合

は低く、「理科」「社会」の回答割合は高くなっていた。 

設問 22 あなたの得意な教科は、次のうちどれですか。（MA） 

図表 1-3-5-19 得意な教科 

（参考）前回調査結果 

 

 
  

80 「体育」「図画工作」「音楽」「家庭」「外国語」「道徳」「どれもあてはまらない」については、生活困難層と非生活困難

層とで統計的な有意差は見られなかった。 

44.7 

28.4 

40.3 

31.1 

54.5 

54.5 

38.2 

43.8 

25.4 

22.2 

2.3 

2.2 

35.3 

20.5

34.1

21.7

54.1

56.0

40.1

43.0

22.5

22.9

3.4

2.9

47.0 

29.7

41.2

32.8

54.5

54.4

39.0

44.4

26.5

22.9

2.0

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

算数

国語

理科

社会

体育

図画工作

音楽

家庭

外国語

道徳

どれも

あてはまらない

無回答

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

45.2 

31.8 

37.7 

28.3 

56.8 

59.0 

44.0 

53.4 

2.0 

1.2 

35.6

25.4

33.8

20.0

56.6

59.0

41.9

57.0

3.0

0.6

48.7

33.4

40.2

31.0

57.1

58.8

44.4

53.3

1.5

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

算数

国語

理科

社会

体育

図工

音楽

家庭科

どれも

あてはまらない

無効回答（無回答

・重複回答）

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)
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⑤学校外の学習時間 81 

 「ふだん（月～金曜日）学校の授業以外にどれくらいの時間、勉強をしますか」と尋ねた設問に対

して、「まったくしない」と「30分より少ない」を合わせた回答割合は、全体では 15.2%、生活困難層

では 25.1%、非生活困難層では 13.4%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「30 分以上、１時間より少ない」の回答割合が低く、

「３時間以上」の回答割合が高くなっていた。 

設問 23 あなたは、ふだん(月～金曜日)学校の授業以外にどれくらいの時間、勉強をしますか。 

１日あたりの勉強時間を教えてください。（SA） 

図表 1-3-5-20 ふだんの１日あたりの勉強時間 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

81 塾などでの学習時間も含んで回答いただいた。 

3.4 

7.7 

2.6 

11.8 

17.4 

10.8 

27.1 

30.9 

26.0 

25.1 

24.6 

25.4 

12.5 

8.7 

13.4 

17.2 

6.3 

19.6 

2.9 

4.3 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

まったくしない ３０分より少ない ３０分以上、１時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない ３時間以上

無回答

3.0 

5.9 

2.0 

12.0 

17.3 

9.6 

29.3 

31.9 

28.2 

25.3 

27.3 

26.5 

12.5 

10.2 

13.6 

16.6 

6.3 

19.2 

1.2 

1.1 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

まったくしない ３０分より少ない ３０分以上、１時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない ３時間以上

無効回答（無回答・重複回答）
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⑥学習塾・家庭教師に関する状況 

 学習塾や家庭教師に関する状況を尋ねた設問に対して、「通っていない（来てもらっていない）」と

回答した割合は、全体では 43.8%、生活困難層では 63.8%、非生活困難層では 39.9%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「週に２日」「週に３日」の回答割合は低く、「週に４日」

の回答割合は高くなっていた。 

設問 24 あなたは、学習塾に通ったり、家庭教師に来てもらっていますか。 

通っている（来てもらっている）場合、１週間に何日通っていますか（来てもらっていますか）。（SA） 

図表 1-3-5-21 学習塾や家庭教師の頻度 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

43.8 

63.8 

39.9 

8.6 

8.9 

8.8 

16.2 

11.6 

17.3 

15.4 

6.0 

17.3 

8.3 

2.4 

9.1 

2.2 

1.0 

2.5 

0.9 

0.2 

1.0 

1.1 

0.5 

1.4 

3.5 

5.6 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

通っていない（来てもらっていない） 週に１日

週に２日 週に３日

週に４日 週に５日

週に６日 毎日

無回答

44.4 

60.7 

39.7 

8.4 

6.9 

9.3 

17.7 

18.0 

17.6 

16.7 

7.4 

19.9 

6.8 

3.0 

7.7 

2.4 

0.9 

2.8 

0.8 

0.2 

0.9 

0.4 

0.2 

0.4 

2.3 

2.8 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

通っていない（来てもらっていない） 週に１日

週に２日 週に３日

週に４日 週に５日

週に６日 毎日

無効回答（無回答・重複回答）
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⑦使用教材に関する状況 

 「あなたは、家庭で以下の教材を使っていますか」と尋ねた設問に対して、「学校以外で手に入れた

紙の教材（塾・通信教育の教材や、ドリル、参考書）」の回答は、全体では 56.6%、生活困難層では

41.1%、非生活困難層では 61.0％であった。また、「どれも使っていない」の回答は、全体では 5.2%、

生活困難層では 8.5%、非生活困難層では 4.0%であった 82。 

設問 25 あなたは、家庭で以下の教材を使っていますか。（MA） 

図表 1-3-5-22 家庭で使っている教材 

 

 

  

82 これら以外の回答には、生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

70.4 

27.4 

56.6 

7.1 

5.2 

2.9 

73.4 

23.2

41.1

6.3

8.5

4.3

71.2 

29.0

61.0

6.9

4.0

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

学校で配られるドリルなど

パソコンやタブレットを使う教材

学校以外で手に入れた

紙の教材（塾・通信教育の教材や、

ドリル、参考書）

上記以外の教材

どれも使っていない

無回答

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)
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⑧補習の状況 

 「あなたは、学校での補習に参加していますか」と尋ねた設問に対して、「参加している」と「時々

参加している」を合わせた回答割合は、全体では 17.5%、生活困難層では 29.7%、非生活困難層では

15.6%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「参加したことはない」の回答割合が高くなっていた。 

設問 26 あなたは、学校での補習に参加していますか。（SA） 

図表 1-3-5-23 学校での補習の参加状況 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

9.7 

17.6 

8.7 

7.8 

12.1 

6.9 

26.3 

28.3 

25.9 

53.2 

38.9 

56.3 

2.9 

3.1 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

参加している 時々参加している たまに参加している

参加したことはない 無回答

11.0 

16.0 

9.6 

9.1 

12.6 

8.2 

26.9 

30.4 

25.0 

51.1 

39.5 

55.8 

1.9 

1.5 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

参加している 時々参加している たまに参加している

参加したことはない 無効回答（無回答・重複回答）
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（６）将来の夢に関すること 

①将来の夢 

 「あなたは、将来のゆめがありますか」と尋ねた設問に対して、「ある」と回答した割合は、全体で

は 76.7%であった 83。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、将来のゆめが「ある」の回答割合が低くなっていた。 

設問 27 あなたは、将来のゆめがありますか。（SA） 

図表 1-3-6-1 将来の夢の有無 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

83 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

76.7 

74.6 

76.8 

18.2 

20.3 

18.3 

5.1 

5.1 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

ある ない 無回答

81.9 

83.3 

82.6 

16.3 

14.7 

15.9 

1.8 

2.0 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

ある ない 無効回答（無回答・重複回答）
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 「ゆめがない理由は何ですか」と尋ねた設問に対しては、「具合的に、何も、思いうかばないから」

の回答が全体では 61.8%であった 84。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「ゆめがかなうのがむずかしいと思うから」の回答割合

が高くなっていた。 

設問 27-1 「あなたは、将来のゆめがありますか」に「ない」と答えた人におききします。 

ゆめがない理由は何ですか。（SA） 

図表 1-3-6-2 将来のゆめがない理由 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

84 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

3.2 

3.6 

3.1 

17.4 

19.0 

17.9 

61.8 

57.1 

63.8 

16.4 

17.9 

14.6 

1.2 

2.4 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=760)

生活困難層(n=84)

非生活困難層(n=519)

もうすべてに満足しているから ゆめがかなうのがむずかしいと思うから

具体的に、何も、思いうかばないから わからない

無回答

2.8 

2.5 

2.8 

15.6 

19.0 

16.8 

61.1 

53.2 

64.5 

20.1 

25.3 

15.3 

0.4 

0.0 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=563)

生活困難層(n=79)

非生活困難層(n=321)

もうすべてに満足しているから ゆめがかなうのがむずかしいと思うから

具体的に、何も、思いうかばないから わからない

無効回答（無回答・重複回答）
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（７）普段考えていること 

①自己肯定感 

Ａ がんばれば、いつかうまくいく 

 「がんばれば、いつかうまくいく」と思うかについて尋ねたところ、「あまり思わない」「思わない」

と回答した割合は、全体では 12.4%、生活困難層では 15.0%、非生活困難層では 11.6%であった。 

設問 28Ａ あなたの思いや気持ちについて、「とても思う」から「思わない」のうち、 

もっとも近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-7-1 がんばれば、いつかうまくいく 

 

 

  

43.4 

43.0 

44.3 

39.1 

35.0 

39.6 

9.6 

9.7 

9.2 

2.8 

5.3 

2.4 

5.1 

7.0 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答
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Ｂ 自分は価値のある人間だと思う 

 「自分は価値のある人間だと思う」と思うかについて尋ねたところ、「あまり思わない」「思わない」

と回答した割合は、全体では 35.9%、生活困難層では 41.3%、非生活困難層では 34.9%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「あまり思わない」「思わない」の回答割合が低くなっ

ていた。 

設問 28Ｂ あなたの思いや気持ちについて、「とても思う」から「思わない」のうち、 

もっとも近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-7-2 自分は価値のある人間だと思う 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

19.4 

15.7 

19.7 

38.6 

34.5 

40.0 

25.1 

27.5 

24.8 

10.8 

13.8 

10.1 

6.1 

8.5 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答

21.8 

16.5 

24.0 

36.5 

33.4 

37.8 

27.7 

32.1 

26.4 

11.2 

14.7 

9.9 

2.8 

3.3 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｃ 自分は家族に大事にされていると思う 

 「自分は家族に大事にされていると思う」かについて尋ねたところ、「あまり思わない」「思わない」

と回答した割合は、全体で 7.7%であった 85。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「あまり思わない」「思わない」の回答割合が低くなっ

ていた。 

設問 28Ｃ あなたの思いや気持ちについて、「とても思う」から「思わない」のうち、 

もっとも近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-7-3 自分は家族に大事にされていると思う 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

85 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

55.1 

52.2 

56.4 

31.3 

29.0 

30.8 

5.8 

7.7 

5.9 

1.9 

2.9 

1.8 

5.8 

8.2 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答

60.3 

54.2 

63.2 

28.8 

30.8 

27.4 

6.6 

10.0 

5.8 

2.1 

2.4 

1.9 

2.2 

2.6 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｄ 心配ごとが多く、いつも不安だ 

 「心配ごとが多く、いつも不安だ」と思うかについて尋ねたところ、「あまり思わない」「思わない」

と回答した割合は、全体で 70.1%であった 86。 

設問 28Ｄ あなたの思いや気持ちについて、「とても思う」から「思わない」のうち、 

もっとも近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-7-4 心配ごとが多く、いつも不安だ 

 

 

Ｅ 自分は同じくらいの年齢の子どもから好かれていると思う 

 「自分は同じくらいの年齢の子どもから好かれていると思う」かについて尋ねたところ、「あまり思

わない」「思わない」と回答した割合は、全体では 37.7%、生活困難層では 44.2%、非生活困難層では

36.1%であった。 

設問 28Ｅ あなたの思いや気持ちについて、「とても思う」から「思わない」のうち、 

もっとも近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-7-5 自分は同じくらいの年齢の子どもから好かれていると思う 

 

 

  

86 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

8.5 

11.8 

8.4 

15.8 

18.8 

15.0 

32.4 

29.7 

32.7 

37.7 

31.6 

39.1 

5.6 

8.0 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答

14.3 

10.9 

14.6 

41.5 

36.5 

43.6 

25.6 

27.5 

24.9 

12.1 

16.7 

11.2 

6.5 

8.5 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答
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Ｆ 自分の将来が楽しみだ 

 「自分の将来が楽しみだ」と思うかについて尋ねたところ、「あまり思わない」「思わない」と回答

した割合は、全体で 20.2%であった 87。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「とても思う」の回答割合は低く、「あまり思わない」

「思わない」の回答割合は高くなっていた。 

設問 28Ｆ あなたの思いや気持ちについて、「とても思う」から「思わない」のうち、 

もっとも近いものに○をつけてください。（SA） 

図表 1-3-7-6 自分の将来が楽しみだ 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 
  

87 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

46.2 

46.1 

46.7 

27.9 

26.1 

28.6 

13.2 

12.1 

13.2 

7.0 

7.7 

6.6 

5.7 

8.0 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無回答

56.4 

53.6 

57.5 

23.2 

23.6 

23.9 

12.4 

14.3 

11.9 

6.0 

6.5 

5.4 

2.0 

2.0 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

とても思う 思う あまり思わない 思わない 無効回答（無回答・重複回答）
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②不登校傾向 

Ａ 学校に行きたくないと思った 

 これまでに「学校に行きたくないと思った」ことがあるかを尋ねた設問に対して、「よくあった」

「時々あった」と回答した割合は、全体で 48.4%であった 88。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「よくあった」「時々あった」の回答割合が高くなって

いた。 

設問 29Ａ あなたは、これまでに以下のようなことがありましたか。（SA） 

図表 1-3-7-7 学校に行きたくないと思った 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

88 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

16.6 

20.8 

16.0 

31.8 

31.6 

32.0 

24.0 

22.5 

24.9 

25.0 

20.8 

25.2 

2.6 

4.3 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

よくあった 時々あった あまりなかった なかった 無回答

12.0 

15.8 

10.7 

29.5 

32.8 

29.3 

25.8 

23.4 

26.1 

31.3 

26.7 

32.9 

1.4 

1.3 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

よくあった 時々あった あまりなかった なかった 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｂ 1か月以上学校を休んだ（病気の時をのぞく） 

 これまでに「１ヶ月以上学校を休んだ（病気の時をのぞく）」ことがあるかを尋ねた設問に対して、

「よくあった」「時々あった」と回答した割合は、全体で 1.8%であった 89。「なかった」と回答した割

合は、全体で 92.1%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「なかった」の回答割合が低くなっていた。 

設問 29Ｂ あなたは、これまでに以下のようなことがありましたか。（SA） 

図表 1-3-7-8 １か月以上学校を休んだ（病気の時をのぞく） 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

89 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

1.0 

1.4 

0.9 

0.8 

0.2 

0.7 

3.0 

4.6 

2.7 

92.1 

88.4 

93.5 

3.1 

5.3 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

よくあった 時々あった あまりなかった なかった 無回答

0.6 

1.1 

0.3 

0.6 

0.7 

0.5 

2.2 

4.6 

1.2 

94.8 

90.7 

96.8 

1.8 

2.8 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

よくあった 時々あった あまりなかった なかった 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｃ 夜遅くまで子どもだけで過ごした 

 これまでに「夜遅くまで子どもだけで過ごした」ことがあるかを尋ねた設問に対して、「よくあっ

た」「時々あった」と回答した割合は、全体で 5.9%であった 90。「なかった」と回答した割合は、全体

で 81.6%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「時々あった」の回答割合は高く、「あまりなかった」

の回答割合は低くなっていた。 

設問 29Ｃ あなたは、これまでに以下のようなことがありましたか。（SA） 

図表 1-3-7-9 夜遅くまで子どもだけで過ごした 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

90 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

1.1 

1.9 

1.0 

4.8 

7.2 

4.8 

9.6 

9.9 

9.4 

81.6 

76.1 

82.9 

2.8 

4.8 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

よくあった 時々あった あまりなかった なかった 無回答

1.2 

1.3 

1.3 

4.1 

4.8 

3.6 

10.7 

9.6 

11.1 

81.9 

81.3 

82.7 

2.0 

3.0 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

よくあった 時々あった あまりなかった なかった 無効回答（無回答・重複回答）
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③自分や家族の困りごと 

 「自分や家族のことなどで、心配なことや困っていることはありますか」という設問に対して、「家

の中が散らかっている」の回答は、全体では 16.4%、生活困難層では 21.3%、非生活困難層では 15.9%

であった。また、「きょうだいとの仲が良くない」の回答は、全体で 14.8%であった。 

 そのほか、「家事（食事作りや掃除、洗濯など）が大変」の回答は、全体では 4.0%、生活困難層で

は 8.9%、非生活困難層では 3.3%、「きょうだいの世話やめんどうをみるのが大変」の回答は、全体で

は 8.0%、生活困難層では 12.6%、非生活困難層では 7.8%であった 91。 

設問 30(新設) あなたは、自分や家族のことなどで、心配なことや困っていることはありますか。（MA） 

図表 1-3-7-10 自分や家族の困りごと 

  

 

  

91 「自分とお母さんやお父さんとの仲が良くない」「きょうだいとの仲が良くない」「親同士の仲が良くない」「家で落ち

着いて勉強できない」「その他」の回答は、生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

4.3 

3.2 

14.8 

4.8 

10.2 

1.0 

4.0 

8.0 

1.2 

16.4 

3.5 

3.7 

54.5 

7.2 

6.8 

3.6

15.2

6.3

12.6

2.2

8.9

12.6

3.4

21.3

14.0

2.9

46.4

8.5

3.8 

3.3

14.6

4.7

10.3

0.8

3.3

7.8

1.0

15.9

2.1

3.8

56.0

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族との時間や会話が多くない

自分とお母さんやお父さんとの仲が良くない

きょうだいとの仲が良くない

親同士の仲が良くない

家で落ち着いて勉強できない

病気の家族や、祖父母の世話が大変

家事（食事作りや掃除、洗濯など）が大変

きょうだいの世話やめんどうをみるのが大変

食べるごはんがないときがある

家の中が散らかっている

家にお金がない（少ない）

その他

特に困っていることはない

無回答

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)
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④最近の自分の気持ち 

Ａ 楽しみにしていることがたくさんある 

 最近１週間の気持ちについて「楽しみにしていることがたくさんある」かどうか尋ねた設問に対し

て、「いつもそうだ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体では 92.4%、生活困難層では 88.4%、

非生活困難層では 93.5%であった。 

設問 31Ａ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-11 楽しみにしていることがたくさんある  

 

 

Ｂ とても良く眠れる 

 最近１週間の気持ちについて「とても良く眠れる」かどうか尋ねた設問に対して、「いつもそうだ」

と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体で 87.5%であった 92。 

設問 31Ｂ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-12 とても良く眠れる 

 

 

  

92 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
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36.0 

46.3 

47.2 

52.4 
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5.4 

8.7 

4.8 

2.2 

2.9 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答
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35.3 

35.3 

35.6 

10.2 

10.6 

9.9 

2.3 

2.9 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答
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Ｃ 泣きたいような気がする 

 最近１週間の気持ちについて「泣きたいような気がする」かどうか尋ねた設問に対して、「いつもそ

うだ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体で 38.4%であった 93。 

設問 31Ｃ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-13 泣きたいような気がする 

 

 

Ｄ 遊びに出かけるのが好きだ 

 最近１週間の気持ちについて「遊びに出かけるのが好きだ」と感じたかどうか尋ねた設問に対して、

「いつもそうだ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体では 86.0%であった 94。 

設問 31Ｄ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-14 遊びに出かけるのが好きだ 

 

 

  

93 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
94 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

5.4 

6.3 

5.5 

33.0 

34.3 

32.7 

59.2 

56.5 

59.9 

2.4 

2.9 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答
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27.1 

27.8 

27.5 

11.7 

12.8 

11.5 

2.3 

3.4 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答
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Ｅ 逃げ出したいような気がする 

 最近１週間の気持ちについて「逃げ出したいような気がする」と感じたかどうか尋ねた設問に対し

て、「いつもそうだ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体で 30.2%であった 95。 

設問 31Ｅ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-15 逃げ出したいような気がする 

 

 

Ｆ おなかが痛くなることがある 

 最近１週間の気持ちについて「おなかが痛くなることがある」と感じたかどうか尋ねた設問に対し

て、「いつもそうだ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体で 58.7%であった 96。 

設問 31Ｆ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-16 おなかが痛くなることがある 

 

 

  

95 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
96 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
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24.6 
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1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答
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50.0 
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36.5 
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2.3 

2.7 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答
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Ｇ 元気いっぱいだ 

 最近１週間の気持ちについて「元気いっぱいだ」と感じたかどうか尋ねた設問に対して、「いつもそ

うだ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体で 91.3%であった 97。 

設問 31Ｇ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-17 元気いっぱいだ 

 

 

Ｈ 食事が楽しい 

 最近１週間の気持ちについて「食事が楽しい」と感じたかどうか尋ねた設問に対して、「いつもそう

だ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体で 91.5%であった 98。 

設問 31Ｈ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-18 食事が楽しい 

 

 

  

97 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
98 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
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いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答
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5.9 

2.3 
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非生活困難層(n=2,842)

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答
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Ｉ いじめられても自分で「やめて」と言える 

 最近１週間の気持ちについて「いじめられても自分で「やめて」と言える」と感じたかどうか尋ね

た設問に対して、「いつもそうだ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体で 75.3%であった 99。 

設問 31Ｉ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-19 いじめられても自分で「やめて」と言える 

 

 

Ｊ 生きていても仕方がないと思う 

 最近１週間の気持ちについて「生きていても仕方がないと思う」と感じたかどうか尋ねた設問に対

して、「いつもそうだ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体では 20.2%、生活困難層では

24.9%、非生活困難層では 19.6%であった。 

設問 31Ｊ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-20 生きていても仕方がないと思う 

 

 

  

99 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
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いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答

4.8 

7.5 

4.4 

15.4 

17.4 

15.2 

76.5 

71.5 

77.8 

3.2 

3.6 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)
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いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答
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Ｋ やろうと思ったことがうまくできる 

 最近１週間の気持ちについて「やろうと思ったことがうまくできる」と感じたかどうか尋ねた設問

に対して、「いつもそうだ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体では 84.5%、生活困難層で

は 79.7%、非生活困難層では 86.1%であった。 

設問 31Ｋ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-21 やろうと思ったことがうまくできる 

 

 

Ｌ いつものように何をしても楽しい 

 最近１週間の気持ちについて「いつものように何をしても楽しい」と感じたかどうか尋ねた設問に

対して、「いつもそうだ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体で 82.5%であった 100。 

設問 31Ｌ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-22 いつものように何をしても楽しい 

 

 

  

100 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
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Ｍ 家族と話すのが好きだ 

 最近１週間の気持ちについて「家族と話すのが好きだ」と感じたかどうか尋ねた設問に対して、「い

つもそうだ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体で 91.5%であった 101。 

設問 31Ｍ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-23 家族と話すのが好きだ 

 

 

Ｎ こわい夢を見る 

 最近１週間の気持ちについて「こわい夢を見る」かどうか尋ねた設問に対して、「いつもそうだ」と

「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体では 51.3%、生活困難層では 55.6%、非生活困難層では

50.2%であった。 

設問 31Ｎ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-24 こわい夢を見る 

 

 

  

101 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
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Ｏ 独りぼっちの気がする 

 最近１週間の気持ちについて「独りぼっちの気がする」と感じたかどうか尋ねた設問に対して、「い

つもそうだ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体では 23.7%、生活困難層では 31.1%、非生

活困難層では 23.0%であった。 

設問 31Ｏ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-25 独りぼっちの気がする 

 

 

Ｐ 落ち込んでいてもすぐに元気になれる 

 最近１週間の気持ちについて「落ち込んでいてもすぐに元気になれる」かどうか尋ねた設問に対し

て、「いつもそうだ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体で 79.1%であった 102。 

設問 31Ｐ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-26 落ち込んでいてもすぐに元気になれる 

 

 

  

102 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 
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Ｑ とても悲しい気がする 

 最近１週間の気持ちについて「とても悲しい気がする」かどうか尋ねた設問に対して、「いつもそう

だ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体で 20.7%であった 103。 

設問 31Ｑ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-27 とても悲しい気がする 

 

 

Ｒ とても退屈な気がする 

 最近１週間の気持ちについて「とても退屈な気がする」かどうか尋ねた設問に対して、「いつもそう

だ」と「時々そうだ」を合わせた回答割合は、全体では 36.5%、生活困難層では 42.8%、非生活困難層

では 36.4%であった。 

設問 31Ｒ(新設) あなたはわたしたちは、楽しい日ばかりではなく、ちょっとさみしい日も、 

楽しくない日もあります。みなさんがこの１週間、どんな気持ちだったかあてはまるところに 

○をつけてください。良い答え、悪い答えはありません。思ったとおりに答えてください。（SA） 

図表 1-3-7-28 とても退屈な気がする 

 

  

103 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

4.2 

6.5 

4.3 

16.5 

17.4 

16.5 

76.8 

72.7 

77.3 

2.5 

3.4 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答

7.6 

11.4 

7.4 

28.9 

31.4 

29.0 

61.2 

53.9 

61.9 

2.3 

3.4 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=365)

非生活困難層(n=2,684)

いつもそうだ 時々そうだ そんなことはない 無回答
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 最近１週間の気持ちについて「楽しみにしていることがたくさんある」から「とても退屈な気がす

る」までの 18 項目から回答者の抑うつ傾向を測る指標（ＤＳＲＳ－Ｃバールソン児童用抑うつ性尺

度 104）を算出したところ、うつ傾向がある児童の割合は、全体では 15.4%であった 105。 

図表 1-3-7-29 ＤＳＲＳ－Ｃバールソン児童用抑うつ性尺度の分布 

 

 

  

104 ＤＳＲＳ－Ｃバールソン児童用抑うつ性尺度は、「信頼性と妥当性が確認された尺度として国内外で広く用いられて

いる」（東京都健康福祉局（2018）『東京都受託事業「子供の生活実態調査」詳細分析報告書』より）。18項目それぞれに

ついて、「いつもそうだ」から「そんなことはない」の選択肢に対して０～２の点数を割り当てて指標化し、その合計が

16 点以上だった場合に「抑うつ傾向あり」としている。また、18 項目すべてに回答があった票のみを集計している。な

お、児童用抑うつ性尺度の作成方法および点数区分については、東京都健康福祉局（2017）『東京都子供の生活実態調査

報告書【小中高校生等調査】』「第５部 子供の健康と自己肯定感」（p.141）を参照した。 
105 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

84.6 

79.7 

84.8 

15.4 

20.3 

15.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,824)

生活困難層(n=374)

非生活困難層(n=2,638)

抑うつ傾向なし 抑うつ傾向あり
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⑤施策・サービスへのニーズ 

Ａ （家以外で）平日の放課後に夜までいることができる場所  

 「（家以外で）平日の放課後に夜までいることができる場所」があれば使ってみたいかを尋ねた設問

に対して、「使ってみたい」と「興味がある」を合わせた回答割合は、全体で 35.7%であった 106。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「使ってみたい」「興味がある」の回答割合が高くなっ

ていた。 

設問 32Ａ あなたは、以下のような場所があれば使ってみたいと思いますか。（SA） 

図表 1-3-7-30 （家以外で）平日の放課後に夜までいることができる場所 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

106 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

15.3 

14.5 

15.2 

20.4 

22.7 

20.1 

14.1 

17.6 

13.7 

48.1 

41.5 

49.4 

2.1 

3.6 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

13.4 

15.0 

12.6 

17.1 

20.6 

16.6 

17.1 

17.6 

17.0 

50.3 

44.3 

52.3 

2.1 

2.4 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

使ってみたい 興味がある 使いたくない

使う必要はない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｂ （家以外で）休日に夜までいることができる場所 

 「（家以外で）休日に夜までいることができる場所」があれば使ってみたいかを尋ねた設問に対し

て、「使ってみたい」と「興味がある」を合わせた回答割合は、全体で 36.2%であった 107。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「使ってみたい」「興味がある」の回答割合が高くなっ

ていた。 

設問 32Ｂ あなたは、以下のような場所があれば使ってみたいと思いますか。（SA） 

図表 1-3-7-31 （家以外で）休日に夜までいることができる場所 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

107 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

16.3 

17.6 

16.1 

19.9 

18.4 

19.7 

14.0 

17.6 

14.0 

47.4 

42.3 

48.5 

2.3 

4.1 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

14.1 

17.1 

13.9 

16.5 

19.9 

15.5 

18.5 

18.6 

18.3 

48.8 

41.7 

50.8 

2.2 

2.8 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

使ってみたい 興味がある 使いたくない

使う必要はない 無効回答（無回答・重複回答）

218



Ｃ 家の人がいないとき、夕ご飯をみんなで食べることができる場所 

 「家の人がいないとき、夕ご飯をみんなで食べることができる場所」があれば使ってみたいかを尋

ねた設問に対して、「使ってみたい」と「興味がある」を合わせた回答割合は、全体では 42.4%、生活

困難層では 42.7%、非生活困難層では 42.0%であった。また、「使いたくない」の回答割合は、全体で

は 12.0%、生活困難層では 16.7%、非生活困難層では 11.6%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「使ってみたい」の回答割合は低く、「興味がある」「使

う必要はない」の回答割合は高くなっていた。 

設問 32Ｃ あなたは、以下のような場所があれば使ってみたいと思いますか。（SA） 

図表 1-3-7-32 家の人がいないとき、夕ご飯をみんなで食べることができる場所 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

21.5 

21.7 

20.8 

20.9 

21.0 

21.2 

12.0 

16.7 

11.6 

43.1 

37.4 

44.4 

2.5 

3.1 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

25.4 

25.2 

25.9 

19.6 

22.8 

18.4 

13.9 

14.3 

13.9 

38.5 

34.7 

39.9 

2.6 

3.0 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

使ってみたい 興味がある 使いたくない

使う必要はない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｄ 家で勉強できないとき、静かに勉強ができる場所 

 「家で勉強できないとき、静かに勉強ができる場所」があれば使ってみたいかを尋ねた設問に対し

て、「使ってみたい」と「興味がある」を合わせた回答割合は、全体で 52.4%であった 108。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「使ってみたい」「使いたくない」の回答割合は低く、

「使う必要はない」の回答割合は高くなっていた。 

設問 32Ｄ あなたは、以下のような場所があれば使ってみたいと思いますか。（SA） 

図表 1-3-7-33 家で勉強できないとき、静かに勉強ができる場所 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

108 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

29.4 

24.6 

30.2 

23.0 

26.1 

22.9 

8.9 

11.4 

8.2 

36.2 

33.8 

36.8 

2.6 

4.1 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

33.2 

33.0 

33.9 

22.8 

23.6 

23.1 

12.2 

13.4 

11.6 

29.3 

26.9 

29.6 

2.5 

3.2 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

使ってみたい 興味がある 使いたくない

使う必要はない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｅ 大学生のお兄さんやお姉さんが、勉強を無料でみてくれる場所 

 「大学生のお兄さんやお姉さんが、勉強を無料でみてくれる場所」があれば使ってみたいかを尋ね

た設問に対して、「使ってみたい」と「興味がある」を合わせた回答割合は、全体で 40.8%であった 109。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「使ってみたい」の回答割合は低く、「興味がある」「使

う必要はない」の回答割合は高くなっていた。 

設問 32Ｅ あなたは、以下のような場所があれば使ってみたいと思いますか。（SA） 

図表 1-3-7-34 大学生のお兄さんやお姉さんが、勉強を無料でみてくれる場所 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

 

  

109 この点について生活困難層と非生活困難層とで統計的な有意差は見られなかった。 

18.8 

19.1 

18.4 

22.0 

20.5 

22.2 

16.6 

19.1 

16.3 

40.4 

38.4 

41.4 

2.2 

2.9 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

23.2 

23.9 

23.0 

20.9 

20.4 

21.0 

16.9 

18.6 

16.9 

36.7 

34.3 

37.4 

2.3 

2.8 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

使ってみたい 興味がある 使いたくない

使う必要はない 無効回答（無回答・重複回答）
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Ｆ （学校以外で）なんでも相談できる場所 

 「（学校以外で）なんでも相談できる場所」があれば使ってみたいかを尋ねた設問に対して、「使っ

てみたい」と「興味がある」を合わせた回答割合は、全体では 41.3%、生活困難層では 45.4%、非生活

困難層では 40.4%であった。 

 全体を前回調査結果（全体）と比較すると、「使ってみたい」の回答割合は低く、「使う必要はない」

の回答割合は高くなっていた。 

設問 32Ｆ あなたは、以下のような場所があれば使ってみたいと思いますか。（SA） 

図表 1-3-7-35 （学校以外で）なんでも相談できる場所 

 

 

（参考）前回調査結果 

 

  

18.8 

21.7 

18.6 

22.5 

23.7 

21.8 

11.4 

13.8 

11.1 

45.0 

37.2 

46.8 

2.3 

3.6 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=4,176)

生活困難層(n=414)

非生活困難層(n=2,842)

使ってみたい 興味がある 使いたくない 使う必要はない 無回答

24.8 

24.1 

23.9 

22.5 

25.4 

22.5 

13.5 

15.0 

13.6 

37.0 

32.3 

38.8 

2.1 

3.2 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=3,447)

生活困難層(n=539)

非生活困難層(n=2,020)

使ってみたい 興味がある 使いたくない

使う必要はない 無効回答（無回答・重複回答）
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（８）自由記述について 

①アンケートの感想や大人に言いたいこと 

 アンケートの感想や大人に言いたいことを尋ねたところ、1,520 人の小学５年生から合計 2,146 件

の意見が寄せられた。 

 「アンケートの感想」が最も多く、次いで「新型コロナウイルス感染症」、「勉強・授業・宿題」、「社

会問題」に関する意見が多く見られた。 

 「新型コロナウイルス感染症」に関する意見では、新型コロナウイルス感染拡大防止のために、子

どもたちが我慢し、ストレスを抱えている様子が見受けられた。 

 「勉強・授業・宿題」に関しては、授業時間や宿題を減らしてほしいという意見の他に、オンライ

ン授業を取り入れて欲しいという意見も見られた。 

 また、「社会問題」に関しては、環境・動物保護や児童虐待、人種差別、性差別に関する意見が多く

見られた。 

 

設問 33(新設) 最後に、このアンケートの感想や、世の中のことで大人に言いたいこと、こうだった

らいいなと思うことがあれば、自由に書いてください。（自由記述） 

 

図表 1-3-8-1 アンケートの感想や大人に言いたいこと 110 

順位 自由記述の分類 件数 

(n=1,520) 

割合 
(%) 

1 アンケートの感想 420 27.6% 

2 新型コロナウイルス感染症 205 13.5% 

3 勉強・授業・宿題 154 10.1% 

4 社会問題 124 8.2% 

5 子どもへの指導・かかわり方 106 7.0% 

6 友達等との関係・いじめ 90 5.9% 

7 学校のルール・設備・行事 84 5.5% 

8 遊び、自由に関すること 78 5.1% 

9 他者・社会・子どもへの配慮 77 5.1% 

10 親・家族の関係 72 4.7% 

11 平和・協調 70 4.6% 

12 自分の持ち物等 68 4.5% 

13 社会制度・政治 67 4.4% 

14 将来のこと・目標・進路 64 4.2% 

15 悩み事や相談先について 57 3.8% 

16 犯罪・不正 44 2.9% 

16 社会・大人の理不尽さ・不満 44 2.9% 

110 回答内容から子どもの意見を分類し、設問 33を回答した子どものうち２％以上が回答した意見（上位 21項目）を

表に掲載した。また、１人の子どもの回答に複数の意見が記載されている場合、それぞれの意見について分類を行って

いる。そのため、子どもの回答件数（1,520件）と意見の合計数（2,146件）が一致していない。 
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順位 自由記述の分類 件数 

(n=1,520) 

割合 
(%) 

18 学校の先生 41 2.7% 

19 居場所 34 2.2% 

20 大人への感謝・励まし 33 2.2% 

21 公園・遊び場 32 2.1% 

― その他（食・給食、幸福感、健康・体調 他） 182 12.0% 

 意見の合計数 2,146 ― 

 

上位 21 項目についての代表的な意見 111 

(１) アンケートの感想 

○ このアンケートは自分で自分を見直せるので、すごくよいです。 

○ このアンケートですごく気持がすっきりしました。 

○ このアンケートで悩みをもっている人が少しても解決できれば良いと思っている。 

○ なんでこんなアンケートをしたのか不思議。 

○ とてもアンケートが長くて大変だった。 

 

(２) 新型コロナウイルス感染症  

○ コロナウイルスがなくなってほしい。 

○ コロナのせいでイライラします。 

○ コロナウイルスの感染をおさえるためにみんなが協力してほしい。 

○ 今年はコロナで移動教室がない。どこかに行きたかった。 

○ 子どもが我慢しているのに大人がいろいろな所に出かけているのはずるいと思う。 

 

(３) 勉強・授業・宿題  

○ 学校の授業時間が短くなったらいいと思う。 

○ 学校で体を動かす時間をもうちょっと増してほしいです。 

○ 宿題がなかったらいいな…。 

○ むずかしい勉強して大変だけど、小学生がおそくまで塾に通わなければいけない環境を変えてほし

い。 

○ 授業をオンラインで受けたい。字幕をつければ日本語が分からない子も日本で勉強できる！！ 

 

(４) 社会問題 

○ 環境問題についてちゃんと考えてほしい（プラゴミなど）。 

○ 世の中の保護猫や保護犬が毎年たくさん殺処分されているから、その子たちのために施設を作ってほ

しいなと思う。 

○ 虐待がなければいいな 

○ 人種差別などない方がいい。 

111 代表的な意見を抜粋するにあたって、文意を損なわない程度に、一部文言を修正している意見がある。 
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○ 性別で差別をしない。性別が関係のない世界になるといい。 

 

(５) 子どもへの指導・かかわり方 

○ もっと優しくしてほしいな。 

○ 叱らないでなにが悪かったかを考えさせてほしい。 

○ 人によって態度を変えるのは、やめてほしい。 

○ 子どもを大切に思っているなら態度で表してもらいたい。 

○ 学校ではいろんな人に声をかけてほしいし、困っていたら、声をかけてください。子どものことをち

ゃんと考えてください。 

○ 大人の方々、子ども達はあなたがたのきつい言い方で心にみえない傷がついてます。一つずつこれは

いっていいのかと考えてから言葉にしてください！ 

 

(６) 友達等との関係・いじめ 

○ 友達とずっと仲良くしたい。 

○ 友達を増やしたい。 

○ 友だちとの人間関係があまりうまくいっていなくて悩んでいる。 

○ コロナのせいでいじめが多くなった。 

○ いじめが無くなってほしい。 

 

(７) 学校のルール・設備・行事 

○ 学校でシャーペンを使わせてほしい。 

○ ランドセルが重いから、教科書を学校におきたい。 

○ 体育館にエアコンをつけてほしいです。 

○ パソコンを一人一台にしてください。もっと子どものＩＴ教育に力を入れてください。 

○ 学校がもう少し楽しくなってほしいです。 

 

(８) 遊び・自由に関すること 

○ ゲームをもっとやらせてほしい。 

○ もっと自由な時間がほしい。 

○ 大人は世間の価値観に振り回されて子どもに我慢させる時がある。 

 

(９) 他者・社会・子どもへの配慮 

○ インターネットでの誹謗中傷をやめてください。 

○ タバコを吸う大人は今すぐやめてほしい。まわりにも被害をあたえているのわかっていないんじゃな

いかと思う。 

○ ポイ捨てはダメ！ 

○ 赤信号を無視しないでほしい。 

○ おじさんが道端でツバをはくのはやめてほしい。こわい。 
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(10) 親・家族の関係 

○ 私は家族に大事にされていると思った。 

○ 妹とすぐケンカしてしまう。妹の気持ちが知りたい。 

○ 世の中の大人ではないが、親に自分の気持ちをわかってもらいたい。 

○ 自分の子をストレス解消で叩いたり、殴ったりするのやめてほしい。 

○ 両親がもっと仲良しだといいな…。 

○ 上の子ばっかり怒らず、下の子も、平等に怒りましょう。 

 

(11) 平和・協調 
○ この世界がとても平和でみんなが幸せになり、笑顔があふれる世界にしたい。 

○ 犯罪や戦争がなくなり、皆が平和になれるような未来をつくっていきたい！（がんばろう） 

○ 子どもと大人がふれあう時間が増えると、世界平和につながると思う。 

○ 他の国の水さえ飲めない子どもたちを救ってください。 

 

(12) 自分の持ち物等 

○ 毎月おこづかいがもらえるといいと思いました。 

○ タブレットが自由に使えたらいいと思う。 

○ 本をもっと買ってほしいと思う。 

○ 自分の机がほしい。自分の部屋がほしい。 

 

(13) 社会制度・政治 

○ 税金を無駄づかいしないで。 

○ 子どもも選挙に投票できたらいいなと思います。 

○ 将来、税金を払えるかどうかわからないので、税金がなくなったらいいなあと思いました。ただ、税

金を払わなかったら、日本は滅びるので、そこらへんは、悩むところです。 

○ 子どもの声を聞いてください。 

   

(14) 将来のこと・目標・進路 

○ 将来が少し不安です。 

○ ぼくは将来の夢をかなえるようにがんばりたいと思う。 

○ 将来の夢を考えてみようと思った。 

○ 自分の未来は自分で決める。 

○ 将来の自分が心配。 

 

(15) 悩み事や相談先について 

○ 少し心配なことがあるけれど、選択肢などを見てみると、他にも相談できる人がいると思ったので、

安心しました。 

○ もし誰かがずっと体調不良で嫌だったり、楽しくなかったりしたら相談にのってあげたいなと思いま

した。 
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○ 自分で悲しいと思うときや淋しいと思うときがあったら、紙に書いてボックスなどに入れて、カウン

セラーの人の返事が届くシステムなどがあったら、誰でも安心して正直に言えると思いました。 

○ 誰でもいいとは言わないけど、信頼でき相談できる人がいたらしたい。 

○ 今はコロナで色々なことが制限されていてストレスがたまっている子も多いと思います（私も）。だか

ら気軽に相談できる環境を作ってほしい。 

  

(16) 犯罪・不正 

○ 人を殺したり、いじめをしたりする人がいなくなるといいなと思います。逆に自分のできることを一

生懸命やったり、思いやりのある人が増えてほしいです。 

○ みんなが優しくなり、悪いことが起きない世の中になってほしい。 

○ 世の中の犯罪を減らしてほしい。それで、心配なく過ごす！！いやなニュース（事故・人に関係する

こわい事件）を少しでもなくす。 

○ 大人で立派な人はいっぱいいる。いけないことをしてしまったり、人に嫌がらせをする大人は、もっ

と気持ちを変えてみてほしいと思った。 

 

(16) 社会・大人の理不尽さ・不満 

○ 子どもや大人の権利は同じだと思う。みんな同じ立場で、大人だからやっていい訳ではない。 

○ 理不尽な世界でがんばってください。そして、理不尽な世界を変えてください。 

○ なぜ大人は間違いを認めないのか聞きたいです。子どもの意見も聞いてほしいです。 

○ 大人ってみんなえらいんですか。大人だから子どもに命令していいんですか。大人だからって子ども

の楽しみを制限していいんですか。 

 

(18) 学生の先生 

○ 先生といっしょに遊びたいなと思いました。 

○ 学校の先生には、みんなに平等に接してもらいたい。 

○ もう少し生徒の話を聞いてほしいです。 

 

(19) 居場所 

○ 特に（32）のＥ（大学生のお兄さんやお姉さんが、勉強を無料でみてくれる場所）を実施してほしい

です。理由は、私は家以外の場所で、家族以外の人といっしょに勉強すると、すごく集中できるから

です。Ｃ(家の人がいないとき、夕ご飯をみんなで食べることができる場所)も実施してほしいです。

親がいないわけではないけど友達などと、いっしょにごはんを食べてみたいからです。 

○ 私の家は共働きなので、習いごとがない平日に放課後夜までいることができる場所がほしいなと思い

ました。 

○ 子どもが子どもに、お互いの悩み事を言える場所があったらうれしいです。 

○ お兄さんやお姉さんが勉強を無料で教えてくれるなら、とてもやりたいです。 
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(20) 大人への感謝・励まし 

○ 大人のみなさん、毎日おつかれさまです。暗いニュースが多いですが、前向きにがんばっていきまし

ょう！ 

○ 大田区大好きです。ありがとうございます。 

○ お母さんお父さん、いつもごはんをつくってくれたり、ほしいものをたくさん買ってくれたり、いっ

しょに遊んでくれてありがとう。 

○ 医療従事者の人達に言いたいです。僕達をコロナから守っていただきありがとうございます。時々休

んで下さい。いつもありがとうございます。 

○ 大人の方々へ。大人のみなさんは世の中をよくしてくれてとてもすごいです。今、学校にかよってい

ること、勉強ができること、笑顔でいられることなど全てみなさんのおかげです。有り難うございま

す。 

○ 農家の人や学校の先生、世の中の役に立っている人にいいたいです。「ありがとうございます」 

 

(21) 公園・遊び場 

○ ボール遊びができない公園が多いので、もっと遊びができる公園がふえればいいと思います。 

○ もっと公園を作ってほしいということです。その公園はふつうの公園ではなく、自然がたくさんあっ

て、落ちつけるところです。なぜなら、宿題をやるときに自然を見て楽しみながらやりたいからです。 

○ 運動ができる場所をもっと増やしてほしいなと思いました。 

○ 遊ぶ場所が少なく、友達と遊びに出かけても、小さな公園で自分で持ってきた道具で遊んでいる。け

れど、遊んでいて話したりしていると、近所のおじさんにしかられる。私達も少ない遊び場で工夫し

て楽しんでいることを知ってほしい。これ以上遊び場をうばわないでほしい。 
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